








































押し入れの中のダンジョンクラフト




─幸福で不幸で幸福な兄妹─
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　１．






　押し入れを抜けるとそこはダンジョンだった。




「なんだここ」

　思わずそんな言葉が漏れる。開いた口がふさがらなかった。

　たぶん、誰だってそうなっただろう。

　なんたって僕は部屋にある一畳にも満たない押し入れを開いただけなのだ。本当にそれだけだったのだ。

　そこにはいつも通りならば昔買ったゲーム機と数本のゲームソフト、一着の制服の予備、それと僅わずかながらの参考書があるはずだった。そのはずだったんだ。

　なのに、目の前に広がっている光景は想像していたものとは全く違っていた。

　茶色の岩壁に囲まれた洞窟。見える範囲内にもいくつもある分かれ道に、遠くから聞こえる得体の知れない人とは思えない何かの雄お叫たけび。

　それはまさに空想上の地下迷宮。もっと雑な言い方をすると、ゲームとかでよく見るダンジョンのような場所だった。

　ちなみに押し入れの中にあったはずのもろもろは綺き麗れいさっぱりなくなっている。なんかもう頭がどうかなりそうだ。

「ホントにここ、僕の家なのか」

　きっと僕は幻覚を見ているだけだ。落ち着かなくては。

　目を瞑つぶり、ふぅと一度深呼吸をする。落ち着け。落ち着くのだ。こんなことがあるはずがない。目を開けば普通の押し入れに戻っているはずだ。

　十数えて目を開いた。

　変わらず、目の前には茶色の石壁が広がっている。手だけを伸ばして、恐る恐る押し入れの壁に触れてみると、ひやりとした温度が伝わってくる。それは木造の部屋の壁のものとは全く違う、硬質な感触だった。

　震える足で押し入れの中に踏み込んでみる。ちくりと足の裏に地面の凹おう凸とつが刺さった。

　なんか、夢じゃなさそうだ。

　ここは空想なんかじゃない。それを、五感全てが物語っている。

　噓うそみたいだけど、確かに存在している。押し入れの中なのに、ダンジョンがある！

　気が遠くなって視界が一瞬ぐらりと揺れた。その場にへたり込みそうになるのをなんとか持ちこたえる。

　それと同時に、どこからか変な音が鳴っていることに気付く。

　ぷよぷよ。

　鳴き声ともとれるぷよぷよした音があたりに響いている。体がびくりと震えた。

　……な、なんだよ。何があるんだ。

　異音が消える気配はない。よくよく聞くと、その音は僕の足元から響いている。

　それに気付いた瞬間、足元へ目をやった。

　そこには──

　金色に輝く軟体状の生物が、ぷよぷよ音を発しながらぴょこぴょこ跳ねていた。

「わ、なんだこいつ」

「ぷよ～」

　反射的に後ずさる。

　うわ、と思わず声が漏れた。

　そんな僕をその軟体状の生物は不思議そうな顔で見つめていた。

　というかあれは顔なのだろうか。金色の体の中央には目があるように見えたけど、よくよく観察してみると白い点の中に小さな黒い点があるだけで、瞬まばたきもしなければそれが揺らいだりもしない。

　これは模様で顔じゃないのかもなぁ、もしかしたらこいつは目がないのかもなぁ、としたらと結構不便だろうなぁ、前とか見えるのかなぁ、見えないなら毎日大変だろうなぁ、みたいなことが頭によぎる。そんなの考えている場合でもなさそうだけど、ぐるぐるする頭にはそんなことばっかり浮かんできた。

　端的に言えば混乱していた。めっちゃしてた。なんなのこいつ。

　そんな僕の気も知らず、そいつはぴょこんと跳ねてはころんと転がったり、自由気ままにダンジョンの中ではしゃぎ回っている。

　しばらくちょっと離れたところでその光景を眺めていたけど、僕に危害を加えてきそうな様子はない。その場でぷよぷよしているだけだ。

　たぶんだけど、こいつは安全なモンスターなのだろう。

　よかった。いや、あんまりよくないけどさ。異常な状況になんか色々麻ま痺ひしてきている。

　そうやって安心すると、ちょっとだけこいつが可愛かわいく見えてきた。自由気ままに転げ回っているその姿は見方によってはほほえましい。よく見たらドラ○エのスライムっぽく見えなくもない。独自のキモかわいさがある。

「……ちょっと触ってみようかな」

　ぷよぷよ跳ね回っているスライムに近付き、恐る恐る手を伸ばす。

　僕の手がスライムに触れかけたその時──

「ぷよん」

　ぬるりと僕の手をかわしたスライムは、ダンジョンの奥に向かってぷよぷよ音を立ててぺとぺと転がっていく。

「あ！　ちょっと待って！」

　思わず追いかける。

　思ったよりスピードが速い。というか僕が遅かった。その時ダンジョンの地面が裸足はだしで歩くのに向いていないことに初めて気付いた。

　ゴリゴリと足の裏に石がめり込む。そのたびに地面を蹴ける力が緩み、走る速度が落ちた。正直めちゃくちゃ痛い。靴履いてくればよかった。

　それでも僕はスライムの後を追いかけた。

「いってぇ。ああもう。まて、待てったら！」

　ホント、何やってるんだ僕は。

　自分で何をやっているのかも分からない。それくらい混乱していたのだ。

　それでも、スライムの向かうその先に何かがある気がしたのだ。

　いくつか分かれ道を経て、更に先へ進む。次第にダンジョンの中が明るくなっていく。

　さっきまで薄暗くてぼんやりとしていた遠くの道も、今でははっきり見てとれる。

　ふと横を見ると壁に薄緑色のコケが生えていたり、地面に草が生えていたりと、さっきまでとはだいぶ様子が変わってきている。

　視界の先に、明るい光が見えた。

「ぷよ、ぷよ～」

　大きな鳴き声と共にスライムが駆け込んだその光の先は、更に異彩を放っていた。

　眩まばゆい光に思わず目を細め、その場で立ち止まる。

　しばらくして慣れてきた目でそのスライムが駆け込んだ空間を見渡した。

　天井まで突き抜けたその広い空間は、ダンジョンというよりも木こ漏もれ日びが照らす森の中みたいだった。

　その中央には一本の樹が生えていた。

　三百メートルはありそうな大樹。今まで見たものと比較しても異様な存在感を示す樹の葉っぱは黄色く染まっていて、見上げると反射する原色の光が目に痛いくらいだった。その葉からはふわふわと白色の優しい光が降り注ぎ、周囲を優しく照らしていた。

『まるで巨大なたんぽぽみたいだ』

　なんて、そんなことを思った。

　僕がその光景に圧倒されている最中にも、スライムはぷよぷよと音を立てながらその大樹の根元に向かっていた。

　樹の裾すそにある巨大な根の側そばにたどり着くと、スライムはぐぐぐと体を縮めた。次の瞬間元の形に戻ったスライムは反動で勢いよく跳ね、根を飛び越してその向こうに飛び込んだ。

　周囲を見渡しつつ、僕はゆっくりその大樹に近付いていく。

　広く、吹き抜けで天井まで何もないダンジョンの一室。恐らくダンジョンの中心にあるのだろうその空間の側面には、洞窟へと繫つながる穴がいくつもあった。その穴の一つから僕はこの場所に入ってきたようだ。

　洞窟の中と違って歩くと足に刺さる石ではなく、地面にはカラフルな植物が敷き詰められたように生えている。

　さっきスライムが消えていった大樹の大きな根の側に、僕はたどり着いた。

　背伸びをしてその向こうを眺める。




　そこには赤茶けた一冊のスケッチブックがあった。

　そのスケッチブックの横には一人の少女。

　その横たわった少女を見て、心臓が早鐘を打った。

　うまく呼吸もできない。息切れがする。

　僕はその少女に見覚えがあった。

　スライムが飛び越えたその根を乗り越え、勢いよく向こう側に飛んだ。そのまま僕は転がるように少女の近くへ着地した。

　目の前にいる少女に視線を向ける。

　白いワンピースを着た少女の背中からは綿毛のような羽が生えていて、寝っ転がったまますやすや寝息を立てている。

　長い髪が顔にかかっていて表情はよく見えない。だけど、僕には分かる。

　さっきまで追いかけていた金色のスライムがその少女の肩の上にぴょこんと飛び乗り、少女の上でぷよぷよ鳴いていた。

　その時ダンジョンに一陣の風が吹き抜ける。

　青みがかった黒髪がふわりと舞い、その髪の向こうにある少女の顔が露あらわになった。

　見間違えるはずもない。

　それは僕がずっと、ずっと求めていたものだった。

　そして、少女は目を覚ます。

「おはよー」

　寝ぼけたままそう言った少女の背中で、綿毛のような羽がふわりと舞った。

　その少女はまごうことなき僕の妹、あーちゃんだった。




　その日僕は押し入れの中のダンジョンで、死んだはずの妹と出会った。






一章







　２．






「とーる、ちょっと待ってー！」

　学校への通学路を歩いていると、僕の名前を呼ぶ声が聞こえる。

　後ろを振り返るとそこには、幼なじみの結ゆう実み由ゆ美みの姿があった。

　由美ははぁはぁと息を切らせながらこっちに走ってきている。そんな由美のほんのり茶色に染まった緩いくせっ毛と、そのたわわな胸がふわふわ揺れていた。

　相変わらずとてもおおきい。

「おはよー」

　僕の目の前までやってきた由美はそう言いながら、両手でぱたぱたと顔を扇あおいでいる。そんな由美の額ひたいには汗が滲にじんでいた。

　僕がにっこり笑って「おはよう」と返すと、由美はきょとんとした顔で僕の顔を覗のぞき込こんできた。

「どしたの、とーる。なんかいいことあった？」

　じっと見つめる由ゆ美みの目が何だかこそばゆくて、僕は視線を逸そらす。

「ちょっとね。嬉うれしいことがあったかな」

「わぁ、そうなんだ！　よかった、嬉しい！」

　由美はぱぁっと顔を輝かせ、胸の前で腕を握りしめた。

　相変わらずテンションが高い。

「とーるの家の前で待ってても全然出てこないし、電話しても全然出ないからどーしたのかなぁって思ってたの。そしたら里さと子こさんがもうとーる学校に向かったって言ってて。いつも家から出たがらないとーるらしくないなぁって思ってたんだけど、なんか楽しいことがあったからなんだね！　よかった～」

　ポケットの中を触ってみると、財布の感触しかない。どうやらケータイを家に忘れていたみたいだ。いつもなら忘れないんだけど、どうもやはり僕は浮かれている。

「ごめんごめん。家にスマホ忘れてきてたみたい。早く出るなら連絡しとけばよかったね」

「いーよいーよ、気にしないで。とーるが元気になって私嬉しいよ！」

　由美はえへへとはにかみ、「にしても今日もあついねー」と言いながら額ひたいの汗をぬぐった。

　確かに今日は結構暖かいけど、汗をかくほどでもない。

　由美は暑がりなのだ。

　たぶんそのふわふわした体についたものが何らかの影響を与えている気もするんだけど、そこら辺は本人が結構気にしていることなので言わないでおこう。

　僕は「今年は暖冬だよね」と無難な返しをした。

　その場で僕は由美の息が整うのを待つことにする。

「あ、とーる。ちょっと！」

　そうしていると由美は何かに気付いたようで、僕の首元に手を伸ばした。

「ネクタイ曲がってるよ」

　そう言って由美は僕のネクタイの曲がりを直し始めた。

　由美の頭が近付くと、シャンプーのいいにおいがした。

「とーるいつも適当にネクタイ結ぶもんね。たまにすごい角度になってるときあるよ」

「マジか。全然気付かなかったよ」

　うわ、これは結構恥ずかしい。

　高校に入ってもう一年以上経たったけど、僕は未いまだにネクタイをうまく結べないのだ。どうやっても結び目が綺き麗れいにできない。それどころか、まさか端から見て気になるほど曲がっていたなんて……。

　今度からもう少し気をつけよう。

「はい、なおった！」

「ありがとう」

　僕のその言葉を聞いた由ゆ美みは、えへへーと笑い「どういたしまして！」と元気よく返事をする。

　そこで由美の首元に目をやると、さっきまで走っていたせいか学校指定のリボンが少し曲がっていた。

　由美はいつも自分のことより僕のことをよく見ている。ありがたいんだけど、何だかたまに申し訳なくなる。僕もちょっとは由美を助けてあげなくちゃな。

「由美もほら、リボンずれてるよ」

　そう言って由美の首元に手を伸ばした。

「わ、ぴゃい……」

　由美はよく分からない返事をすると俯うつむいてしまった。上から見える由美の耳は赤いままだ。走ってきた時の熱がまだ抜けきってないのだろう。

　リボンをちょっとずらして正面にくるよう動かすも、どうもうまくいかない。由美と違って僕は手先が不器用なのだ。

　その間にも由美は「はううう」なんて呟つぶやきながらも恥ずかしそうにもごもごしていた。僕もネクタイ曲がってた時は恥ずかしかったしな。なんとなく由美の気持ちも分かる。

「よし、できた」












「あ、ありがとう。ございましゅ……」

　なぜか敬語になっていた。しかも嚙かんでる。

「いいよ。それよりほら、そろそろ行こうか。せっかく早く来たのにバスに間に合わなくなっちゃう」

「そ、そだね！　よーし、いこー！」

　由ゆ美みは顔を上げ、元気よく歩き出した。




　いつもより随分早くバス停に着いた。まだバスは到着していない。

　いつもはギリギリの時間に行って駆け込むようにして乗るんだけど、今日は早く家を出たからそうする必要もなかった。

「こうやってゆっくりバスを待つのも悪くないな」

　ふとそんな言葉が口から漏れた。

「そだよ。これからもずーっとこうしようよ！　やっぱり学校にはゆっくり余裕を持っていくのが一番だよ」

「そうだな。でもゆっくり歩いてるとあんまり運動にならないからなぁ。最近ただでさえ運動できてなかったし、太っちゃいそう」

「ふとっ！」

　そう。太ってしまうのだ。別に太りやすいってほどじゃないけど、高校に入ってからほんのちょっとずつ体重は増えていた。まぁ帰ってから運動とかすればいいんだけど、ちょっと最近そういうわけにもいかなくなったんだよな。

「部活入ってないんだし、ちょっとくらい運動しないとね」

「トールフトッテナンカナイヨー」

　なぜかカタコトっぽい口調で由美はそう言った。

「でもやっぱ運動はしないとなぁ。太りすぎて腹筋なくなったらいやだよ」

「うぐぅ……」

　由美の方を見ると、どういうわけか泣きそうになっていた。うぐぐ、と言いながらぎゅっと唇を嚙みしめている。

　ああ、そうだ。由美は体重のこと気にしてたんだった。忘れてた。

　んー、でも別に気にすることないのに。そらめちゃくちゃ瘦やせてるってわけじゃないけど、十分健康的な範囲に収まっていると思うのだが。幸せそうにぱくぱく昼ご飯を食べる由美のことを好きな男子だって少なくはないと聞く。

　ただまぁ、その男子から好かれる要因の一つに由美のたわわな胸が関係していることも恐らく間違いないだろう。男とは思いのほか単純な生き物なのだ。

「ねぇ、とーるは太ってる人ってどう思う……？」

「へ？　僕？」

「うん……」

　由ゆ美みは伏し目がちに僕の顔を覗のぞき込こんでくる。

　うーん、なんと言うべきか。

　由美は太ってないよとか言うと気を使っていると思われそうだしなぁ。どうしたもんだ。

「自分が太りたくないってのはあるけど、誰かの体形は別に気にならないかな」

　悩んだ末、正直に言うことにした。実際そう思っている。体形なんて小さなことだ。

　本当に大事なものはもっと別のところにある。

「でも絶対、みんな瘦やせてる方がいいと思ってるよ」

「そんなことないよ。少なくとも僕はそう思っていない。誰かと一緒にいる時に大事なのは体形なんかじゃなくて、一緒にいて楽しいか。もっと言うと一緒にいて幸せかってことだと思うよ」

「そーなのかなぁ」

　由美はあんまり納得していない様子だった。

　むむ。難しい。

「ねぇ、とーるは私と一緒にいて楽しい？」

「何言ってるんだよ。当たり前だろ」

「えへへ。それならいいや」

　由美はニコニコしながらそう言った。

　どうやら納得してくれたみたいだ。よかった。




　しばらくバス停で由美と一緒にバスを待っていると、由美は急にそわそわし始めた。何かを言おうとしてはためらうことをしばらく繰り返していた。その様子は、バスの到着時間が近付くにつれてあからさまになっていく。

「どしたの？」

　そんな由美に対して思わず僕はそんなことを聞いてしまった。

　僕の言葉を聞いた由美はばっと顔を上げ、僕の目を見る。

　そして意を決したように話し始めた。

「えっと、とーる。その、もしよかったら今日とーるの家にご飯持って行っていい？　その、特別な意味はないんだけどほら、今日確か寮母さんが外出して夜ご飯でない日でしょ？　だからそのとーるお腹なかすかせちゃうと思うから。ぺこぺこになっちゃうから。お腹すいたら悲しいから、だから、えっと、私……。その！　私、ご飯作るの得意！　よって、ご飯とーるに食べさせる！」

　なんか最後の方は日本語覚えたての外国人みたいになっていた。

　由ゆ美みはさっきから色々テンパっているようだ。一体どうしたってんだ。

　由美の気持ちはとてもありがたかった。毎週水曜日は寮母さんが近所の友人と飲みに行ってしまうため、その日だけは外食などで賄わなければならない。いつもだったらありがたくお願いしていたところだ。

　だけど、今日はそうするわけにはいかなかった。

「ありがたいけど、今日は遠慮しとくよ。ちょっと用事があってさ」

「用事……。そっか、用事があるんだ」

「うん。本当に大事な用なんだ」

「……わかった。それじゃあまた今度持っていってあげるね！」

　由美はその詳細を聞こうとはせずに、ただ寂しそうな笑顔でそう言った。その笑顔にちくりと心が痛んだけど、それでも今日誰かを家に招く気はない。それだけはできなかった。

　その時ちょうどバスがやってきた。

　狭いバス停留所に、大型の市営バスが入ってくる。

　扉が開くとすぐに由美はバスに飛び乗った。

「とーる、はやくおいで！」

　先に乗った由美が中から僕を呼んでいる。

　その顔は、さっきの悲しそうな顔じゃなくて、いつもの由美だった。

　僕は定期を運転手にかざし、学校へ向かうバスに乗った。

　せっかくご飯持ってきてくれるってのに、由美には申し訳ないことをしたな。

　でも、仕方ない。これだけは譲れないんだ。

　なんたって僕は今日、あーちゃんに会いに行くのだから。
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　学校が終わるとすぐさま教室を出て家まで走った。

　家に帰るとまっさきに押し入れの扉を開く。そこは昨日と同じように、一昨日までとは違った光景が広がっている。

　そこは相変わらず茶色い岩壁に囲まれたダンジョンで、あーちゃんのいる最高のダンジョンで、そんな素晴らしいしあわせはっぴーだんじょんなのだ！　うおお！

　……無駄にテンションが上がってしまった。

　はやる気持ちを抑えつつ、今日は入る前に玄関から靴を持ってくる。また昨日のように裸足はだしで入って足の裏を痛めるのもよくない。

　どんな道でも大丈夫なよう、スニーカーではなくこの前買ったハイキングシューズを用意した。ぐっとダンジョン内の地面を踏んでも痛くない。よし、これなら大丈夫だろう。

　そうやって僕は昨日あーちゃんと出会った、たんぽぽみたいな樹が生えた場所に向かって歩き出す。

　しばらく歩いたところで分かれ道に出くわした。

「んー、どっちだったっけなぁ」

　右と左と、それと上の方にもなんか道が分かれてるな。よじ登った記憶はないからたぶん右か左のどちらかだと思うけど……。

　昨日は金色のスライムを追いかけるのに必死だったからあまり記憶がない。

　取とり敢あえず適当な方を選び、ぶらぶら歩き回ることにする。昨日だって適当に歩いていたら入口まで戻ってこれたし、多分大丈夫でしょ。

　そうやって右の道に進んでしばらくすると、なんか前の方からなにかの鳴き声が聞こえてくる。その声は少しずつ大きくなっていた。

　なんかヤバそうな雰囲気がプンプンするぞ。これはもしかして引き返した方がいいのかもしれない……。

　なんて、そんなことを考えている間にも、その鳴き声の主はどんどん近付いてきているようだった。さっきまで耳を澄ませないと聞こえなかった声は、今では息づかいまでばっちり聞こえる。

　まずい、早く決めないと。

　僕が来た道を引き返そうと決心したその時──

　ダンジョンの前方から一匹のモンスターが駆けてくるのが見えた。

「ぎゃ、なんだこいつ！」

　小さいながらも筋骨隆々の体。人の面影を残しながらも獣じみたその顔。そして手に持った……えーと、なにあれ。チョコバット!?　なぜに!?　棍こん棒ぼうとかじゃなくて!?

　なんかよく分からないけど、多分あれはゴブリン的なモンスターだ。

　そいつが憤ふん怒ぬの形相でチョコバット片手に僕の方に向かって走ってきている。

　まぁでもチョコバットだし大丈夫でしょ。

　なんて思った瞬間、そのゴブリンっぽい奴やつはチョコバットを地面に叩たたきつけた。

　刹那、硬質の金属同士がぶつかり合ったような音が辺りに鳴り響き、めちゃくちゃ硬いはずの地面にヒビが入る。その振動で危うく倒れそうになった。

　どう考えても人が殺せるタイプのエモノでした。本当にありがとうございます。

　……ヤバい。完全にヤバいぞこれ。

　僕は全力で逆方向に走りだした。

「ギャギャガギャー！」

　後ろからはこの世の全ての厄災を孕はらんだかのような叫び声。怖すぎる！

　どう考えても殺しにかかっているとしか思えない。

「ひいいい！　ごめんなさい！」

　謝るも、後ろからの雄お叫たけびに変化なし。

　ぶんぶんと殺ころバット（人を殺せるチョコバットの略）を振り回す音で返事をしてくれているようだ。もっと言語を介したコミュニケーションをしたい！

　うう、昨日はこんなのいなかったぞ！　聞いてない！　聞いてないよ！

　助けてくれ！

「あーちゃん！」

　上を向いて叫んだら足元の小さな段差に気付かず、その場でつまずきすっ転んだ。

「うそでしょ!!」

　どうせなら、最後にあーちゃんの頭をなでなでしてから死にたかった。

「グギャー！」

　憤ふん怒ぬの形相で叫ぶゴブリンが眼前に迫る。

　思わず僕は目を瞑つぶる。

　ぐしゃりと何かを砕く音！

　もうだめだ。さようなら。

　来世ではあーちゃんとずっと一緒にいられますように──

　…

　……

　あれ？　なんともない。

　死んでない。

「生き、てる……？」

　恐る恐る目を開ける。

　前方にゴブリンの姿はなかった。

　後ろを振り返ると、ゴブリンが昨日とは違う水色のスライムをむしゃむしゃ食べている。

「ガウー～」

　なんか幸せそうな声を上げていた。

　もしかして、さっきのは僕じゃなくて僕の後ろにいるスライムを追いかけていたのか……？　というか多分そうなのだろう。あの幸せそうな顔がそれを物語ってる。

　さっきの破壊音も、多分スライムを仕留めた時のものだったのだ。

　はは、ははははは。

　はぁ。

　思わず力が抜けた。

　どさりとダンジョンの床に倒れ込んだ。

　よかった、死ななかった。

「グギャアアアアアア！」

　僕が安心した次の瞬間、後ろから悲鳴のような声が響き渡る。

「今度は何!?」

　すぐに振り返る。視線の先に幸せそうにスライムを食べているゴブリンの姿はない。

　かわりに、そこには花が生えていた。

　二メートル近くある巨大なその花には、大きな牙とでかでかと開いた口がついていた。

　よく見るとその口の中にゴブリンがいる。

　巨大な花はその牙と口でゴブリンを補食しているようだ。ゴブリンの悲鳴と反撃をものともせずに、ただ黙々と咀そ嚼しやくし、飲み込んでいく。

　がぶがぶむしゃむしゃごっくん。

　おお、なんという……。

　気付いたらゴブリンの悲鳴も消え、辺りに静寂が戻っていた。ああ、南な無む。

　ゴブリンを食べきるとその花は体をしぼませて、さっきゴブリンがスライムを仕留めた時にできたのであろう地面の隙間に戻っていった。

「ははは」

　乾いた笑いが漏れた。

　めまぐるしく変化する周囲の状況に脳がついていけてない。頭がぐるぐるしている。

　息を整え、さっきまでゴブリンがいたところに目をやる。

　そこには僅わずかな血痕。そして僕の腰くらいまである殺ころバット（人を殺せるチョコバットの略。すこし気に入った）。

　更に近付いてみると、水色の液体の入った瓶が一つあった。

「ゲームとかだとこういうのドロップアイテムっていうんだろうけど……。別に僕がモンスターを撃退したわけじゃないからなぁ」

　そんな独り言を呟つぶやきながら、殺バットを手に取る。

「重っ」

　なんだこれ、めちゃくちゃ重いぞ。とても一人で持って行けるものではない。力を入れて引っ張ってもびくともしない。鉛でも入ってんのか。

　というかさっきのゴブリン、こんな重いものを軽々振り回していたのか。こんなのが当たったら即お陀だ仏ぶつだぞ。本当に殺すためだけに作られたチョコバットだ。

　しかしどう見ても大きさ以外はチョコバットなんだけどな。

　本当に見た目はただのチョコバットで──

　……。

　これ、味はどうなっているんだろう。

　ふと、そんな好奇心が湧わき出てくる。

　いやいや。何考えてるんだ僕は。得体の知れない空間の得体の知れないものじゃないか。こんなの食べて、何が起こるかも分からない。

　お腹なか壊しちゃったら嫌だけど、うーん。でもどう見てもチョコバットだし。手を洗う水もないしなぁ。

　ちょうど殺ころバットを持とうとした手に、その粉がついている。ちょっと舐なめればその味が分かるかもしれない。

　しばらく葛藤するも好奇心には勝てなかった。

　恐る恐る僕はその手についた粉を舐める。

「あまい」

　普通だった。普通のチョコレートの味がした。なんだこれ。

　考えても答えは出なさそうだったのでもうこれ以上考えるのはやめた。取とり敢あえずもう一つのドロップアイテム、水色の液体が入った瓶を手に取る。

　こっちはスライムの体液的なものかな？

　なんかさっきゴブリンが瓶に何らかの液体を詰めているのがちらりと見えた気がする。もしかしたら保存食的なものなのかもしれない。

　流石さすがにこの液体を舐める勇気はなかったので、取り敢えず持っていけるだけ持っていくことにした。蓋ふたもあったので、こぼれることもないだろう。

　はぁ、本当に大丈夫なのだろうか。

「よし、いこう」

　不安な気持ちをかき消すために自分に向けてそういって、僕は歩き出した。





　４．






　それ以降モンスターに出くわすことはなかった。

　しばらくはびくびくしながらダンジョンを歩いていたけど、前の方から光が見え始めてからはそんなことは忘れ、思わず走り出してしまった。

　眩まぶしい広場に入る。

　相変わらずその中央には黄色い葉っぱの大樹。いつ見てもたんぽぽみたいだ。

　その樹の近くにはあーちゃんの姿。遠くなのでよく見えないが、なにかしゃべっているようだ。ぼそぼそとした声が微かすかに聞こえる。

　駆けつけて抱きしめたい衝動を抑え、僕はこっそりゆっくり、あーちゃんの死角となる方向から近付く。

　近付くにつれて、あーちゃんが言っている言葉が聞こえてきた。

「べとべとちゃん、よちよち～」

　あーちゃんは昨日出会った金色のスライムを抱きかかえ、その体を撫なでているようだ。

　昨日僕が触ろうとした時とはえらい違いで、そのスライムはあーちゃんの腕の中でぷよぷよ嬉うれしそうな声で鳴いている。そんなスライムを撫でるあーちゃんの顔は、本当に幸せそうだった。

　その時僕が向かう逆方向に、一匹のモンスターの姿が見えた。

　さっきのゴブリンも相当なものだったけど、今回現れたモンスターは更に常軌を逸していた。その土からできたような全身茶色のモンスターの体長は三メートルくらいありそうだ。体は茶色なのに目だけは血走り、そこだけがぎらぎらと原色の光を放っていて正直めっちゃ怖い。

　コシューと口から蒸気のようなものを発し、がつんがつんと地面を足で削るようにして歩くその姿はさながらジブリアニメの巨きよ神しん兵へいだ。

　そのモンスターはあーちゃんに向かって前進していく。次第に速度を上げ、地響きを立てながらあーちゃんに近付いていった。

　その速度は尋常じゃなく、瞬まばたきをする間にそのモンスターはあーちゃんの手前までたどり着いていた。

　まずい。あーちゃんが危ない！

「あっ、どしどしくんだ。かわいい」

　そんな異形のモンスターを見て、あーちゃんはのんびりとした口調でそう言った。

「ほら、こっちおいで」

　あーちゃんがうきうきした口調でそう言うと、どしどしくんと呼ばれているモンスターはフシューと口から蒸気を発してその場にかしずいた。まさしく美女と野獣と呼ぶにふさわしい光景だ。

「よしよし、またおっきくなったね」

　あーちゃんはその体の二倍以上はありそうなどしどしくんの頭をよしよし撫でた。

　どしどしくんはよほど嬉しいのだろうか、ふしゅーふしゅーと口から蒸気を発し続けている。蒸気に包まれたあーちゃんは「前が見えないー」と言いながら笑っていた。

　それは知らない人が見たら卒倒しそうなくらい異常な光景だった。

　しばらくあーちゃんはどしどしくんを撫でていた。しばらくするとどしどしくんはあーちゃんの元を離れ、元来た方へ戻っていく。

「またね、どしどしくん。もっと大きくなるんだよ」

　そう言ってあーちゃんが見送るどしどしくんの体が来る前より大きくなっていた。さっきまで三メートルくらいだったその体長だが、今はどう見ても五メートルを超えている。

　あの間にどしどしくんは成長をしていたのだ。もう何が何だか全く分からない。なんだこの空間。僕が今まで住んでいた世界の法則が一つたりとも適用できない。

　それは端から見たら狂った世界なのだろう。

　一畳しかないはずの押し入れの中にこんな広い空間があるし、現実には存在しないモンスターがうようよしてるし、そのモンスターは尋常じゃない速度で成長する。

　狂っていない点が一つも存在しない。

　でも、それでも。

　そこにあーちゃんがいるのなら、それは正しい世界なのだろう。




「あーちゃーん!!」

　僕は意を決して、あーちゃんの背後から声をかけた。

　どしどしくんに向かって笑顔で手を振っていたあーちゃんは、僕の声に気付くと、体をびくりとさせて振り返る。

「久しぶり！　というか昨日ぶりだね！」

　にこにことしながら僕はそう言った。

「わっ、わわ」

　あーちゃんはそんな僕を見て、五歩くらい後ろに下がる。

「こんにちは……」

　さっきまでの笑顔はすっかり消え、あーちゃんはオドオドした様子で地面を見つめながらそう言った。頑かたくなにあーちゃんは僕の顔を見ようとしない。

　その様子は昨日から変わっていない。

　昨日出会った時、あーちゃんは確かに「おはよー」と言って笑顔を向けてくれた。

　その後僕はそんなあーちゃんのほっぺをぺたぺたさわって「あーちゃんだ！　あーちゃんだ！」と一人興奮していた。あーちゃんはそうやって僕がぺたぺた触るたびに目を細めむにゃむにゃむーむー言ってたので、たぶん寝ぼけていたのだろう。

　しばらくそうやって至福の時を過ごしていたけど、目が覚め始めたのか次第にあーちゃんの視線が定まってくる。

　その瞳ひとみに僕がはっきり映った時、あーちゃんが最初にした行動は今みたいな拒否反応だった。

　あーちゃんはびくりと体を揺らし、ぱっちり開けた目をまん丸にして僕の手をふりほどく。そのまま後ろへ飛とび退のき、木の根っこの後ろに隠れてしまった。

「あーちゃん、僕だよ。あーちゃんのおにいちゃんの透とおるだよ！」「はい」「あーちゃんと会えるなんて夢みたいだ！　めちゃくちゃ嬉うれしいよ！」「そうですか」「うん、あーちゃんとずっと会いたかった！」「はい」「やったー！」「はい」

　その日は全く会話が弾まなかった。

　きっと五年ぶりに会ったせいだろう。五年の月日は人との距離の取り方を分からなくさせてしまうのに十分だったのだ。

　僕達たちはちょっとした事情で五年前から別々に暮らしていた。

　その間にも僕はあーちゃんに手紙を書き続けていたけど、あーちゃんから返信がくることは多くなかった。あーちゃんだって年頃の女の子だ。家族である兄と手紙のやりとりを続けるのは恥ずかしかったのかもしれない。少し寂しかったけど、それも仕方ないことだ。

　だから僕はそんな失った日々を取り戻そうと精一杯距離を詰めようとするし、あーちゃんはあーちゃんで久しぶりに会う僕との接し方が分からなくなっているのだ。

　だからこうやってちぐはぐになってしまうのも仕方ない。仕方ないんだ。

　……それでもやっぱり寂しい。

　五年前みたいに。あの時みたいに二人で一緒に過ごしたい。

　そんなことを僕はずっとずっと思っていた。




　あーちゃんが急に僕から距離を取ったせいで、肩に乗っていたスライムがぽよんと下に落ちた。ぷきゅうと可愛かわいらしい声で鳴いているスライムを拾い上げ、あーちゃんの元へ持って行く。

「あーちゃん、スライム落っこちたよ」

「……スライムじゃない。べとべとちゃん」

　あーちゃんはそう言って、僕の手からスライムもといべとべとちゃんを奪い取った。

「そうなんだ。こいつべとべとちゃんっていうんだね。可愛らしい名前だなぁ。流石さすがあーちゃん。ネーミングセンスいいなぁ」

「……」

　無言が痛い。

　あーちゃんは何も言わずに下を向いてべとべとちゃんの体を撫なでている。

　べとべとちゃんのぷよぷよとした声だけがあたりに響き渡っているのが虚むなしさを助長した。

「そ、そういえばさ。ここに来る前にゴブリンっぽい奴やつに出会ったよ。あいつめちゃくちゃ怖くて、本当にもうびっくりしちゃったよ」

「ゴブリンじゃない。デトロイトメタルおじさん。それにデトロイトメタルおじさんは怖くない。甘いお菓子くれるの」

「そ、そうなんだ……。というかあいつデトロイトメタルおじさんっていうんだね。さっきと随分ネーミングの方向性が違うね！」

「……」

　そして無言。変わらず無言。デトロイトメタルおじさんというネーミングセンスについてこれ以上突っ込みを入れる空気ですらない。












　ぐぅ、なんとかならないのかこれは。空気が重すぎる。

　それでも根気強くやっていくしかない。

　取とり敢あえず僕は一呼吸する。ちょっと落ち着かないと。

　無言でべとべとちゃんを撫なで続けるあーちゃんに目をやる。

　昨日から気付いていたけど、あーちゃんの背中には羽のようなものが生えている。

　羽というよりは、綿毛のような光があーちゃんの背中付近に広がり、羽状になっていると表現した方が正しいかもしれない。真っ白なワンピースと真っ白な羽があーちゃんの長い黒髪との対比になっていて神々しかった。

　羽からは小さな光の粒が微かすかに湧わき出ていて、その光の粒は連なって淡い紐ひものような形を作っていた。羽から出た光の紐はふわふわと宙をたゆたい、うすぼんやりと光るその先は、たんぽぽに似た大樹に繫つながっているようにも見えた。

「あーちゃん、その背中の羽ってどうしたの？」

　思わず聞いてしまう。

　あーちゃんは僕のその言葉を聞いて、ちらりと背中を振り返る。あーちゃんは特に興味なさそうに、

「起きたら生えてた」

　あっさりそう言った。

「そうなのか。起きたら生えてたのかー。まぁそういうこともあるよね」

「……」

「でも、僕はたとえあーちゃんの体に羽が生えようが、あーちゃんがそのまま鳥になっちゃおうが、それでも大好きだよ！　安心して！」

「はい」

　告白にも近いその言葉に、あまりにも薄いリアクション。普通にヘコむ。

　うう、今は何を言ってもだめなのかもしれない。

　思わず肩を落としそうになるも、まずいと思い、すんでのところで持ちこたえた。

　僕が落胆しているようじゃだめだ。

　そんなこんなしていると、あーちゃんは広場の奥にある洞窟への入口を見てそわそわしはじめる。

「あーちゃん、どしたの」

「ごめんなさい。今日これからやることあるから」

　あーちゃんはそう言って洞窟の入口に目をやった。

「そうなんだ。僕も一緒に行っていいかな。あーちゃんと一緒にいたい！」

「一人で行きたい」

　あーちゃんは僕の頼みをばっさり断った。べとべとちゃんを肩に乗せ、あーちゃんはそそくさと入口の方へ向かっていってしまう。

「じゃーねー！　また来るよあーちゃん！」

　あーちゃんに向かって叫ぶも返事は返ってこなかった。

　これは随分時間がかかりそうだ。

　でも仕方ない。五年ぶりに会うんだからこういうこともあるだろう。うまくいかないことだって、思い通りにいかないことだっていっぱいあるはずだ。

　それでも僕はがんばるんだ。

　いや、がんばらなくちゃいけない。




　だって僕はあーちゃんの、たった一人の家族なのだから。
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　翌日、教室に入ると周囲のざわつきが耳に飛び込んできた。

　始業前のこの時間。いつもなら皆席についているのに、今日は立ち話をしている人が目立った。

「今日なんかあるのかな」

「なんか今日転校生が来るみたいだよ！」

　僕の疑問に近くにいた由ゆ美みからその答えが返ってきた。

「それもね、女の子らしいよ。きのう灯とう香か先生が言ってた！」

「そうなのか。全然知らなかった」

「とーる昨日すぐ帰っちゃったから。帰りのホームルームの後に言ってたんだよ」

　確かに昨日はあーちゃんに会いに行くためにすぐ帰ったけど、あの後そんな話があったんだ。

　そんな大事なこと早く言えばいいのに。まぁ多分忘れてたんだろうな。灯香先生だし。そこらへんも灯香先生らしい。

　にしても転校生、か。

　滅多に来るもんじゃないし、皆が浮ついているのもなんとなく分かる。でも僕は今もやっぱり、早くあーちゃんに会いたいなぁなんてことばっかり考えている。

「ほらほらみんな、席につきなさーい」

　教室の前の扉が開き、そこから担任の灯香先生が入ってきた。

　灯香先生はいつものようにやる気のなさそうな声で皆に着席するよう促うながすと、ふわあとあくびをして教きよう壇だんに立った。その脱色された教師らしからぬ赤茶色の髪には寝癖がついていて、ワイシャツのボタンを一つかけ違えている先生の胸元からは黒い下着がちらちら見えている。由美ほどじゃないけど、それでもかなり大きな灯香先生の胸は教育上ぜったいよくないと思う。

「灯香先生、ボタンずれてるよっ」

　そんな灯香先生を見かねたのか、由美が小さな声でそう言った。

「あ、ほんとだ。ありがと～」

　灯香先生はその場でワイシャツのボタンを上から三つ全部はずし、「うんしょ」なんて言いながら再度正しい順でとめ直し始めた。その間ずっと黒い下着がガッツリ見えているのだけど、気にしたら負けだ。

　横を見ると男のクラスメイトが目を見開いてその光景をガン見していたし、女子達たちのひそひそ声が聞こえる気もするけど気にしたら負けだ。灯香先生のクラスではこれがいつも通りの光景なのだ。

　ボタンをとめ直した灯香先生が顔を上げたところで、僕と目が合った。

「あ、椎しい名な君。今日も学校きたんだね。えらーい！」

　灯香先生は僕の顔を見て嬉うれしそうにそう言った。

「はい。迷惑かけてすみませんでした。これからはちゃんと来ます」

「おお、そうかそうか。そう言ってくれると先生うれしいよ！」

　僕は最近とある事情で学校を休みがちになっていた。そんな僕を灯香先生はいつも心配してくれていた。ありがたい話だ。今ではそんなに学校を休みたいとは思わない。

　もっともそれは灯とう香か先生や由ゆ美みの励ましとは全く関係なく、僕の抱えていた問題が綺き麗れいさっぱり解決してしまったからなんだけど。

「センセー！　今日転校生くるんじゃないの？　まだー」

　転校生の紹介を心待ちにしていたのだろう。教室の後ろからクラスメイトの声が響く。

「あっ、忘れてたー。ごめんごめん」

　そういえば教室の前のドアのガラス越しに人影が見える。多分転校生だろう。こんな十二月の寒い廊下で待たされるなんて可哀かわい想そうに。

「真ま緒おちゃん、それじゃあ入ってきて～」

　灯香先生が転校生の名前を呼ぶとがらりと扉が開き、転校生が入ってくる。

　その転校生の姿を見て、教室中が息をのんだ。

　透き通るような直毛の腰まである黒髪。鼻筋の通った小さな顔。切れ長なのにちっともきつく見えないバランスのいい目の下には小さな泣きぼくろがある。均整の取れた体つきはモデルのようだ。

「綺麗……」

　誰かの小さな声が、しんとした教室に響いた。

「今日からクラスメイトの一員になる祀まつ尾お真緒ちゃんです！　それじゃあ真緒ちゃん、自己紹介よろしく～」












「わかりました」

　先生に促うながされた真ま緒おは凜りんとしたよく通る声で返事をした。

　壇上に立った後、真緒は小さく微笑ほほえんだ。

　その笑顔は見るもの全てを魅了するファンタジー世界の魔女みたいで、多分周りの皆はそんな彼女の姿に見入っていた。

「祀まつ尾お真緒といいます。これからよろしくお願いします」

　短くそう言って、真緒はぺこりと頭を下げた。

　しばらく無言の時間の後、思い出したかのように拍手が起こる。

「はいよろしく～。それじゃあ、真緒ちゃんは空いてる席に座ってね。今だとうーん、椎しい名な君の隣の席だね。ほら、あっち」

　灯とう香か先生は僕の隣にある窓際の席を指さした。

　真緒は「はい」と短い返事をして、席まで静かに歩いて行く。

　窓際の席につくと鞄かばんを下ろし、真緒は席についた。その仕草ひとつひとつに教室中の目が引き寄せられている。そんな転校生の祀尾真緒は隣の席の僕の顔を見て、

「これからよろしく」

　小さな声でそう言った。

「ああよろしく」

　僕もつられて返事をした。
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　その日から僕の席周辺は随分と騒がしくなった。正確に言えば真緒の席だったけど。

　真緒は間違いなく学校で一番の美少女だった。そんな子が転校してきたのだから、みんな放ほうっておかない。

　クラスの女子がキャッキャしながら真緒に質問したり、遠くの方で男子がちらちら真緒を見ていたり、他のクラスからイケメンが真緒を口説きに来たり、すぐさまやんわり断られていたり。

　そんな感じでクラス内にとどまらず、学校中が浮かれているようだった。

　真緒の前の席に座っている由ゆ美みは、その中でも最も真緒と会話をしていると思う。

「真緒ちゃんどこから来たの？」

「ちょっと遠い所から。多分言っても分からないと思うな」

「そーなんだ。外国とかかな」

「まぁそんなところかな」

「へえー！　そうなんだ！　いーなぁ、私も外国旅行したいんだぁ。私チーズ好きだからスイスに行って本場のチーズフォンデュ食べるのが夢なの。えへへ」

「由ゆ美みさんは食べるのが好きなんだね」

「そ、そんなことないよ！　ほかにもその、えっと、銀行とかみたい！」

「銀行」

「そうだよ、銀行だよ！　ちょ、ちょっと真ま緒おちゃんなに笑ってるの!?　私は本当に銀行が見たいんだよ！　本場のスイス銀行を見たいんだよ！」

　本場のスイス銀行って何だよ。絶対チーズフォンデュ食べたいだけだよね。

　由美はそうやっていつも通り天てん真しん爛らん漫まんに話しかける。真緒はそれに対して落ち着いた返答をするも、時折由美の言葉に笑顔を返していた。仲良くやっているようで何よりだ。

　そんな浮き足だった学校で、僕はいつもあーちゃんのことを考えていた。

　あーちゃんはこの前会った時からあまり変わらずそっけない。どうにかして気を引こうと学校が終わってから毎日すぐにダンジョンに向かい色々試みたんだけど、今のところあまりうまくいっていない。

　あーちゃんとの会話はだいたい僕がしゃべっているだけで、むこうは短い相あい槌づちを打つくらいだ。その際もあーちゃんは僕の目を一切見ようとしないのが結構心にクる。

　それでも話しかけた時に僕から取る距離がちょっと短くなったり、話を聞いてくれる時間が長くなっていたり、少しずつだけど前に進んでいる気がする。

　そうだ、焦っても仕方ない。ゆっくり前に進んでいけばいいんだ。




「透とおる君、ちょっと教科書見せてくれないかな。透君？」

　そうやってあーちゃんのことを考えていると、隣の席から真緒の声がした。

「ああ、ごめん。ぼーっとしてた」

「透君は常にどこか遠くを見ているね。何か考え事でもしているのかい」

「まぁちょっとね。妄想するのが好きなんだ」

　そう言ってごまかし（たぶんごまかせてないけど）、僕は真緒の席に自分の机をよせる。

　真緒は転校してきて日が浅いため、まだ教科書が届いていない授業があるのだ。そうやって時折こうして教科書を見せたりしている。

　そうやって席をくっつけると、いやが上にも真緒の顔が目に入る。黄金比ともいえるほど整った顔に思わず目が引き寄せられそうになる。

　そんな真緒から石せつ鹼けんの香りがふわりと漂い、小さな息づかいまで聞こえてくると流石さすがにちょっとドキドキする。

　まぁでも、真緒との関わりはそんなもんだ。授業が終わると会話はほとんどなかった。




「ねぇとーる。今日真ま緒おちゃんと一緒にスイラビいかない？」

　帰りのロングホームルームが終わり、教室を出ようとすると由ゆ美みはそんなことを言ってきた。

　ちなみにスイラビとはスイーツラビリンスの略で、二年前駅の近くにできたスイーツ食べ放題の店だ。食べ放題ながらどのスイーツもかなり美お味いしく、由美なんかは開店翌日から通い詰めている。その頃から由美の胸は大きくなり始めた気もするけど、なんか関係があるのだろうか。女の子の体にはお菓子が詰まっているんだよ、とは誰かの言葉だけど、もしかしたら由美の胸にもスイーツが詰まっているのかもしれない。

　そんな女の子御ご用よう達たしのスイラビにどういうわけか僕が誘われている。しかも真緒も一緒らしい。誰かと間違えているんじゃないか。

「僕が？」

「うん。さきちゃんもしずるも今日は用事があるんだって。二人でいくのもいいんだけど、とーる、真緒ちゃんの隣でしょ。せっかく隣の席になったんだから、もっと仲良くなった方がいいじゃない！」

　なるほど、そういうことか。世話焼きな由美らしい。

「うーん」

　ちらりと時計を見る。いつもなら家に帰ってあーちゃんに会いに行くところなんだけど、確か昨日あーちゃんから「明日はデトロイトメタルおじさんと遊ぶからあんまり早く来ないで」って言われたしな。少しなら大丈夫か。

　それにしても、「来ないで」じゃなくて「あんまり早く来ないで」と言ってきたあたり、ちょっとだけ進歩が感じられる。まぁデトロイトメタルおじさんより優先順位が低いのは確かなんだけどね。僕もチョコバット持って半裸になればあーちゃんに優しくしてもらえるのかな。

　というかなんであのゴブリンだけそんな名前なの。他のモンスターは「どしどしくん」とか「べとべとちゃん」みたいなふわふわした名前なのに。そこら辺を突っ込めるほど距離を詰められていないのが悲しい。

　閑かん話わ休きゆう題だい。僕は由美の方を向いて、

「六時くらいまでなら大丈夫だよ」

　そう返すと由美はぱぁっと顔を輝かせた。

「それじゃあ真緒ちゃんに伝えておくね！」

　由美はぱたぱたと真緒の元へ走っていく。まだ席で帰り支度をしている真緒にそのことを伝えているようだ。真緒は由美の言葉を聞き終えると、ちらりと僕の方を見て微笑ほほえんだ。

　学生鞄かばんを持った真緒はこちらに歩いてくる。

「透とおる君、由美さんから聞いたよ。スイーツとか言うよく分からないものを食べに行くらしいじゃないか。個人的にはもう少し由ゆ美みさんと二人で町をぶらぶら散策したかったのだがね……」

　真ま緒おはそう言って、ふぅと小さくため息をついた。

　スイーツを知らないのかな、この人。

「スイーツ食べたことないの？」

　反射的にそう聞いてしまうと、真緒はしまった、といった顔をする。

　そして観念したように僕の方を向いて、

「……ああ、食べたことはない。情報として知っているくらいだ。しかしお菓子と甘いものとスイーツの違いがいまいちよく分からなくてな。一番後にできた名称らしいからな。情報が不足しているんだ。そうやって名称を多た岐き化させることは私からしたら鬱陶しくて仕方ないよ。統一して欲しいね」

　よく分からないことを言う。

「真緒ちゃん、とーる、いこー！」

　そんなことを考えていると、教室の前の方から由美の声が響いた。すっかり帰り支度を済ませていて、早くスイラビに行ってお腹なかいっぱい食べたそうな様子だ。

「ああ。えーと、祀まつ尾おさん、じゃあ行こっか」

「真緒でいいよ。何ならまおまおと呼んでくれてもいいぞ」

　何だかんだで僕は真緒の名前を呼んだことがなかった。だから一瞬何と呼ぶべきかためらってしまったのだけど、まさかそんな冗談を言われるとは思わなかった。

「うん。それじゃあ真緒って呼ぶよ」

「まぁそれでも構わないけれども」

　真緒はなんだか不服そうだった。さっきの本気で言ってたのかなぁ。

「それじゃあ私は真緒ちゃんのことまおまおって呼ぶね！　私のことはゆみゆみって呼んでもいいよ！」

　いつの間にか僕達たちの近くに来ていた由美がそんなことを言った。

「ああ、そうさせてもらうよ。ゆみゆみ」

　真緒が冷静な声でそう言うと何だかめちゃくちゃ違和感がある。もしかしてちょっとお茶ちや目めな子なのかな？

「えへへ、まおまお」

「ゆみゆみ」

「まおまお！」

「ゆみゆみ」

「まおまお!!」

「ゆみゆみ、そろそろスイラビに行こう」

「うん！」

　なんだこの会話。

　とにもかくにも、僕達たち三人は駅前のスイラビに向かって歩き出した。
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　スイラビに入ると一面のスイーツが目に飛び込んでくる。

　色とりどり、小さいものから大きなものまで、そんな菓子類がピンクを基調とした店内ところ狭しと広がっていた。いつ見てもすごい量だ。

　そんな光景を見て、真ま緒おが目を輝かせていた。

「なんだこれは……！　すごい……」

「まおまおスイラビ初めてだもんね。ふふん、なんとこれ全部食べ放題なんだよ！」

「これ全部なのか……！」

「うん、そうだよ！　すごいでしょ」

　そんな由ゆ美みの言葉を聞いて真緒は驚嘆の表情を浮かべる。ちょっとオーバーリアクションすぎやしませんかね。

　でもまぁ、正直二年前にこの光景を初めて見た時に由美も似たようなリアクションをしていた気がする。その日通学路にできたこの店を見て「わ、わー！　すごい！」と言いながらショーウインドーの向こうのトランペットを眺める子供みたいな目で店の中をずっと眺めていた。

　ちなみにスイラビは食べ放題で何とたったの千五百円である。高校生からしたらちょっと高いけど、それでもスイーツ好きからしたら堪たまらないだろう。

「私はこれを食べる」

　真緒はそう言ってマカロンとシュークリームを二つばかり皿に乗せた。

「もっと食べればいいのに！　ぜんぶ食べてもいいんだよ！」

「ゆみゆみは本当に食べるの大好きなんだね」

「わ、私は小食だからマカロン一個だけ食べるね」

　由美は唇を嚙かみしめ、マカロン一つ皿に取って席についた。

　僕も多少腹が減っていたので、いくつかスイーツを皿に取り、由美達のいる席につく。

「それじゃあ、いただきます！」

　僕も真緒も礼儀正しくそう言う由美に倣ならって「いただきます」と言った。スプーンを使って皿に盛ったチョコレートケーキを口に入れる。

　美お味いしい。めちゃくちゃ甘いものが好きってわけじゃないけど、やっぱりここの菓子はクオリティが高い。口の中でとろけるようだ。

　その時ふと、ダンジョンでデトロイトメタルおじさんが落とした殺ころバットのことを思い出して微妙な気持ちになった。

　あのチョコレートの味のするバットも普通に甘くて美お味いしかったんだよなぁ。人を殺せる重さをしてなければなぁ。

　そんなことを思っていると、隣から声が響いた。

「ふ、ふにゃああ」

「え、なに？」

　なにその猫なで声。どうしたの由ゆ美み。

　そう思ってふと横を見ると、由美ではなく真ま緒おがその場にふにゃふにゃと崩れ落ちそうになっていた。

「ま、真緒さん？　どしたんですか……？」

　思わず敬語になってしまう。

「私は、人生の半分を損していた……」

　真緒は上気した顔でそう言って、目の前のマカロンを眺めている。

　震える手でもう一つスプーンですくい、口に入れる。

「ふみゅうう」

　いつもクールな真緒からは考えられないような甘い声。

　イケメンに告白されても顔色一つ変えずに断った真緒の顔は、今や林りん檎ごみたいに真っ赤に染まっている。体をもじもじさせ、潤うるんだ瞳ひとみで相手を見つめるその顔はまるで恋する乙女みたいだった。まぁその相手は皿の上のスイーツなんですけどね。

　そんな真緒を見て、由美はそわそわしながら空になった皿を眺めている。そういえばさっき一口でマカロン食べきってたもんね。

「わ、私まおまおにいっぱいスイーツもってきてあげる！　まおまおもっとたくさん食べたいもんね！　私に任せて！」

　そう言ってスイーツの山に向かう由美のお腹なかからきゅるきゅると可愛かわいらしい音が鳴るのを僕は聞き逃さなかった。それ絶対自分で食べるつもりでしょ。

　でもまぁ、あんなに美味しそうに食べている真緒の姿を見ていたらそうなる気持ちも分からなくもない。というか別に気にしないで好きなだけ食べればいいのに。

　由美がぱたぱたと席を立った後も、真緒は放心した表情で目の前のスイーツを眺めている。

「そんなに感動するような味かなぁ」

　正直この反応は想定していなかった。さっき真緒はスイーツを食べたことないと言っていたけど、それでも流石さすがにこれはオーバーリアクションすぎやしないか。

「ああ、こんなもの今まで食べたことがない。情報としては知っていた。知っていたのだが、まさかこれほどまでとは。私の人生とは一体何だったのだ……。まるで爆発のないハリウッド映画……。女の子が一切登場しないラノベ……。犯人に赤丸がついている本格推理小説……」

　真ま緒おはなんか一人でぶつぶつ言ってた。こわい。

　というかさっきから〝情報としては知っていた〟とか、よく分からないこと言うなぁ。

「真緒ってもしかして甘いもの食べる風習のない国から来たの？」

「……まぁ、そんなところだ」

　真緒は顔を上げて何かを思い出すように少しだけ間を置き、そう言った。

「そうなんだ。というかそんな国あるんだね。由ゆ美みとか絶対行きたがらないだろうなぁ」

「そうだろうね。たぶん、誰も行きたがらないだろう」

　真緒はそう言って小さく笑った。

　その笑顔が何を意味するのかはよく分からなかったけど、その笑顔は少しだけ寂しそうに見えた。

「まおまお、とーる、スイーツ持ってきたよ！」

　後ろから由美の声が響く。

　振り返ると手に持つ皿にスイーツが山盛りになっていた。どんだけ食べる気だよ。

　しかも由美の口にはホイップクリームがついている。絶対つまみ食いしたでしょ。

「由美、口元にクリームついてるぞ」

「はわわっ!?　うそ!?」

「ゆみゆみ、取とり敢あえずその至宝をテーブルの上に置くのだ。早く」

　至宝って、それ食べ放題で千五百円なんだけど。

　由美はテーブルにスイーツ山盛りの皿を置くと、恥ずかしそうに口元をハンカチで拭く。

「これはね。えっと、さっき転びそうになった時にクリームがついちゃっただけなんだよ。つまみ食いなんかしてないんだよ」

「はいはい」

「ほんとだからね!?」

「わかったって」

　僕と由美がそんなやりとりをしている最中にも、真緒は身をくねらせながら由美の持ってきたスイーツを食べていた。そのたびに「はぁん」とか「あうう」なんてエロい嬌きよう声せいが漏れていたので周囲の視線が痛いほど突き刺さってくる。

　ただでさえ真緒の外見は人目を引きやすいってのに、今の嬌声やスイーツを食べる仕草も相まって更に人の目を惹ひきつけている。勘弁してくれ。

「まおまお、ホントおいしそうに食べるねぇ。私もちょっと貰もらっちゃおうかなー」

　由美は口の端からこぼれそうになるよだれをじゅるりとして、プリンを食べ始めた。

「おいしー！」

「ああ、素晴らしい。これは英知の結晶だ。万物の終着点だ」

　女子二人かしましく、幸せそうにスイーツを食べている。

　ホント、仲よさそうで何よりです。




　そうやってしばらくは三人でスイーツを食べていた。

　三皿目のヨーグルトジュレを食べ終わった時にふと時計を見ると、もう六時を回っていた。まずい、気付かなかった。

「そろそろ帰るよ」

　僕はスプーンを置いてそう言った。

「えー、とーる帰っちゃうの」

「うん。人と会う約束があるんだ」

　あーちゃんと会う約束。といってもあーちゃんはそんなに乗り気じゃないんだけどね。でも僕があーちゃんに会いたいというのは確かだ。

「むー、仕方ないなぁ。それじゃあ、また今度一緒に来ようね」

「ああ。今日は楽しかったよ。それじゃあ、お金ここに置いとくから」

　そう言って上着を着た。早く支し度たくして行かないと。

　鞄かばんを持って席から離れようとすると、

「透とおる君、その用事って君がいつもぼーっとしていることと関係あるのかな」

　真ま緒おからそんな質問が飛んできた。

　それはさっきまでとうって変わって、冷静な普段の真緒の言葉だった。

「そんな感じだよ」

「ふむ。それで、透君は一体誰に会いに行くんだい」

　真緒からそんな言葉がまっすぐ返ってくる。

　その視線はさっきスイーツを食べている時のようにとろけたものではなく、鋭く僕の目を見据えていた。その鋭い瞳ひとみに隠し事なんて全て見抜かれてしまいそうだ。

　まぁ、正直に話してしまってもいいだろう。それは事実で、現実だから大丈夫。問題ないんだ。

「妹に会いに行くんだ」

　だからまたね、と言って僕は席から離れた。

　その時後ろからがたりと椅子の揺れる音と、由ゆ美みの小さな声が聞こえた。気がした。

　なんか忘れ物しちゃったかなと思い振り返る。席に座っている由美はなにか深刻そうな表情で僕の方を見ていた。その由美の姿を、真緒はじっと見つめている。

　目が合うと、由美はまたいつもの笑顔に戻る。

「じゃあまたね」と由ゆ美みはいつも通りの調子で別れの挨あい拶さつをしていた。

　なんか腑ふに落ちない気もするけど、取とり敢あえず僕は二人に手を振り店から出た。何だったんだ今の。

　店から出るとすぐにはやる気持ちを抑えきれなくなって、僕は自然に走り出していた。
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　家に帰って押し入れに入るとダンジョンがざわついていた。

　あたりから響くモンスターの声はいつもより大きく、地面も時折ぐらりと揺れている。

「今日はなんだ」

　そんなことを言いながらダンジョンを歩き、いつものように中央の広場へ向かう。もう慣れたもんで、最初に来た時と違って迷うことはない。最近では近道も見つけて、入口から数分で広場に向かうことができるようになったのだ。

「あーちゃん？」

　広場に入り、辺りを見渡すもあーちゃんの姿はない。

　たまにいない時もあるけど、ほとんどあーちゃんはこの樹の下にいるので珍しい。

　樹の根元からぐるりと広場内を見渡す。

　あーちゃんがいないことを除けば特に変化はないように思える。さっきのざわめきは何だったんだ。

　その時、あーちゃんの背中から繫つながっている光の紐ひもが、広場の側壁にある穴の一つに伸びているのが見える。たぶん洞窟の中にあーちゃんはいるのだ。

　その紐の伸びている穴に僕は入った。

　洞窟に入ると小さな揺れは再開する。その揺れは光の紐を辿たどっていくにつれて大きくなっていく。

　しばらく歩くと、きょろきょろとせわしなく辺りを見渡しているあーちゃんを見つけた。

「あーちゃん、探したよ。どうしたの」

　あーちゃんは僕に気付くと、いつもと違ってびくりとのけぞることはしなかった。

　代わりにその顔には焦りの色が浮かんでいる。

「なんかこっちは揺れてて危ないから広場に戻ろう。怪け我がしちゃうぞ」

「べとべとちゃんが……」

　あーちゃんは今にも泣きそうな顔で僕を見つめていた。

「べとべとちゃんがどうしたの」

「べとべとちゃんがいなくなっちゃった」

　よく見るといつもあーちゃんの肩に乗っているべとべとちゃんの姿が見当たらない。

　そんな事態、僕が初めてダンジョンに入った時以来だ。その時だってあーちゃんは眠っていた。

　僕が知る限りでは、あーちゃんの意識がはっきりしている時にべとべとちゃんがその側そばを離れたことはない。べとべとちゃんはいつもあーちゃんの肩の上でぷよぷよ跳ねていた。

　今のあーちゃんの反応を見ると、たぶん今までずっとそうだったのだろう。

　あーちゃんは次第に涙声になりながらも状況の説明をする。

　今日はずっとデトロイトメタルおじさんと遊んでいたり、ダンジョン内のモンスターのスケッチをしたりしていた。そんないつも通りの一日だったらしい。

　異変に気付いたのは今から三十分前くらい。ちょうど僕が由ゆ美み達たちとスイラビで別れた時くらいで、その時初めてさっきまで肩に乗っていたべとべとちゃんの姿が消えていることに気付いたらしい。

「どうしよう……」

　あーちゃんは力なくそう呟つぶやいた。

「べとべとちゃん、わたしがここで目を覚ました時からずっと一緒にいたの。だから、べとべとちゃんがいなくなるなんて考えたことなかったの」

　あーちゃんにとってべとべとちゃんは家族みたいな存在だったのかもしれない。

　あーちゃんの呼吸が荒くなり、顔が真っ青に染まっていく。

　落ち着かせないと。

「あーちゃん、取とり敢あえず探してみよう。僕も手伝うから」

「うん……」

　僕がそう言うと、あーちゃんは小さく返事をした。ここに来て初めてあーちゃんの返事から感情の欠片かけらが見えた気がする。

　僕はそのことが嬉うれしかったけど、今は喜んでいる場合じゃない。

　あーちゃんのために、べとべとちゃんを見つけ出さなくては。




　僕はあーちゃんと一緒にダンジョンを散策することにした。

　横を歩くあーちゃんは手の触れそうな距離にいて、いつもと違って僕を拒絶しようとはしなかった。

　心が浮き立ったけど、ぱしんと顔をはたいて気を引き締める。まずは目の前の問題を解決することが最重要事項だ。

　しばらく歩くと目の前に壁が見えた。どうやら行き止まりのようだ。

「うーん、こっちはダメだったか。引き返そう、あーちゃん」

　僕がそう言うと、あーちゃんはキョトンとした顔で僕を見た。

「どうして？」

「どうしてって、行き止まりだし、ここはもう先に進めないよ。流石さすがにこの壁を掘るわけにはいかないでしょ」

　僕の言葉にあーちゃんは全く納得いっていないようで、壁に向かって歩き続けている。

「ちょっとあーちゃん。行き止まりだってば」

　あーちゃんを制止しようとした瞬間、

「こうすればいい」

　あーちゃんはそう言って壁に触れた。すると壁はぐにょりと形を変えてうねうね蠢うごめいた。まるで壁自体が意思を持っているかのような動きに、目を疑う。

　数秒もするとさっきまで壁だったところに道ができている。おかしいのは毎度のことだが、今回は更に意味の分からない現象が起こっている。理解が全く追いつかない。

「あーちゃん、これはえっと、一体どういうことなのかな」

「……」

　あーちゃんは「なんでこんなことも分からないの」といった顔で見つめてくる。

　えー。だってなにこれ。普通に意味分からないって。

　そこで「うーん」と小さく漏らしたあーちゃんは、しゃがんで地面に手を触れた。その際にワンピースの向こうが見えそうになったので思わず目を逸そらしてしまう。

「みて」

　あーちゃんに促うながされ、僕はあーちゃんの伸ばした手の先に目をやった（なるたけスカートの方は見ないように頑張った）。

　さっきまで硬質で茶褐色の色をしていたその地面は、あーちゃんが触れた途端に透明な液体に変わる。ぴちゃりと液体の滴したたる音が辺りに響いた。

「こういうこともできる」

　あーちゃんは感慨もなさそうに、無表情でそう言った。

「えっ……。うそ、でしょ」

　触れると本物の水たまりだった。さっきまで何もなかったのに、ここにはまごうことなき水たまりがある。

　間違いない。あーちゃんの力でダンジョンの構造が変化したのだ！

「あーちゃんすごい！　他に何ができるの？」

「だいたい何でもできる」

　あーちゃんはそう言って、ダンジョンの側壁に触れる。途端にダンジョンの茶色の石壁から緑色の雑草が生えてくる。

「すごい！　他には？」

　あーちゃんはさっきの水たまりに手を触れる。

「できた」

　そう言って、水たまりから手を離すも特に変化は見られない。

「今度はどう変わったの？」

「なめてみて」

　そういってあーちゃんは水たまりを指さした。

　地面の水たまりだけど、あーちゃんの生み出したものだし、たぶん綺き麗れいでしょ。そう思って僕は地面の水に触れる。さっきまでと違って多少粘度のある液体に変わっていた。

　その液体を一ひと掬すくいし、口の中に運ぶ。

「甘い！　なんだこれ！」

「お砂糖いっぱい入れてみた」

「そういうこともできるのか！　うおおすごい！　あーちゃんまるでダンジョンの創造神みたいだ！　もっと他にも……」

「いいから、べとべとちゃん探そう」

　興奮する僕をたしなめ、あーちゃんはさっきまで壁のあった道を指さした。

「ああ、そうだね。ごめんごめん。でもこの力があればきっとすぐべとべとちゃん見つかるよ」

「そうかな」

　あーちゃんはちょっとだけ安あん堵どしたような微笑を浮かべる。その表情を見て、僕も小さく安堵のため息をついた。




　そうして行き止まりに行ってはダンジョンの構造を変え、進むことを繰り返した。そうやってしばらくすると見覚えのある道に出る。僕が最初にダンジョンに入った時、べとべとちゃんを追いかけていった道だ。

　最近はショートカットルートを見つけたからあまり通らなくなったけど、ちょっと前までは広場へ行くために毎日ここを通っていた。最近のことだけど、何だか懐かしい。また今度遠回りしていろんなルートを開拓してみよう。

　そうやってちょっとした感慨に耽ふけっていると、道の奥から微かすかに音が響いているのに気付いた。

　ぷよぷよ。

　それはどこかで聞いたことのある音だ。

　あーちゃんもその音に気付いたようで、みるみる表情が変わっていく。

「べとべとちゃん！」

　あーちゃんは駆けだした。僕もその後ろについて走った。

　しばらく走ると、僕が入ってきた入口の扉が見える。普通の押し入れの開き戸なのに、ダンジョンの中では逆にその異質さが際立っている。

　その押し入れの扉の前に、べとべとちゃんがぷよぷよ転がっている。

　べとべとちゃんが扉に体当たりをする。

　次の瞬間押し入れの扉が開き、べとべとちゃんが外に飛び出ていった。

「うわっ。マジか」

　これは大丈夫なのか。いや、考えていても仕方ない。まずはべとべとちゃんを捕まえないと。

　僕とあーちゃんは扉の前まで全力で走った。

　はぁはぁという荒い息づかい。僕もあーちゃんも息を切らしている。それでもあーちゃんは必死にべとべとちゃんの元へ行こうと扉に手を伸ばしたその時。

「きゃっ！」

　ばちりという静電気のような音と、強い光が周囲に散った。

「あーちゃん、大丈夫？」

　あーちゃんの指先を見ると赤く腫はれている。

「なんで」

　あーちゃんは泣きそうになりながら扉を見つめている。その扉はまるであーちゃんを拒絶するかのように静かに鎮座している。

　あーちゃんは再度扉へ手を伸ばそうとする。

「あーちゃん危ないよ！」

　思わずあーちゃんの手を摑つかんだ。どういう原理かは分からないが、さっきの光を見て一瞬で理解した。

　押し入れの扉にあーちゃんを触れさせちゃいけない。

　あーちゃんはキッと僕を睨にらみ、

「べとべとちゃん扉の向こうにいっちゃったの！　わたしが迎えにいかないと！」

　ぶんぶん手を振り回して僕の手をほどこうとしてくる。

「落ち着いてあーちゃん」

「だめ、はやくいかないと！」

　全力で止める。あーちゃんの手が傷だらけになるのなんて耐えられない。

「はなして！」

　あーちゃんの叫び声が響く。

　だめだ、あーちゃんを止めなくちゃ！

　……いや違う。僕がやるべきなのはあーちゃんを止めることじゃない。

　僕がやるべきこと、それは──

「あーちゃんはここで待ってて。僕があーちゃんの代わりにべとべとちゃん捕まえてくる」

　僕がそう言うとあーちゃんは振り向いた。その言葉を予期していなかったのか、あーちゃんは驚きよう愕がくしたように目を見開いている。

「で、でも。この扉ばちばちする」

　扉をちらりと見てあーちゃんは小さく呟つぶやいた。

「大丈夫」

　そう言って僕は扉に手を伸ばす。さっきとは違って光が散ることもばちりと音が鳴ることもない。

　当然だ。その扉は毎日通っているものだ。

　よし、行くぞ！

「おにいちゃん！」

　あーちゃんの叫び声。ここに来てから初めてあーちゃんにそう呼ばれた。

　その言葉だけで何だってやれる気がした。

「おにいちゃんに任せろ！」

　なんたって僕は世界にたった一人しかいないあーちゃんの肉親だ。

　僕がやらなけりゃ誰がやるってんだ。




　僕は扉の向こうに──

　あーちゃんのいない、僕の住む世界へ飛び込んだ。
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　部屋にはべとべとちゃんの姿はなかった。

　日が落ち、薄暗くなった窓の外に目をやると、寮の入口にべとべとちゃんがいるのが見えた。

「まずい！」

　ぷよぷよ、という音を発しながらべとべとちゃんは道路に沿って転がっている。靴のまま部屋を出て、寮の中を全力で駆ける。

「透とおる、待ちな！」

　途中で寮母の里さと子こさんと出会ったけど、捕まっている場合じゃない。

「ごめんなさい！　今ちょっと急いでるので！」

「おい、ちょっと！」

　里子さんの制止を振り切って僕は寮から飛び出した。

　寮から出て、さっきまでべとべとちゃんのいた道路周辺を見渡すも、そこにべとべとちゃんの姿はない。

　まずい、見失ったか。確かあっちの方に行ったよな……。

　いつも僕が学校へ向かう道。べとべとちゃんが転がっている先はその方向だったはずだ。

　行くしかない。見切りをつけて、僕はいつもの通学路を全力で駆けた。

　数分走ると、ぷよぷよと元気そうに跳ねている金色の軟体生物が視界に入ってきた。

「見つけた！」

「ぷよ～」

　べとべとちゃんは暢気のんきそうな声を上げながら、そうやってぷよぷよ転がっている。幸い周囲に誰もいない。捕まえるのなら今しかない。

　勢いよくべとべとちゃんに向かって飛びかかろうとしたその時、ばさばさという音と共に視界が遮さえぎられる。

「わっ、何だ！」

　僕の前に飛んできた物体を引きはがす。ビニール袋だ。

「くそ、タイミングわるいな」

　そのせいでべとべとちゃんとの距離が開いていた。早く追いかけなきゃ。

　それからべとべとちゃんの後を追ったけど、捕まえられそうな気配はない。

　べとべとちゃんが通る時だけ横断歩道が青になり、僕が渡ろうとすると途端に赤になる。

　それが一回だけならまだ偶然だといえるかもしれないけど、二回、三回、四回、五回、六回、七回と続いていく。靴の紐ひもは何な故ぜか切れ、犬のフンを踏むこと二回。さっきのようにビニール袋が飛んでくること四回。流石さすがにこれを全て偶然で片付けられなくなってきた。

　べとべとちゃんの走る速度はそれほど速くなかったからどうにか視界に保ったままだけど、そのタイムロスのせいで距離はほとんど縮まっていなかった。

「ぷよん」

　べとべとちゃんがそういって、閉店間際の寂れたパチンコ屋に入っていった。追って僕も店の中に入る。そこでも異常な事態が起こっていた。

「うおっしゃー！　きたきた！」

「よしよしよし……！」

「きたぜ、ラストチャンスだ！」

「より子、今日はすき焼きだぜ!!」

　パチンコ屋の中では大当たりの音が鳴り響いている。見ると、全ての台で玉がじゃらじゃら湧わき出ていた。

　中に入って辺りを見渡すも、べとべとちゃんの姿が見当たらない。沸わき立つ店内のどこかに隠れてしまったようだ。

「ちょっと君。学生は入っちゃダメだよ」

　パチンコ屋に制服で入ったせいか、店員から声をかけられた。

「すみません。ちょっとペット探してて」

「そうなのか……。いやね、ちょっと今まずいことになってて。少し待っててくれないか」

　そう言って店員は店内を見渡す。

「クソ、誰か遠隔してんのか。いやでも、全部はできねぇだろ流石さすがに」

　店員は苛いら立だちを隠そうともせずに、独り言を呟つぶやいている。こんなのは明らかに通常考えられない出来事だ。

　ここまでくると僕はだいたい理解していた。この異常事態が起こっている原因は、間違いなくべとべとちゃんだ。全く原理は分からないけど、さっきの諸もろ々もろといい、そうとしか考えられない。

　忙せわしなく誰かに電話をしている店員に気を取られていると、ぷよりと鳴る足元の音への反応が遅れた。

「ぷよ～」

　店の外から響く大きめの鳴き声に振り返る。店外に出たべとべとちゃんは、ふよふよ学校への道を跳ねていた。

「ペット見つけたんでもう大丈夫です！」

　僕はそう言って、店から出る。

「あ、ちょっと君」

　後ろから響く店員の声を、若じやつ干かんの罪悪感を感じながらも無視する。

　べとべとちゃんはもう十数メートルも先を行っていた。

　もう随分遠くに来てしまった。あと数分も走れば学校だ。

　さっきまで感じなかったけど、人と会話してちょっと冷静になった今、足が棒のようになっていることに気付いた。元々運動が得意なわけじゃないのに家からここまで数十分ずっと走りっぱなしだったせいだ。

　でもやるんだ。今頑張らなくていつ頑張るってんだ。

　あの幸せな時間を取り戻すチャンスは今しかない。

　学校への坂道を、なりふり構わず登り続ける。横断歩道はもうない。ビニール袋もうまくかわす。べとべとちゃんのペースも遅くなっている。

　もう少し。もう少しなんだ。

　校門を通り、校舎へ向かっていくべとべとちゃんを追って僕も校庭に入る。

　学校は二週間後に行われるクリスマス会の準備のため、まだいくつかの教室には明かりが灯ともっていた。校庭には今日搬入された四メートルほどあるクリスマスツリーが立てかけられていた。

　校庭に入る際に僕はまたべとべとちゃんの姿を見失っていた。もうちょっとだってのに、ああもう。

　一いつ旦たん落ち着こう。学校に入ったのは確かだ。入口は校門と裏口くらいしかないし、落ち着いて探せば見つかるはずだ。

「透とおる君、何をやっているんだい」

　後ろから声が響いた。

　振り返って声の主を確認すると、校門の前には真ま緒おが立っていた。スイラビで別れた時のまま、真緒は制服を着ている。

「三時間ぶりじゃないか。こんな所で会うなんて奇遇だね。妹さんと会うんじゃなかったのかい」

「ちょっと妹の飼ってるペットが脱走しちゃってね。それを追いかけていたんだよ」

「へぇ。ペットか。犬でも逃げちゃったのかい」

　スライムです。なんて言えるはずもなかった。

「まぁそんな感じ。真緒はこんな時間に何やってんの」

「私はゆみゆみと別れた後からずっと散歩をしてるんだ。暗い夜が好きだし、静かな街を歩くのも好きなんだ」

　真緒の黒髪は漆黒の夜と同化しているようで、その言葉には妙な説得力があった。

　その気持ちはなんとなく分かる。僕もちょっと前まではそうやって、夜にあてもなく彷徨さまよったりしていたっけ。

　ちがうちがう。今は真緒と話している場合じゃない。見つかったら色々と面倒だし、早くべとべとちゃんを見つけないと。

　背後、校舎の方から小さくぷよぷよとべとべとちゃんが跳ねる音が聞こえる。暗がりでよく見えないけど、たぶんあっちにいるはずだ。

　その音はクリスマスツリーの近くを横切って、校舎の隅に向かっていく。

「ごめん真緒、ペットあっちにいるっぽいから行くね」

　真緒の返事を待たず、背後に向かって走り出す。近付いていくとべとべとちゃんの姿が見えた。たぶん真緒の方からは見えていないだろう。

　僕は飛びつき、べとべとちゃんの体を摑つかんだ。

　ようやく捕まえた。

　べとべとちゃんは腕の中で暢気のんきにぷよぷよ鳴いている。

「心配かけやがって。大変だったんだぞ」

　もしべとべとちゃんが誰かに見つかったら色々問題になっていたはずだ。こんな生き物見たことないし、生物学者とかからしたら垂すい涎ぜんものだろう。べとべとちゃんがモルモットにならなくてよかった。

　僕は取とり敢あえず誰かに見つからないよう、べとべとちゃんを制服の中に隠した。

　ふぅ、と一呼吸。安あん堵どのため息だ。

　ようやく終わった。

　その時校舎から人が出てくるのが見える。中には見知った顔もあった。

　たぶんクリスマス会の委員の人達たちだ。確か去年クリスマス委員にさせられていた由ゆ美みも、この時期は遅くまでやってたもんな。大変なもんだ。

　先生もいるかもしれないし、見つからないうちに帰ろう。

「おい、倒れるぞ！」

　その時、校庭のクリスマスツリーの近くから声が響く。固定している紐ひもが切れたのか、人の丈の三倍はあるツリーがぐらぐら揺れていた。

　もしかして、さっきべとべとちゃんが横切ったからか！　まずい！

　どすん、という音と共にクリスマスツリーが倒れた。

「いってぇ！」

　誰かが下敷きになったのか、そんな叫び声が響く。

「救急車！　救急車呼んで！」

　えらいことになってしまった。

　直接は関わっていないとはいえ、僕の家の押し入れの中にいるべとべとちゃんのせいでこうなっているのは、間接的に関わっているといえるかもしれない。ざ、罪悪感が……。

　でも僕にできることは彼らを助けることなんかじゃなくて、早く学校から離れることだろう。

　べとべとちゃんと一緒にここにいても事態が悪化する未来しか見えない。

　早いところ離れた方が彼らのためだ。僕は校庭の端っこを通り、こっそり校門に向かう。本当にごめんよ……。

　そんな僕の気持ちを知らないのか、べとべとちゃんは制服の中でいつものようにぷよぷよ蠢うごめいていた。こいつもちょっとは罪悪感を感じてくれ。

　べとべとちゃんは更に動きまわり、器用に体をうねらせてワイシャツの首元からひょこりと顔を出した。

「おい、ちょっと出るな」

　べとべとちゃんを小さな声でたしなめ、ワイシャツの中に押し戻す。

　大丈夫か。気付かれていないかな。

　校庭の方を見ると、皆倒れたツリーをどかそうと必死になっていた。

　見られていない……よね？　たぶん大丈夫だよね。

　もう早いとこ行こう。これ以上ここにいてもいいことは一つもない。

　忍び足で校門から外に出る。

「じゃあね、透とおる君」

　後ろから真ま緒おの声が聞こえた。気がした。振り返ったけど、その姿は見えない。

　たぶん気のせいだろう。こんな暗がりで僕の姿を把は握あくできるはずもない。

　僕はワイシャツの下でもぞもぞと動くべとべとちゃんを押さえ、歩いて家まで帰った。
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「あーちゃん！」

　押し入れの中に入ると、扉の目の前であーちゃんが体育座りをして下を向いていた。

　僕の声を聞いて、あーちゃんは顔を上げる。

　目は泣きはらしたように赤くなっている。たぶん、あれからずっと泣いていたのだろう。

　そんな顔で僕のことを縋すがるように見つめてきた。あーちゃんの視線は忙せわしなく僕の周囲をさまよい、そこにべとべとちゃんの姿がないと分かると、

「べとべとちゃん……」

　うつろな目でぽつりと、悲しそうにそう言った。

　そうだ、今べとべとちゃんは僕の服の中に入っているんだ。早くあーちゃんに見せてあげないと。

「あーちゃん、べとべとちゃん見つけたよ！」

　僕がそう言うと、制服の中からべとべとちゃんが飛び出した。

　べとべとちゃんはぽにょんと跳ねて、あーちゃんの元へ飛んだ。

「わっ、わっ！」

　あーちゃんは急に出てきたべとべとちゃんを見て駆け寄ってくる。わわわ、という驚きの声は、すぐに涙声に変わっていった。

「べどべどぢゃん……。よがっだぁ！」

　あーちゃんは涙を流しながら、満面の笑みで飛んできたべとべとちゃんを抱きしめる。

　涙と鼻水で顔をくしゃくしゃにしながらべとべとちゃんを撫なでるその顔は、本当に幸せそうだった。

　ああ、よかった。本当によかった。

　ちょっと離れた方がいいかもな。

　僕が近くにいるとあーちゃんは心から喜べないだろう。

　せっかくの再会だ。僕が邪魔するのも野や暮ぼだ。

　僕はあーちゃんの幸せそうな笑顔が見られれば、それだけでいいんだ。

　後ろを向いて広場に向かおうとすると、後ろからあーちゃんの声がした。

「おにいちゃん」

　その声に僕は振り返った。

　振り返った視線の先で、あーちゃんが笑っていた。

　あーちゃんが僕に対して笑顔を見せるのはここに来て初めてのことだ。だから僕は突然のことに頭が混乱して、何も言えなかった。

　あーちゃんは優しい笑顔で僕を見つめ、続けた。

「おにいちゃん、ありがとう」

　そしてちょっとだけ悲しそうな顔をして。だけどまっすぐ僕の目を見て、

「それと、ごめんなさい」

　はっきりとそう言った。

「どうしたの、あーちゃん。何か変なもの食べた？」

「たべてない」

「それじゃあどうして……」

　あーちゃんは僕の言葉を聞くと、ちょっとだけ視線を落とした。

「わたし、会えない間におにいちゃんが変わっちゃったと思ってた。わたしはあれから新しい学校にうまく馴な染じめなかったのに、おにいちゃんは普通に楽しく暮らしてるって手紙に書いてあったから。だから怖くて、おにいちゃんが遠くにいっちゃったみたいで、ずっと昔みたいにお話できなかった」

　あーちゃんの視線は更に下の方に落ちていく。

　そうか、そうだったのか。あの時手紙の返事を返してくれなくなったのは、僕が無自覚にあーちゃんを傷つけていたからだったんだ。












「でも、おにいちゃんはずっと昔みたいにわたしに話の返事しかけてくれた。べとべとちゃんも連れ戻してきてくれた。いつだって、昔みたいにわたしを助けてくれた。おにいちゃんはずっと変わってなかった」

　あーちゃんは一呼吸置いて、さっきみたいにまっすぐ視線を僕に向けた。

「おにいちゃん。べとべとちゃんを連れ帰ってきてくれてありがとう。それと今までつめたくしちゃってごめんなさい」

「あーちゃん……」

　泣きそうだ。

　何を言っていいのか分からない。いや、何も言えなかっただけなのかもしれない。

　だって、これ以上何か言葉を発すると、多分涙がこぼれてきてしまうから。

　だから僕はそうやってあーちゃんの名前を呟つぶやくことしかできなかった。

「ど、どう……かな？　ゆるしてくれるかな……」

　不安そうな顔であーちゃんは僕の顔を覗のぞき込こんできた。

　許すも何もない。僕はずっと、何があろうと最初から最後まであーちゃんの味方だ。あーちゃんは何も気にしなくていいんだ。

「うん」

　その気持ちを伝えようと言葉を発した時、自分が泣いていることに気付いた。

　声がかすれて、それ以上言葉が出てこなかった。

　それが恥ずかしくて、僕は後ろを向いて制服の裾すそでごしごし涙をぬぐう。拭き終わるとすぐに、あーちゃんの方を振り返った。

「よかった！　大好きなあーちゃんがそう言ってくれておにいちゃん嬉うれしいよ！　やったー！」

　意図的に大きい声を出して震えを取り除き、恥ずかしさを振り払うようにあーちゃんに抱きついた。

「おにいちゃんくるしい」

「あーちゃん大好き、よしよし！」

　あーちゃんの頭を摑つかみ、強引になでなでする。

「むぎゅう」

　僕の腕の中であーちゃんがちょっと息苦しそうにしていたけど、それでも撫なで続ける。嬉しさが抑えきれなかった。

　そうしているとあーちゃんの肩に乗っていたべとべとちゃんが急に飛び跳ね、僕の顔に突っ込んできた。

「うおお、なんだ！」

　さっき制服の中に押し込んだのを根に持っているのだろうか。べとべとちゃんはぷよんぷよん僕の頭の上で跳ね続けている。地味に痛い。

「こら、べとべとちゃん。こっちにおいで」

　あーちゃんのその言葉を聞くと、べとべとちゃんは跳ねるのをやめ、その肩の上に戻っていった。あーちゃんはそんなべとべとちゃんを「めっ」と言って撫なでた。

　その姿はまるで、自分の子をあやす母親みたいだった。

　そうやってべとべとちゃんを撫でているあーちゃんがふわあと小さくあくびをした。ちらりと腕時計を見ると、時刻は二十四時をまわっている。いつもこんな時間までダンジョンにいることはないけど、子供はそろそろ寝る時間だ。

「あーちゃん、夜も遅いしそろそろ帰るよ」

「明日も来てくれる？」

　あーちゃんはそう言って僕の顔を覗のぞき込こむ。その言葉が本当に嬉うれしくて、また泣きそうになる。

「もちろん！　明日も明後日あさつても、明明後日しあさつても、毎日ここに来るよ！」

「うん」

　あーちゃんは俯うつむいて短くそう言った。

　僕がダンジョンの入口の扉を通ろうとした時、後ろからあーちゃんの声が響く。

「またね、おにいちゃん」

　振り返ると、あーちゃんは笑顔で手を振っていた。

　それが嬉しくて、僕もぶんぶん手を振った。あーちゃんがいい加減眠そうになって、

「もういい。おやすみ」と言って、ダンジョンの奥の方に行ってしまうまで、ずっと振っていた。

　本当に幸せだった。

　この瞬間がずっと続けばいいなって心から思っている。

　ずっとずっと、いつまでも。

　永遠にあーちゃんと一緒にいられますようにと、信じてもいない神様に小さく願い事をした。

　そして僕はあーちゃんのいない世界に帰った。
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「透とおる、どこ行ってたんだい。探したよ」

　ダンジョンから戻って一分も経たたないうちに、寮母の里さと子こさんが部屋に入ってきた。

　この寮にプライバシーという概念は薄い。里子さんは全部屋の鍵を持っているのでこうやって普通に入ってきたりするけど、思春期の男子的には正直やめて欲しい。

「ちょっと妹と会ってまして」

　僕がそう言うと、里さと子こさんは小さくため息をついた。

「透とおる。あんたね、忘れろとは言わないけどいい加減そんなこと言うのはやめな」

　里子さんはよく分からないことを言う。なんであーちゃんを忘れる必要があるんだ。せっかくの幸せな気分が台無しだ。

「何でですか」

「何でってあんた……」

「別に僕が何を言ったっていいじゃないですか。里子さんには関係ないでしょ」

　そうやってふてくされた態度を取ったせいだろうか。里子さんは再度小さくため息をつき、それ以上は何も言ってこなかった。部屋に一瞬の静寂が戻る。

「もう眠たいんで寝ていいですか」

「ああ、ちょっと待て。叔母さんから手紙きてるから渡しとく。さっき渡そうとしたんだが、お前ちょっと慌ててるようだったからな」

「さっき呼び止めたのってこれを渡すためだったんですか」

「ああ、いい加減返事してやりなさい。あんたの叔母さんからの手紙、これで何通目だよ」

「はい。分かりました」

　そう口では言ったがそんな気はさらさらなかった。

　恐らくこの手紙を読むことすらしないだろう。里子さんが部屋から出たら捨てると思う。

「じゃあ、あたしはもう行くが……。透、一つ言っておくことがある」

「なんですか」

「叔母さんや由ゆ美みちゃんにもう心配かけるな。あんたは生きてるんだ。それでいいじゃないか」

「……もういいですか。おやすみなさい」

　僕は部屋の電気を消して、布団の中に潜り込んだ。里子さんは本日三回目のため息をついて、暗い部屋の中「おやすみ」と一言だけ言った。

　きぃと部屋のドアが閉まる音。

　里子さんが部屋から出るのを音で確認すると、手に持っていた手紙をくしゃくしゃに丸めて枕元のゴミ箱に捨てた。

　こんなものどうでもいい。

　それより明日は休みだし、ずっとあーちゃんと一緒に遊んでよう。楽しみだ。

　そんなことを考えていると、次第にまぶたが重くなってくる。

　今日の幸せな時間を脳内で反はん芻すうしながら、僕は意識を手放した。
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　透とおるへ。




　元気ですか。

　返事が返ってこないのでもう一度手紙を送ります。

　しつこいと思っているかもしれませんが、それでも読んで下さい。お願いします。

　透が亜あ紀きちゃんのことを忘れられない気持ちは分かります。私だって亜紀ちゃんが死んでしまったのは夢なのかもしれないと、今でも思ったりします。

　あの日火葬場に向かった車と一緒に亜紀ちゃんの遺体が消えてしまったから。だから今でも実感が湧わかないのだと思います。それは私も同じです。

　それでも、もう認めなくちゃいけません。認めて、前に進まなければならないのです。

　私はあなたに幸せになって欲しいと思っています。本当にそう思っています。

　一緒に暮らすことで透もきっと、前に進めるようになるはずです。

　だからどうか、養子の件を考えてくれないでしょうか。

　いなくなった亜紀ちゃんではなく、生きている人を見て下さい。

　お願いします。

　返事、待っています。


望もち月づき幸さち
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　翌日、朝九時に起きてダンジョンの広場に行くと、樹の根元であーちゃんがすやすや眠っていた。

「おはよう」

　僕のその言葉にもあーちゃんは反応しない。よく眠っているようだし無理に起こすこともないだろう。僕はそのままあーちゃんの寝顔を見つめていた。なんたる至福。あーちゃんの寝顔だけでご飯百杯くらいいけそう。

　しばらくそうしていると、ダンジョンの方からモンスターの叫び声と爆発音が響いた。

「なーに」

　その音に驚いたのか、あーちゃんがむにゃむにゃ目を擦こすりながら起き上がってくる。

「あーちゃんおはよう」

「あ、おにいちゃん。おはよう」

　あーちゃんはまだ眠たいのか、目を細めてそう言っている。その間にも破裂音はやまないどころか増え続けていた。

「なにこの音」

「分からない。さっきから急にあっちの方から鳴りだしたんだ」

　そう言って僕は広場側壁の穴を指さした。それは僕がやってきた穴とは反対側のものだ。

　まぁでも、正直このくらいでは驚かなくなってきた。ここに来てからこんなことは日常茶飯事だ。どうせまたデトロイトメタルおじさんとかどしどしくんあたりがなんかやってるんでしょ。

「んー、なんかへんなにおいがする」

　あーちゃんはそう言って、目を細めて穴の方を見つめた。

「におい？」

「みんなやおにいちゃんとは違うにおいがする」

「そんなのするかな」

「うん。する」

　嗅かいでも特に変な臭いはしない。またこれもあーちゃんだけにできることなのかな。ダンジョンの構造を変えることやモンスターを成長させることができるんだから、まぁその識別くらいできても別に不思議じゃないか。

「新しいモンスターが生まれたとかかな」

「うーん、わからない」

　あーちゃんはそう言ってふわぁとあくびをした。まだ眠いのかもしれない。

「ちょっと僕が見てくるよ。あーちゃんはここで待ってて」

　そう言って、僕はたたっと洞窟へ続く穴へ向かって走った。

「おにいちゃん。ちょっと」

　あーちゃんはそう言ってたけど、寝起きのあーちゃんに無理させるのもなんだ。

　僕は「大丈夫、すぐ戻ってくるから」と言って、洞窟に入った。

　洞窟に入ると、すぐに違和感に気付いた。

　洞窟の奥からする血の臭い。そして複数のモンスターの断末魔。さっきまで広場にいた時は気付かなかった異変が五感に訴えかけてきた。

「うわ、なんだ」

　視界の先に、デトロイトメタルおじさんが横たわっている。近付いてみると、それが死んでいることに気付いた。

　デトロイトメタルおじさんの首元は赤黒い血で染まっていて、その傷跡の上はライターで炙あぶられたように焼けただれていた。よく見るとそんな傷は体のあちこちに点在している。

「これはひどいな……」

　見るも痛々しいその傷に少しだけ吐き気がこみ上げてきた。以前変な草（あーちゃん曰いわくぱくぱく草というらしい）に補食されていた時はその死し骸がいを見ることはなかったけど、実際に見てみるとかなりグロい。つけられた傷が更に痛々しさを助長している。

　また変なモンスターが出たのかもしれない。なんかいやだなぁ。

　でもまぁ、変なモンスターでもあーちゃんのいるダンジョンのモンスターだ。多分それほど危ないわけじゃないだろう。そうだろうけど、やっぱり引っかかる。

　ここに来て随分経たったので分かってきたが、このダンジョンにはある程度の生態系が存在している。

　色違いのべとべとちゃんはデトロイトメタルおじさんに補食されるし、そのデトロイトメタルおじさんはぱくぱく草に補食される。そのぱくぱく草だって食物連鎖の頂点にいるわけではなく、時には狩られてしまうこともある。どしどしくんは食べられているのを見たことはないので、もしかしたら結構上の方にいるのかもしれない。

　ダンジョン内のモンスターは精一杯生きている。だからそうやって食べたり食べられたりもするのだ。

　だけど骨一つ残さず食べる奴やつらばっかりだから、こうやって死体が転がっているのを見ることは今まで全くといっていいほどなかったのだ。

　それからもちらほらモンスターの死体が道中に転がっていた。その死体にはどれも、さっきと同じような傷跡がある。

　何かがおかしい気がする。

　だけど、その違和感の正体が分からない。

　しばらく洞窟内をうろうろしていると、広場に戻ってきていた。たぶん、どこかで曲がって中央へ向かってしまったのだろう。洞窟内は入り組んでいるから、外へ向かおうとしてもこうやって中央に戻ってきてしまうことがままある。

　広場にはあーちゃんの姿はなかった。あーちゃんの背中についている光の紐ひもを見ると、さっき僕が入った穴に続いていた。

　この異変はあーちゃんにとっても不測の事態なのかもしれない。

　胸がざわつく。

　何か、おかしな事態が起こっている。

　あーちゃんを追いかけなくちゃ──

　その時なんとなく、横の穴へ視線を向けた。

　視線の先には人がいた。

　頭部を全て覆う狐きつねの面を被かぶった人間。ぶかぶかの黒いローブを身にまとっているので性別は分からない。

　そんな得体の知れない人間が、さっき僕が出てきた穴の前に立っていた。

「──誰だお前」

　呼びかけるも、返事はない。

　その人間の手には、赤黒い血に染まった、真っ黒な柄のナイフが握られていた。

　こいつだ。あーちゃんが言っていた異分子。デトロイトメタルおじさんを殺やったのもこいつに違いない。

　全身が粟あわ立つ。

　冷や汗が額ひたいを伝う。

　体が危険信号を発している。

「さようなら」

　くぐもった、まるでボイスチェンジャーで強引に変えたような声。

　視界の端、もう一方の穴の奥にあーちゃんの姿が見えた。

　こいつは、何かがおかしい。

　止めなくちゃ。

「あーちゃん──」

　僕があーちゃんを止めようとした時、ぱんと乾いた音が響いた。

　その瞬間、目の前の狐きつね面めんが消えた。

　突風が広場を突き抜ける。

　走馬燈のように光景がゆっくり流れる。

　穴の向こう、あーちゃんの横にはどしどしくんがいる。

　あーちゃんが僕の方を見ている。

　何か、叫んでいた。

　その声が聞こえる前にさっき消えた狐面がその視界を遮さえぎった。

　目の前に赤黒いナイフ。

　鋭えい利りなナイフの刃が燃えるような深紅に染まる。

　ジュウ、と赤黒い血が蒸発する音が響き、ナイフが僕の首めがけて振り下ろされた。

　そして──




　僕の記憶はここで途切れる。






幕間　『廃墟にて、とある兄妹のお話』






　腹が減った。昨日からろくなものを食べていない。

　結局四日前に拾った廃棄弁当は一日とちょっとしかもたなかった。このまま新しい食べ物を手に入れることができなければ飢え死にしてしまう。

　だからといってもうあの家に戻ることはできない。

　戻ったって何もない。あそこは空っぽだ。

　もう僕達たちにはここしかないのだ。

「おにーちゃん、どこー」

　今後のことをあれこれ考えていると、一階の方からあーちゃんの声が響いた。

「あーちゃん、こっちだよ」

「えへへ、いたー」

　そうはにかむと、ランドセルを背負ったあーちゃんは廃材を足場にこちらまで駆け上ってくる。

「よいしょ、よいしょ」

　体の小さなあーちゃんからしたら、このくらいの段差を上るのも苦労するのだろう。小さな手で懸命に廃材を摑つかみ少しずつ進んでいく。しばらくして、ようやっと僕のところまでたどり着いた。

「とーちゃく。えへん、すごいでしょ」

「よく頑張ったね、えらいえらい」

　僕が頭を撫なでると、幸せそうにあーちゃんは笑った。

「おにーちゃんに頭なでられるの好き」

　あーちゃんはそんなことを言って、ぴょんと小さく跳ねた。その時、あーちゃんのお腹なかからきゅるるると可愛かわいらしい音が鳴った。そして同時に僕のお腹からも。

　しばらく誰もいない廃はい墟きよに二人の腹の音だけがこだましていて、なんだかそれが無性に可お笑かしかった。

「おにーちゃん、おなかすいてるの？」

「僕は大丈夫だよ。あーちゃんこそお腹すいているんじゃないの。ぐーぐー鳴ってたよ」

「んー、だいじょうぶ！　だっておにーちゃんよりいっぱい食べたもん。それよりおにーちゃん、みてみて」

　そう言ってあーちゃんは背負っているランドセルを肩から下ろし、中から小学校の図工の授業で使っているスケッチブックを取り出した。

「これ、わたしが考えたんだよ！」

　スケッチブックを開くと、そこにはよく分からない犬と猫が組み合わさったような生き物が描かれていた。

「なにこれ、猫？　犬？」

「ふふん。これはね、もんすたーだよ」

「モンスター？」

　僕の疑問に、あーちゃんはえへんと胸を張って、自信満々に答える。

「そう、もんすたー。これはね、ここじゃないどこかにいる、とってもつよくてカッコイイやつなの！　参議院議員とかたべちゃうの！」

「なぜに参議院議員を」

「なんか、わるいひと、だから？」

　たぶん、いつかテレビで見た政治家の汚職事件が尾を引いているのだろう。あーちゃんにとって、参議院議員はなんかよく分からないけど、とても悪い人達たちということになっているのかもしれない。

　それにしても、参議院議員を食べる可愛かわいらしい犬猫モンスターか。想像するとかなり笑えた。

「こりゃいいや。あーちゃんは才能があるなぁ」

「わーい！」

　あーちゃんは心底嬉うれしそうにその場でくるりと一回転、二回転、三回転した。喜びの舞が終わると、スケッチブックをもう一ページめくる。

「ほかにもいっぱい考えたの。この子はね、とてつもないほど跳ねるの！　びよーんって、二メートルくらい！」

「思ったより低いなぁ」

「こっちの子はね、お水のんだらメロンソーダだすの！　あっちの子はオレンジジュースだすの！」

「これは便利だ。一家に一匹欲しい」

「ほかにもね、この子はね……」

　あーちゃんはそうやって、自分の考えたモンスターを僕に披露し続けた。どれも個性的で、ちょっとおかしくて、だけど愛くるしい。そんなモンスターがスケッチブックの中に息づいていた。

　二人でスケッチブックの世界を覗のぞくその時間はとても楽しくて、お腹なかが減っていることなんてその時ばかりは忘れられた。

　気付けばすっかり日が落ちていた。あたりは真っ暗に染まっていて、穴の開いた天井から入ってくる微かすかな月の光だけが僕達を照らしていた。

「面白いなぁ。僕にはこんなの思いつかないよ」

「ふふん、すごいでしょ」

　薄暗くてあーちゃんの顔はほとんど見えなかったけど、それでも喜んでいることだけは分かる。それだけで十分だった。

「ねぇ、おにーちゃん」

「ん？　どした」

　少しだけトーンを落とした呼び声が飛んできた。相変わらず暗がりで表情は読み取れない。

「もしもね、こんな子たちがいっぱいいる世界があったら、おにーちゃんはどうする」

「スケッチブックの中みたいな世界か。僕は面白いけど、みんなはびっくりするだろうな」

「えっとね、それじゃあね、もしこんな世界があったら、わたしといっしょに行ってくれる？」

「そうだな……」

　おかしなモンスターが溢あふれかえっていて、とんでもなくとんでもない、ここではないどこか。

　きっとそんな世界は、この世界なんかよりずっとずっと素晴らしいのだろう。

　そんなところに二人で行くのも悪くない。

「うん、二人で一緒に行こう」

「ほんと？　やったぁ！」

　暗がりでも分かる喜びようだった。

「おにーちゃん、うそつかないよね」

「何言ってんだよ。つくわけないだろ」

「えへへ」

　小さな笑い声が廃はい墟きよに響いた。しばらく喜んでいたあーちゃんはふと何かを思いついたのか、抱えていたランドセルから筆箱を取り出し、その中の鉛筆を一本手に取った。

「どうしたの」

「んーとね、ないしょだよ」

　人差し指を口に当て、ナイショのポーズを取る。それからあーちゃんはスケッチブックの最後のページを開き、そこに何かを書き込んでいた。

　カリカリと鉛筆が紙をなぞる小気味よい音があたりに広がっていく。

　その音だけが、二人だけの廃墟を優しく包み込んでいた。
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「椎しい名なくーん」

　ぼーっと机を眺めているとどこからか声が聞こえる。

「おーい、椎名君。しーなくーん」

「とーる、先生が呼んでるよ」

　斜め前の席から由ゆ美みの声がした。そこで僕はようやく、自分が先生に指名されていることに気付いた。

　前を見るとぷりぷりしている灯とう香か先生と目が合った。

「椎名君どうしたの。ぼーっとしちゃって。ほらこの問題答えて」

「はい」

　返事をして黒板に書かれている問題に目をやる。

　何てことのない数学の問題。積分のちょっとした応用問題だ。それなのに、僕の頭はうまく働かない。答えが全く出てこなかった。

「わかりません」

「おお、珍しいね。椎名君がわからないなんて」

「すみません。ちょっと体調悪いみたいで……」

　そう言って頭を下げる。

「んー、それなら仕方ないね。それじゃあ真ま緒おちゃん代わりにやってみて～」

　指名された真緒は席を立ち、僕と入れ替わりで黒板の前に立つ。

　真緒は問題の答えをつらつら書き綴つづっていった。数十秒ほどで黒板に答えが記された。

「はい、ありがとうね。それじゃあ二人とも席に戻って～」

　先生に促うながされて僕と真緒は席に戻る。ちょっと恥ずかしい。

　いつもなら解けると思うんだけど、今日はやっぱり何だか体調が悪い。

　一昨日の件がまだ尾を引いているのかもしれない。

「透とおる君、体調悪そうだけどどうしたんだい」

　席に戻ると真緒がこそっとそう言った。

「先週の土曜日からちょっと体調崩しちゃってさ。なんか頭がぼーっとするんだよね」

「……そうか。無理はしないようにな。お大事に」

　真緒はそんな僕の顔を心配そうに見ていた。

「ああ、そうするよ」

　授業中だし私語はそれくらいにして、僕はノートを取る作業に戻る。全く頭に入ってこないけど、取とり敢あえず黒板の文字を書き写すだけした。

　先週の土曜日、つまり一昨日のことだ。ダンジョンに来訪者がやってきて僕はそいつに襲われた。はずだ。襲われたその瞬間までは覚えている。

　それから次に僕が目を覚ましたのはその日の夜で、ダンジョンではなく部屋のベッドの中だった。

　翌日ダンジョンに行って確認したところ、あーちゃんが駆けつけた時、僕は広場中央の大樹の下で倒れていたそうだ。横にいた来訪者はその僕を見て、なにやら戸惑っているようだったらしい。その来訪者はどしどしくん達たちが追い払ってどこかに行ってしまったそうだ。

　その後僕は普通に目を覚ました。あーちゃんは心配して色々話しかけたらしいけど、その記憶は全くない。僕は特に反応らしい反応を見せずに歩いてダンジョンの外に出て行ったらしい。その記憶もない。

　本当に僕はそうして出て行ったのだろうか。今でも信じがたい。

　何度思い返しても、次の僕の記憶はベッドの中で目を覚ました瞬間だ。

　それにあの来訪者は何だったんだろう。急にやってきて急に襲われて。結局なんてことなかったから別にいいんだけど正直気味が悪い。

　それにあの日からずっと鈍い頭痛が続いている。

　この頭痛は何か関係があるのだろうか。




　そんなことを考えていると、授業終了のチャイムが鳴り響いた。

　灯とう香か先生は「皆復習しておくんだよ～」と暢気のんきに言って教室から出て行った。休み時間に入り、教室に賑にぎやかな話し声があふれ出す。そんな教室内の喧けん噪そうも何だか遠くの出来事のようで、やはりぼーっとした頭にはその内容は一切入ってこない。

「とーる、大丈夫？　さっき真ま緒おちゃんとのお話ちょっと聞いてたけど、風邪とかひいたんじゃない」

　由ゆ美みがそんな僕を心配してか、席から話しかけてくる。

「そうかもしれない。なんかダルいんだよな。ちょっと保健室行ってくる」

「無理しないでね。私がついていってあげようか」

「大丈夫だって。子供じゃないんだから」

「でもでも、とーる今日ふらふらだよ。本当に大丈夫？」

「本当に無理なら頼むよ。今日だって別にちょっと体がだるいくらいだから一人で行けるよ」

「……わかった。それじゃあ、もし早退するなら今日とーるの家に風邪薬持っていくね！」

「ああ。ありがとう」

　由ゆ美みはいつもと変わらずそうやって僕のことを気にかけてくれる。

「じゃあ、次の授業の先生に言っといて」

「うん。わかった。お大事に！」

　由美は小さく手を振って僕を見送っている。大げさだなぁ。

　ふと由美の後ろの席に座っている真ま緒おを見ると、何か考え事をしているようにじっと前の席を眺めていた。

　まぁいいか。取とり敢あえず今は保健室に行こう。

　行く前にちょっとうがいをしよう。なんか喉のどもいがいがする気がする。

　教室から出て手洗い場に向かう。蛇口をひねり、出てきた水を手で掬すくって口に含む。がらがら、と喉から音を立ててうがいをするけど、これもまぁ今更か。こういうのは普段からやんなきゃいけないんだよな。今度から気をつけよう。

　正面を見ると、手洗い場についている鏡が目に入る。

　その鏡の中の自分を見た時、ふと小さな違和感に気付いた。

「なんだこれ」

　左の首元に小さな痕あとがあった。まるでニキビの角栓を抜き取ったような小さな穴。その穴の周囲が仄ほのかに赤く染まっている。

　昨日までこんなのなかったはずだ。

　まぁたぶん、体調を崩しているせいだろう。以前徹夜した時も顔にニキビくらいできたこともある。まだ顔に出ていないだけマシってもんだ。保健室でついでに絆ばん創そう膏こうとか貰もらってこよう。

　水でその痕を濡ぬらし、僕は保健室に向かった。




　案の定少し熱のあった僕は「今日は帰ってゆっくり休んでた方がいいかもね」との言葉を貰い、そのアドバイスを聞き入れありがたく帰ることにした。このまま授業を受けても理解できる気がしない。

「じゃあ、放課後にご飯もっていくから！」

　由美のその言葉に「たのむわ」と返し、重い体を引きずって家まで帰った。

　家に着くと僕の体をどっと疲れが襲った。頭がずきずき痛む。

　部屋の冷蔵庫にある炭酸のすっかり抜けたコーラを飲んで、横になる。

　今日はおとなしく寝ていよう。由美に後でおかゆとか買ってきてもらうようメールしとこ。

　痛む頭に濡らしたタオルをかけ、僕は目を瞑つぶる。

　……。

　目を開けて時計を見ると午後二時をまわっていた。

　気付かないうちに寝ていたみたいだ。そこで僕はあることに気付いた。

「ん、全然痛くない」

　さっきまでの頭痛が噓うそみたいのようだ。頭の痛みはすっかり引いていた。

　というか頭痛が治まっただけじゃない。妙に頭が冴さえ、体が軽い。この前べとべとちゃんを追いかけた日から地味に残っていた筋肉痛すら消えている。

　さっきのコーラのおかげだろうか。人体ってすごい。

　これならもう普通に動いても大丈夫だ。

「あーちゃん、なにやってるかな」

　調子が良くなったところで、あーちゃんに会いたくなった。なんたる単純な脳のう味み噌そ。だけど会いたいのだから仕方ない。

　靴を履き替え、僕は押し入れの中へ向かった。
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「おにいちゃん、もう大丈夫なの」

　広場に行くと、あーちゃんが心配そうに駆け寄ってきた。あーちゃんの前ではダルそうな姿を見せてなかったんだけど、気付かれていたのか。おにいちゃん嬉うれしい。

「ありがとう、あーちゃん。さっきまでちょっと頭痛かったけど、なんかコーラ飲んで寝たら治ったよ！　おにいちゃん復活！」

「よかった」

　あーちゃんはそう言ってほっとしたような顔をする。べとべとちゃんはいつもと変わらずぷよりんとあーちゃんの肩の上で転がっている。お前はもうちょっと心配してくれないだろうか。

「今日は学校早退してきたから、ずーっとあーちゃんと一緒にいるよ」

「うん」

　あーちゃんは短くそう言っただけだけど、微かすかに笑っているみたいだ。この前からあーちゃんが僕を拒絶してくることはなくなっていた。もうあーちゃんとの間に問題は全くなかった。あーちゃんと僕の間には。

　その代わり、このダンジョンでは新たな問題が発生していた。

「※★☆●☆！！！！」

　突如、洞窟の奥の方から誰かの叫び声が響く。それはモンスターのものではない。

　その声を聞いて、僕達たちはうんざりした顔でお互い見つめ合った。

「あいつら今日も来てるんだ」

「さっきからたまに。うっとうしい」

　僕達たちが眺めていた穴の先から、甲かつ冑ちゆうを身にまとった人間が出てきた。その甲冑君はデトロイトメタルおじさんに追いかけられていて、鎧よろいの各所がボコボコになっている。

「あ」

　甲冑君が広場に入った瞬間、その出口の横で待っていたうしくん（なんか斧おのの代わりに大根を持ったミノタウロス的なモンスター）に捕まった。

　ちなみにうしくんの持つ大根は例に漏れず尋常じゃないほどの重さをしているのだけど、食べる時は別に普通の大根で、あーちゃん曰いわくおでんっぽい味が染みこんでいて結構美お味いしいらしい。もうなんでもありだ。

　そのうしくんに捕まった甲冑君は「☆＊●▲☆!!」と、発音の仕方すらよく分からない異国の言語で何か言っていた。多分「ゆるして!!」みたいな意味だと思う。僕も最初デトロイトメタルおじさんに追いかけられた時そんな感じのこと言ってたし。

　当然言葉の意味なんか分からないうしくんの摑つかむ力は緩まない。ギシギシと甲冑君を締め上げ続けている。

　しばらくそうしていると「gyaaaaa!!」といった叫び声を発し始める。断末魔くらいはなんとか聞き取れるっぽいな。なるほどなるほど。だからなんだ、って話だけど。

　そして次の瞬間、甲冑君の体は光に包まれて突如消え、そこには大きな甲冑と更に大きい剣だけが残った。

「きえた」

「また邪魔なものが増えた。あれ片付けるの面倒臭いのに」

「あそこ入口だから通れなくなっちゃう」

　入口周辺には同じような甲冑が何個か放置してある。

「どかしてくるよ」

　僕は落ちている甲冑の元へ行き、横にどかす。やっぱり無駄に重い。

　はぁ、と思わずため息が漏れる。

　こうやって定期的に来訪者がやってくるようになったのは、最初にやってきた狐きつね面めんを追い払って数時間経たった頃からだ。ちょうど僕が意識を取り戻し、もう一度ダンジョンに入った時に初めてさっきみたいに甲冑を着た人間と出会った。

　最初は勿もち論ろんめちゃくちゃビビったし、僕は全力で逃げた。あの時の恐怖が脳裏にこびりついていたからだ。

　ただこいつらは最初に入ってきた狐面と比べてかなり弱いのか、それともダンジョンのモンスターが強くなったのか知らないけど、このダンジョンではかなり弱い方である水色の色違いべとべとちゃんすらろくに倒せない始末だ。

　最初に僕が出会った甲冑ヤロウは偶然通りかかったデトロイトメタルおじさんを見てしめやかに失禁。即座に振り下ろされるチョコバット。甲冑は無残にもチョコバットの錆さびとなった。

　ただそいつらは死んだわけではないようだった。死にそうになると着ていたものを残してさっきみたいに光の粒になり、入ってきた地点と思われる場所までふわふわと飛んでいって消えてしまう。どういう理屈か分からないけど、このゲームみたいなダンジョンの世界での死なんだから、それはきっとゲームみたいに王様的な存在の元に戻っているんじゃないかなぁと勝手に思っている。

　そいつらが消えた後には無駄に重い甲かつ冑ちゆうとか剣とか、他にも下着とか得体の知れない薬とか、たまにカツラとかが無造作に転がっていた。

　これがたまにだったらまだ許せるものの、一日に百人以上やってくるもんだから手に負えない。

　最初は「ヤバい奴やつが来たらあーちゃんを守るために僕が盾になるぞ！」なんて震えながらも張り切っていたけど、そもそもあーちゃんの元へたどり着く奴なんて全くいなかった。

　最後の方はあーちゃんもあくびをしながらべとべとちゃんを撫なでたり、スケッチブックにお絵かきをしたりしていた。僕は僕とてダンジョンの各所に散らばる甲冑等を通行の邪魔にならないよう、そいつらを隅にどける作業をしなければいけなくなった。

　日曜日の間ずっとそんなことをやっていたせいで僕の体調が悪化したといっても過言ではない。責任とって欲しい。

「これからもこれが続くのはたまんないなぁ」

　僕は心の底からそう思っていた。せっかくあーちゃんと二人で幸せな日常を過ごせる空間に、わけの分からない来訪者がやってくるのはきつい。落ち着いてあーちゃんを愛めでることもできない。

「うん。わたしもいや」

　昨日から絶え間なく甲冑ヤロウ共がやってきているせいか、あーちゃんの顔にも少し疲れが見える。許せねぇ。

　ただ、現状の対策はダンジョンのモンスターに任せているだけだ。

　あいつらは僕が出入りする扉とは逆方向のダンジョンのどこからか出現し、中央目指してやってくる。大概はモンスターにやられて消えてしまうけど、時折取り逃がした奴らが中央広場までやってきてさっきみたいにギャーギャー騒いだりする。

　当然広場周辺にはモンスターがわんさかいるのでそこまでだが、それでもウザすぎる。

　それに、いつ狐きつね面めんがやってくるかも分からない。このままだといつかあーちゃんの身に危険が及ぶかもしれない。

　何かこの事態を根本的に解決しうる対策を練らないと。

「おにいちゃん……？」

　真剣にあいつらをどうするか考えていると、横からあーちゃんの声。

「どうしたの、あーちゃん」

「あんまり無理しないで」

　あーちゃんはさっきのように心配そうな顔をしている。

「大丈夫だよ、無理してない」

「でもおにいちゃん、ちょっと怖い顔してた」

　そうだったのか。自分では気付かないもんだ。

　あーちゃんを怖がらせるのは本意じゃないので、「あーちゃん！　心配してくれるんだ！　嬉うれしい！」といつものように抱きついて頭をなでなでした。

「おにいちゃんになでられるのすき」

　あーちゃんは目を細め、僕の腕の中でそう言った。ちょっと可愛かわいすぎやしませんかね。鼻血出そう。

　ただこの安息の時間を守るためには何かすることが必須だ。でも、一体何をすれば。

　その時、さっきまであーちゃんが持っていたスケッチブックがぱらぱら風でめくれた。

　その赤茶けた随分と古いスケッチブックは僕がここで初めてあーちゃんと出会った時から持っていたものだ。

　時折あーちゃんはこのスケッチブックにモンスターの絵を描いたりしていた。

　その頃はあーちゃんとの距離があまり近くなかったから中身までは見たことはなかった。

「あっ」

　あーちゃんはスケッチブックを落としているのに気付き、するりと僕の腕から抜けた。

「あーちゃん、このスケッチブック……」

「ちょっとみちゃだめ」

　あーちゃんは恥ずかしそうスケッチブックを回収する。

「……あーちゃん、これだよ」

　その時、一つのアイディアが閃ひらめいた。

「これ？　スケッチブックがどうしたの」

「あーちゃん、昔のこと覚えてる？　一緒に廃はい墟きよで色々話したこと」

「おぼえてる」

　五年前、僕があーちゃんと離ればなれになる前の一ヶ月。

　僕達たちは廃墟で過ごしていた時期があった。

　その時二人で夜な夜な話し合った内容は、今でも覚えている。ゲームのような世界、ファンタジーの世界、そんな世界の設定を二人で考えては、二人で笑い合っていた。

　その時あーちゃんは買ったばかりのスケッチブックに、二人が夢想する、ここではないどこかの世界を描いていたんだ。

「その時二人でお絵かきしたスケッチブックだよね、それ。まだ持ってたんだ」

「うん。だいじなものだから」

　あーちゃんはそう言って、スケッチブックをぎゅっと抱きしめた。

「あーちゃんは確かダンジョンの中の構造を思い通りに変えられるんだよね」

「うん。それがどうしたの」

「ちょっとね。侵入者にダンジョンの厳しさを教えてやろうかと思ってね」

　そう言って、僕は悪い顔で笑った。
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「それじゃあ今からあーちゃんは魔王になります」

「魔王？」

　僕がそう言うと、あーちゃんはキョトンとした顔で僕のことを見つめた。

「そう、魔王。ダンジョンの支配者で、やってくる勇者共をやっつける魔王！」

「りゅーおー？」

「そう。あーちゃんは竜王だし、ムドーだし、ダークドレアムだ。僕はそうだな。さしずめ魔王の使いってところかな」

「どういうこと？」

　あーちゃんの頭にはクエスチョンマークが三つほど浮かんでいる。そんなあーちゃんも可愛かわいい。

「この前から来るようになった変な奴やつら、弱いんだけどたまにここまでやってきちゃうでしょ」

「うん。きのうはあんまり眠れなかった」

　やっぱりか。甲かつ冑ちゆうどもめ。ゆるさんぞ。

「モンスターも頑張ってくれているけど、やっぱりどうしても取りこぼしが出てきてる。だけどさ、ゲームとかの魔王の元へはそうそう簡単に勇者はたどり着けないでしょ。それは魔王が勇者をやっつけるためにダンジョンに色々罠わなを仕掛けたりするからだと思うんだ」

「うごくせきぞう」

「そうそう。他にも毒の沼とか、落とし穴とか、溶岩の池とか、そんな感じのギミック。そうやってトラップを仕掛けることでやってくる奴らを早い段階で撃退するんだ。あーちゃんはダンジョンの構造を変える力があるから、そういうこともできると思うんだ」

「たのしそう」

「でしょ！　やろうよ！」

「うん！」

　珍しくあーちゃんから興奮した返事が返ってきた。

　そうやってはしゃぐあーちゃんを見ているだけで僕は幸せだ。

「ようし、それじゃあ始めよう！」

「おー」

　僕が握り拳こぶしを突き上げると、あーちゃんも一緒に手を挙あげた。

　そして僕達たちは、いつも甲かつ冑ちゆうを被かぶった勇者どもがやってくる方角の洞窟へ向かう。




「で、あーちゃん。これはなんだい」

　なんか水色の渦がぐるぐるまわっていた。ちょっと目を離した隙になんかできてた。

「セーブポイント」

「なるほど、セーブポイントかぁ。そっかそっかぁ。なるほどなぁ」

　とは言ったものの、これは……。確かにセーブポイントはＲＰＧによくあるものだけど、これじゃあちょっとやってくる勇者は撃退できないんじゃないかなぁ。

「おにいちゃん、さわってみて」

「え？　これに？」

「うん、はやくはやく」

　僕はあーちゃんに言われるがままにその水色のぐるぐるに触った。

　僕が触ると渦の光は少しずつ強くなっていく。光が最高潮に達した瞬間、キュポインと軽快な音が鳴り響いた。

「ん、おお。なんだなんだ」

　その音と共に、セーブポイントから飴あめが出てきた。いちご飴だ。わーいおいしそう。

　……って、いやいや。そうじゃなくて。

「どうして飴が……？」

「セーブの機能つけられなかったからあめ出てくるようにした」

　あーちゃんが触れると今度は緑色の飴が出てきた。多分メロン味とかだろう。

「あーちゃん。これじゃ流石さすがに撃退できないよ……。これじゃあ甲冑どもが飴食べて喜ぶだけだよ」

「そうだと思って、これも作った」

　あーちゃんの指さす先には、オレンジ色に点滅する床があった。

「おお、これは！」

　ＲＰＧ（というかドラ○エ）あるあるバリア床だ。この床の上を歩くとめちゃくちゃダメージを受けることで有名だけどいまいち原理は分からない。それが目の前にあった。

「すごく痛い床。触ったらだめ」

「バリア床だもんね。でもこれ、モンスターが通ったら怪け我がしちゃわないの？」

「だいじょうぶ。人にしか反応しない。みんなからしたらちょっとすっぱい普通の床」

「すっぱいんだ」

「みかんの味がする」

　みかんの味するんだ……。

「ど、どうして味をつけたの……？」

　僕がそう聞くと、あーちゃんはキョトンとした顔で、

「おいしい、から？」

　そう言った。よくよく考えたら意味分かんないけどその顔が可愛かわいかったからなんかもうオールオッケーです！

　まぁでも実際これは結構使えるトラップかもしれない。どの程度ダメージが入るかは分からないけど、それでもさっきのセーブポイントなんかよりは遥はるかに実用的といえる。

「あーちゃん、他には？」

「あとこれ」

　あーちゃんはなんかカラフルな箱みたいなのを指さす。

「来る人達たちが着てるもの、これにいれよ。じゃまだから」

「ああ、確かに」

　ダンジョンのそこかしこにある甲かつ冑ちゆうや剣は無駄にごつかったりトゲトゲしていたり、発光したり、冷気や炎を発し出したりと、なんかもうめちゃくちゃ鬱陶しい。というか鬱陶しいどころか普通に危ない。あーちゃんが怪け我がしたらどうするんだ、ホント。












　あーちゃんの言う通りこの箱に全部押し込んでしまえば少しはマシになるかもしれない。差し詰めこれはダンジョンの宝箱か。

　もしかして、ゲームの宝箱もこんな感じで外観を損なわないために設置されているのかもしれない。そうだとしたらなんか世知辛い話である。魔王も大変なんだな……。

「じゃ、おにいちゃんあとはよろしくね。わたし他にも色々作っとく」

　そう言ってあーちゃんはなんかドロップスみたいなものを渡してくる。

「あーちゃん、これはなんだい」

「さっきの箱。箱についてるボタン押すとちっちゃくなるの。何か入ってたらちっちゃくなんないから気をつけて」

　そう言ってあーちゃんはその小さな粒をぽいと地面に投げる。コツンと地面に触れたその粒は一メートル四方くらいの箱になった。これは便利だ。既にこういった原理の分からないモノに対して全く違和感を感じなくなっていた。慣れって怖い。

「確かに僕ができることあんまりないし、やってくるよ。じゃあ楽しみにしてるから頑張って！　僕もなんか考えとくから、後で僕の思いついたものも作ってね」

「うん、わかった」

　あーちゃんはそう言いながらも地面をこねくり回して何かを作っていた。

　僕はポケットいっぱいに箱を詰め込んで、ダンジョンの各所にある来訪者の装備をしまうお仕事へ向かった。




　一時間くらい落ちてる装備をカラフルな箱に詰め込む作業をやっていた。

　装備をその箱に詰め込んで蓋ふたをすると、熱気や冷気が外に漏れることはすっかりなくなった。何て便利なモノ……！　僕の部屋にも欲しい！

　そんなことをしていたらあーちゃんが恋しくなってきた。結構片付いたし、もう戻ろう。

　そうやって一時間ぶりに戻ってきたらすごいことになっていた。

「あーちゃん、すごいねここ。モンスターがいっぱいだ」

　ダンジョン内の少し広いその一角は、綺き麗れいに整地されて立方体の内部のような空間になっている。そこかしこにカーテンや小物も置いてあり、もはや部屋といってもよさそうだ。

　その部屋にモンスターが所狭しと詰め込まれていた。

「あーちゃーん！」

　遠くにいるあーちゃんの姿はなんとなく見えるんだけど、モンスター達たちが壁になっていてそこにたどり着けそうにない。モンスター達は僕に対して攻撃してこないけど、もし甲かつ冑ちゆうどもがここに来たら一瞬でミンチだろう。いや、何か消えてしまうからミンチにはならないか。

「そこで待ってておにいちゃん」

　そう言うとあーちゃんはモンスター達たちの上をころころ転がって僕の方までやってきた。なんかこれちょっと前にライブハウスとかで見たことあるぞ。モッシュダイブだっけ。

　すぐにあーちゃんは僕のところまで転がってくる。

　あーちゃんはよいしょと呟つぶやいてモンスター達の上から降り、得意げな顔して「どお？」と言った。ドヤ顔も可愛かわいい。

「すごいなぁ。まるでモンスターハウスだ」

「わたしのお気に入りのみんなを集めたの。『あきのしあわせはっぴーはうす』と名付けた」

「やってくる奴やつらからしたらアンハッピーハウスだなこれは……」

　入室即死亡だろう。

　あーちゃんは嬉うれしそうな顔でその部屋を見つめていた。

　しばらくそうしていたけど、ぱっと何かを思い出したように振り向き、

「おにいちゃん、こっちも作った。みてみて」

　あーちゃんは僕の手を引いて更に先の部屋に案内していった。

　その部屋に入ると、なんかバナナが紐ひもで吊つるされていた。足元には棒がある。

「あ、あーちゃん。これは……」

「難しい謎解きようそ」

「流石さすがにやってくる奴らのこと舐なめすぎじゃない!?」

　あーちゃんは他にもいろんなギミックを紹介してくれた。

　例えばグレープ味の毒の沼。飲んだら死ぬらしいので味の意味はないらしい。

　ある順番で通らないと振り出しに戻る迷宮ゾーン、矢印のついた指定の方向にしか進めない床、溶岩床とそれを活いかした美容にもいいサウナ部屋。

　そうやって自分の作ったものを僕に紹介するあーちゃんは、本当に楽しそうだった。




「おにいちゃん、楽しい」

　あーちゃんは僕の顔を見て幸せそうに笑う。

「そっか。あーちゃんがそう言ってくれるなら嬉しいよ」

「うん、昔に戻ったみたい」

　あーちゃんは懐かしそうに、周囲を見渡していた。

　ああ、そうだ。

　僕とあーちゃんは五年前、ずっとこんなへんてこな世界を夢想して廃はい墟きよで暮らしていた。

　今思えばろくにものも食べられなかったし、寝床もないようなもんだった。体中は痛かったし、父さんも母さんも、もういない。端から見たら不幸のどん底だっただろう。

　それでも僕達たちは、幸せだった。

　それは現実逃避の末にたどり着いた二人だけの閉じた世界だったのかもしれない。不幸で塗り固められた先のない世界だったのかもしれない。

　だけど、そこは僕達にとってかけがえのない場所だった。

　きっと、この瞬間だって──

「あーちゃん」

　僕はあーちゃんを呼んだ。

「なに？」

　あーちゃんは振り返る。

「おにいちゃん、今幸せだよ」

「わたしも幸せ」

　あーちゃんは笑顔でそう言った。

　この時間がずっと続くことを僕は心から願っているんだ。
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「椎しい名なくーん。ちょっと昼休み職員室に来れる～？」

　翌日、三時間目の数学の授業が終わったところで灯とう香か先生からそんなことを言われた。

「大丈夫ですけど。今ここじゃダメな話なんですか？」

　僕のその問いに、灯香先生はのんびりと「ちょっと長くなりそうだから～」と返した。

　もしかしたらこの前まであんまり学校に来なかったことかな。だったら、もしかして生活指導の先生とかに怒られたりするのかな。いやだなぁ。

　そんなことを考えていたらいつの間にか四時間目の体育の授業も終わっていた。僕はその足で職員室に向かう。

「失礼します」

　こんと、一回ノックをして職員室に入った。

　職員室には灯香先生ほか何人かがまばらに昼飯を食べている。そして灯香先生の前には真ま緒おと由ゆ美みがいた。体育の授業が別々だったから気付かなかったけど、由美達も先生に呼ばれていたのか。

「あ、きたきた～。こっちこっち～」

　灯香先生に促うながされるままに由美達のいるところまで歩いて行く。

「とーるも呼ばれてたんだ！」

「ああ、なんかそうっぽい」

　由美も何で呼ばれているのかは聞いていないようだった。真緒も聞いていないようで、首をかしげて苦笑いをしている。

　僕だけじゃないってことは、先月までのことじゃないのかな？

「ん～。じゃあ皆そろったからお話しするね。その前に……」

　そう言って灯とう香か先生は机をごそごそ漁あさった。灯香先生の机には資料が乱雑に積まれている上に、所々にお菓子の箱が転がっている。そのせいで捜し物が見つからないらしく「あれー？」といって首をかしげている。灯香先生……だらしなさすぎる。

「あった～」

　しばらくすると捜し物が見つかったのか、灯香先生は一枚のプリントを摑つかんで喜んでいた。そのプリントには『クリスマス会ＯＰ映像作成について』と書かれていた。いやな予感がする。

「なんですか、それ」

「椎しい名な君。君は冬休みが始まる前になにがあるか知ってるかな～」

　灯香先生は試すような目で僕を見てきた。

「……その紙に書かれてるクリスマス会がありますね」

「そうです。せいかーい！」

　ぱちぱちぱち、と灯香先生がわざとらしい拍手する。人のいい由ゆ美みもつられて手を叩たたいていた。

　クリスマス会。十二月二十四日に行われるこの会は県やいろんな団体との共催で行われる、この学校の中でもかなり大きいイベントの一つだ。

　クリスマス会には地域の方々を積極的に招いて交流を図るという目的があり、共催の団体は露店を出したり、生徒達たちは劇やライブなどをやったりする。休日に開かれるから生徒の参加率はそれほど高くはないけど、地域住民との繫つながりを重視した校長はこの会にかなり力を入れている。クリスマス会専用の委員なんてものもあるくらいだ。

「そのクリスマス会がどうかしたのでしょうか」

　僕の代わりに真ま緒おが質問した。

「それがなんだけどね、今ちょっと色々問題が起こっててね～」

　どきりと心臓の鼓動が速くなる。

　そういえばべとべとちゃんを追いかけて学校に来た日、ツリーが倒れていた気がする。あれ、結局どうなったんだっけ。

「先週の金曜日、なんか共催の人達が届けてくれたツリーが倒れちゃってねぇ。委員の二人が怪け我がしちゃったの」

「そ、そうなんですか」

　思わず声が震えた。

　まさかこんな大事になっていたなんて。

「そ、その人大丈夫なんですか？」

　震える声のまま、そう続ける。

「んー、病院にお見舞いに行ったけど、まぁ本人は元気そうにしてたよ。親御さんが念のためって感じで休ませてるっぽいの」

「……それは、よかったです」

　思わず息が漏れた。本当によかった……。

「そんな感じでクリスマス会ではオープニングムービーとして映像を流すのが恒例なんだけど、今その件とかの対応で皆忙しくて人手不足なの。しかもちょうど映像作成担当だった子達たちが怪け我がしちゃったから先生とっても困ってるの」

「それで先生は私達に映像作成をやって欲しいと。つまりそういうことですね」

「そうなの！　真ま緒おちゃん話が早くて助かるわ～」

　灯とう香か先生はニコニコしながらそう言った。いやな予感が的中した。

「真緒ちゃん転校してきたばかりだからまだ委員に所属してないでしょ。それに椎しい名な君も文化祭委員だったけど先月ずっと休んでたからお仕事してないでしょ。だから二人にその映像作成を担当して欲しいなぁって」

「先生、私は？」

「由ゆ美みちゃんは去年クリスマス委員だったでしょ？　それにクラスの委員長だから、二人のカバーとかをしてあげて欲しいなぁって。ほら、二人と一番仲いいのって由美ちゃんでしょ～」

「えっ、そうですね。えへへ。私、とーるともまおまおとも仲いいもんね」

　由美はちらりと僕と真緒の方を見た。

「ああ。ゆみゆみは一番の友達だ。一昨日も一緒にスイラビに行ったしな」

「また行ったの!?」

　思わず僕はちょっと大きな声を出してしまった。

「そうだよ！　まおまおが行きたいって言ったから日曜のお昼に行ったの」

　由美は真緒の顔を見て「ねー」と言った。

「ああ。前日三人で行った時のあの味が忘れられなくてな。夢にも出てきた。恋かもしれない……」

「絶対食欲だと思う」

　ここ五日で二回か……。千五百円ってそんなに安くないぞ。

「因ちなみに昨日も一人で二回行ってきたぞ」

「行きすぎだよ！　よく太らないね!?」

「生まれてから太ったことなどない」

　由美が聞いたら卒倒しそうな台詞せりふだ。由美の方を見ると案の定自分のお腹なかをじっと見つめてため息をついていた。

「はいはい、それじゃあ皆やってくれるかな～」

　灯とう香か先生はぱんぱんと手を叩たたいて話を遮さえぎる。そうだ、今はクリスマス会の映像作成の話だ。

「私はやります」

「私もサポートだけじゃなくて映像作成も頑張ります！」

　二人は仲良く引き受けていたけど、僕は正直あまり引き受けたくない。多分放課後まで活動しなくちゃいけないから、あーちゃんのところへ行く時間が遅くなってしまう。でもこんな事態になった遠因も僕にあるからなぁ。うーん、どうしたもんだ。

「とーる？」

　ふと顔を上げると由ゆ美みが僕の顔を覗のぞき込こんでいた。

「ああ、ごめん。そうだな……」

　昨日の改良でダンジョンもだいぶ安定したし、ちょっとくらいなら大丈夫かな。正直これを断るのは心が痛い。あーちゃんにも経緯を説明すればきっと理解してくれるはずだ。

「僕もやります。ただ私用で夜遅くまでやるのはちょっと厳しいかもですが。それでもいいなら引き受けます」

「わー、ありがとうみんな！」

　灯香先生は顔をほころばせて喜んでいた。その態度にちょっとだけ心が軽くなる。

「とーる、絶対いいオープニングムービー作ろうねっ！」

　由美も張り切っているようだ。

　そんな中、真ま緒おだけは僕の反応を観察するように、じっとこちらを見つめていた。
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「それじゃあ、作戦会議始めよ！」

　由美はそう言って、目の前にあるシュークリームをパクリと食べた。途端由美の顔がほころんだ。

「まずはどう云いった方向性で映像作成を進めていくかだな」

　真緒は真剣な顔でそう言ったのも束つかの間ま、ちらりと目を下ろした先にあるスイーツを見てにへらと笑った。色々と台無しである。

　そんなわけで学校帰り、僕達たちは三人でスイラビにやってきていた。いつもの、である。

　これも昼休みに先生から依頼されたクリスマス会オープニングムービーの作戦会議を行うためだ。

「由美、去年のオープニングムービーってどんな感じだったの？」

「確か学校の人達たちが楽しく過ごしているところとか、皆が楽しそうにしている姿を流したりして、『学校の良いところ紹介！』みたいな感じの映像だった気がする。編集とか凝っててすごかったよ！」

「なるほど」

　去年僕はクリスマス会に参加しなかったから知らなかったけど、そんな感じだったのか。

「時間は十分くらいだったかなぁ。今年もそのくらいの時間で作ってって、先生からあの後言われたよ」

　十分くらいのムービーで、結構凝ったものか。いかんせん映像作成なんてやったことないからなぁ。ある程度先生から教えてもらえるかもしれないけど、灯とう香か先生だからあんまり期待はできなそう。

「ふむ。方針は去年のものを流用する形でよさそうだな。問題はどういった映像を撮るかになりそうだ。如何いかんせん私は転校してきたばかりだから学校についてあまり詳しくない。そこら辺の具体的な内容決めはゆみゆみ達に任せたい所だな」

「そうだな。できるだけ早いとこ決めて動き出した方がよさそうだ」

　なんせ作成の締切まで一週間ちょいしかない。撮影だけじゃなくて映像の編集もその間にやらなくちゃいけないのだ。映像編集用のパソコンは学校から借りてきたけど、その使い方も勉強しなくちゃいけない。やることはだいぶ多い。

　締切までの一週間ちょいでこれは正直結構ハードな気がするのだが、大丈夫だろうか。

「とーるはどんなのがいいと思う？」

「うーん、そうだな」

　正直ちゃちゃっと片付けてしまいたいけど、由ゆ美み達結構やる気だしなぁ。ここで水を差すのも何だか忍びない。

「取とり敢あえず部活動とか、クラスの映像とかを撮りまくって、後からそれを編集でどうにかするって形にした方がいいかもな」

「確かに時間はあまり無いしな。透とおる君の言うとおり、まずは動き出した方がいいかもしれない」

　僕と真ま緒おのその言葉に、由美はうーんと何かを考えている風である。

「今回はさ、学校だけじゃなくて学校周辺とか町の映像も撮らない？」

「それはいいと思うけど。どうしてまた学校の外も？」

「えっとね、クリスマス会って生徒以外にも地域の人達もいっぱい来るでしょ？　それなのに映像に映るのが学校だけじゃ、なんか味気ないかなぁって。地域の人達は例えば商店街とか、公園とか、公民館とかそっちの方がなじみ深いんじゃないかな。そうやって町のおなじみスポットも撮った方が、みんな嬉うれしいかもしれないって、えっと、そう思ったんだけど……」

　由ゆ美みはそう言って、自信なさそうに僕と真ま緒おの目を見つめる。

「私はいいと思う」

　真緒はそんな由美に対して、優しい視線を送る。

「私も転校してきたばかりでこの町について詳しく無い。撮影ついでに町について知れるのは有あり難がたい。それに、この町にはこんなに素晴らしいスポットがあるんだから是非紹介したい所だ」

　真緒はそう言って、店内を見渡した。

　あ、こいつあれだ。撮影と称してスイラビに来たいだけだ。ぜったいそうだ。

「ほんと!?　やったー！」

　由美は嬉うれしそうに笑っている。

「確かに学校だけじゃ去年の焼き増しだしな。ちょっとは変えといた方がいいかも」

「とーるもそう思う？　えへへ、じゃあその方向でいこー！」

「それじゃあ今回のコンセプトは『この町の良いところ紹介』で決定します！」

　ぱちぱち、と小規模な拍手。

「方向性も決まったし、今日は決起会だからみんないっぱいスイーツ食べよう！　決起会だからいっぱい食べるのはいいことなんだよ！」

　由美は言い訳をするようにそう言った後、食べ放題のスイーツを取りにぱたぱたとフロアの方へ走っていった。

「ゆみゆみ、元気だな」

　真緒はそんな由美を微笑ほほえましそうに見つめ、小さくそう漏らした。

「由美はいつでも元気だからな」

　元気じゃない時の方が珍しい。由美はいつだって周囲の人達たちを皆明るくしてしまうような天性の気質を持っている。それは誰かに真ま似ねできるものではない。

「透とおる君は体調の方良くなったのかい」

　真緒は静かにそう言った。

「ああ、すっかり良くなったよ。というか良すぎるくらいだ。なんか風邪治ってから色々冴さえててさ。自分の体じゃないみたいだ」

「そうか……」

　真緒はそれだけ言って黙ってしまう。調子狂うな。何か少し気まずいぞ。

　気まずさを隠すように、首元の絆ばん創そう膏こうをさする。

「首元、ずっと気にしているみたいだけど、どうしたんだい」

　真緒はぽつりとそう言った。

「ああ、これか。なんかニキビできちゃったんだよ。先週までなかったのになぁ」

「ちょっとその痕あと見せてくれないか」

「え？　これ？」

「ああ。駄目か？」

「ええ。いや、その……」

　僕が肯定をする前に、真ま緒おは僕の首元に顔を近付けてくる。スイーツの甘い香りとはまた違う、女の子特有の香り。

　なんだこれ。普通に恥ずかしい。

　真緒が僕の首元の絆ばん創そう膏こうに手を触れた。くすぐったい。

　ふと見ると、真緒は真剣な顔で僕の首元を見つめていた。

「ちょっと、真緒──」

　僕がそう言いかけた時、

「まおまお、とーる！　持ってきたよ！」

　ちょうどいいタイミングでスイーツ山盛りの皿を持った由ゆ美みが帰ってきた。

　それを見て、真緒は伸ばしていた手をすっと戻した。しかしその光景を由美はばっちり見ていたようだ。

「あ、あれあれ。ふ、二人とも何をやってたの、かなー？」

　なんか由美はちょっと動揺しているみたいだ。

「透とおる君の首に虫がついていたから払ってあげただけだよ。心配しなくて大丈夫だ。透とおる君を取ったりしないよ、ゆみゆみ」

「なな、な！　心配とかしてないよ！　なにいってるのまおまお！」

　ゆみはわたわたしながら真緒に反論している。よく分からない会話だ。

「はは。ゆみゆみは可愛かわいいなぁ。ほら、一緒にマカロン食べよう。あーんしてあげようか」

「まおまお！　もー、からかわないでよ」

　由美はぷりぷりしながら席についた。




　それからしばらく翌日からの撮影について話し合い、

「それじゃあ、明日の朝早くから撮影頑張ろうね！」

　と約束をして、その日は六時前に帰宅した。
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「あーちゃん、ただいま～！」

　家に帰り、神速で僕は押し入れの中のあーちゃんに会いに行く。

　ダンジョンの中央はうって変わって落ち着きを取り戻していて、あーちゃんものんびりスケッチブックに何かの絵を描いていた。

「おかえり、おにいちゃん」

　あーちゃんは描く手を止め、僕の方を振り返る。

　ちょっと寝不足そうだったあーちゃんはもうすっかり元気そうだ。

「あれから甲かつ冑ちゆうヤロウ達たちここまで来た？」

「ううん。来てない。たまに奥の方で『うわー』みたいな小さな声がするくらい」

「そりゃよかった！」

　昨日頑張った甲か斐いあって、ダンジョンの各所には武器防具の代わりにカラフルな箱が点在している。随分景観もよくなった……と思う。

　ただ、来訪者が頻ひん繁ぱんにやってくる洞窟の奥の方は定かではない。きっと甲冑がまたゴロゴロ転がってるんだろうなぁ。

　山のように積み重なった甲冑や剣の山を想像して、またちょっと憂ゆう鬱うつになる。

「あーちゃん、ちょっと様子見に行かない？」

「ようすって、へんなやつらの？」

「うん。昨日二人で作ったダンジョンの罠わながしっかり動いているかちょっと見たくてさ。あーちゃんも見たくない？」

「……！　うん！」

　あーちゃんは僕の言葉を聞いて、きらんと瞳ひとみを輝かせた。あーちゃんもあーちゃんで、自分の作ったものがうまく動いているのか見たいのだ。

　念のためにこのダンジョンでトップクラスの力を誇るどしどしくんを連れて、僕達は昨日と同じように冒険者達がやってくる方の穴へ向かった。




「うおお、結構すごいことになってるな」

　僕とあーちゃんが昨日ずっといた場所にたどり着いた時、ちょうど甲冑を着た来訪者がバリア床の上で「gyaaa!!」と叫びながら跳ね回っていた。十数回跳ね終えたところで、甲冑を残して光の粒になってダンジョンの奥へ消える。

　おー、結構効果あるんだあれ。

「あ、べとべとちゃんまって」

　あーちゃんの肩の上に乗っていたべとべとちゃんが跳ね、ダンジョンの中を転がっていき紫色の沼へたどり着いた。その沼は見るからに毒っぽい禍まが々まがしげな色をしていて、案の定その上にはいくつかの甲冑が転がっていた。

　べとべとちゃんはその沼に入り、ごくごく毒沼の液体を飲み出した。

「ちょ、ちょっと！　あーちゃん、あれは大丈夫なの」

「だいじょうぶ。グレープ味だから」

「あの禍々しい沼って毒だよね。グレープ味でも毒は毒だよね!?」

「だいじょうぶ。ちゃんとほとんどの生き物を殺せる毒だから」

「何が大丈夫なのかな!?　まったく大丈夫じゃないよね!?」

　我が妹ながら恐ろしい発想。あんなもの外界に持っていったら恐ろしげな兵器として使用される未来しか見えない。口周りに紫色のグレープ毒液をつけたべとべとちゃんを絶対外に出さないよう見守ろう。ただでさえクリスマスツリー破壊の余波がきてるってのに、これ以上問題を起こされても困るよ。

　満足したのかべとべとちゃんは「きゅぷん」と可愛かわいい音を発し、毒沼をゴロゴロ転がってきた。多分あの毒はほとんどの生き物は殺せるんだけど、べとべとちゃんには効かないのだろう。何とも都合のいい毒だ……。

　そんなべとべとちゃんを、あーちゃんは足元の地面を水に変えて待っている。早くその紫色の液体を洗い流して欲しい。

　その時、その後方から甲かつ冑ちゆうを着た来訪者が飛び出してきた。

　その来訪者の後ろにはおにくさん（完全なる肉塊だがつぶらな瞳ひとみをしている）が自身の肉塊を躍やく動どうさせ、ゴロンゴロン音を立てて転がってきていた。

　何度見ても結構怖い。

「●▲☆★☆!!」

　よく分からない言語を叫びながら、毒の沼に突っ込んだ。バシャン、という音と共に紫色の液体が周囲に飛び散る。

　その液の飛び散る先に、あーちゃんがいた。

　まずい！

「危ない、あーちゃん！」

　刹那のことだった。

　だけど飛び散る滴しずくがスローモーションのように見えた。

　僕はあーちゃんの元へ駆けた。自分が思い描くよりも遥はるかに速いスピードで体が動いた。

　一瞬で僕はあーちゃんの前まで到達して、液体の軌道に入る。

　ぴちりと紫の液体が数滴腕にかかった。

「おにいちゃん！」

　あーちゃんはそう叫んで、僕の手をばっと摑つかんだ。手には紫色の液体が滴したたっている。

　それを見てあわわと震えるあーちゃん。そして──

「ちゅう」

　とっさにあーちゃんは口でその液体を舐なめ取った。

「あ、あーちゃん。ちょっとその、えっと、おにいちゃんドキドキしちゃうんだけど……」

「むむむむ！」

　あーちゃんはたぶん「しずかに！」と言っているんだろう。ただ、僕の腕に吸いついているのか変な言葉になっていた。やばい、心臓がドキドキする。

　そうしていると、ふとあーちゃんは何かに気付いたように僕の腕から唇を離した。

「おにいちゃん、大丈夫なの？」

　あーちゃんはぽかんとした表情でそう言った。

「えっと、別に問題はないけど」

「あれ？」

　あーちゃんはきょとんとしている。

「からだ、いたくないの？　体中のあなというあなから血とか噴きでてない？」

「うん、全く。というかなにその効果。めっちゃ怖いんだけど」

「あれー？」

　ふと横を見ると、毒沼に入った甲かつ冑ちゆうのうめき声は既に途絶えていた。相も変わらず甲冑だけがそこにある。

「みんな死んじゃうはずなのに」

「さっき液体を舐なめたあーちゃんは大丈夫なの!?」

「私と、ここのみんなには効かないよう作った」

　案の定何でもありだ。というかそれなら別に僕が慌てなくてもよかったのか。

「あーちゃん僕にも効かないよう作っていたのを忘れているんじゃない？　だってなんともないぜ」

「うーん」

　あーちゃんは何か考え込んでいるようだ。まぁでも、実際に僕の体に異変がないんだからたぶん効かないよう作ったんでしょ。まったくあーちゃんもドジっ子なんだから。

　ちらりと腕を見ると、あーちゃんの唾液がついている。

　この腕、もう洗えねぇ……。あとでサランラップ巻いとかないと……。

　そうやって恍こう惚こつの表情で腕を見ていると、訝いぶかしげにあーちゃんがぼくの顔を覗のぞき込こんでくる。

「おにいちゃん、やっぱりからだ悪いの？」

「ああいや、違う違う。ちょっとあーちゃんに腕舐められたから、びっくりしちゃって」

　その言葉を聞いたあーちゃんは自分のやったことを思い返したのか、ぱっと顔を赤くした。

「けがしたらつばつければ治るって、昔お母さんが言ってたから」

「いいよ！　あーちゃんが心配してくれておにいちゃん嬉うれしいよ！」

「おにいちゃん、わたしちょっと恥ずかしい」

「あーちゃんかわいい！」

　顔を赤めらめてもじもじしているあーちゃんめっちゃ可愛かわいい！　我慢できずにいつものようにあーちゃんの頭をよしよし撫なでる。

　あーちゃんが心配してくれたのも恥ずかしがってくれたのも嬉うれしい。

　それだけであーちゃんの前で毒液を受けた甲か斐いがあった。

　にしても、ダンジョンのトラップはうまく作用しているようだ。

　毒の沼やバリア床上で放置されている鎧よろいはちょっとずつ溶けていっているし、これなら横にどけて箱に入れる必要もないかもしれない。広場にも甲かつ冑ちゆうヤロウはやってきていないようだし。

　うん。大丈夫。これなら安心して映像作成の仕事も受けられる。

　あとは、そのことをあーちゃんにどう伝えるかだけど……。さて、どうしたもんか。

　僕はあーちゃんの頭をわしゃわしゃ撫でながら、

「ねぇ、あーちゃん。ちょっと話があるんだけど、いいかな」

　と言うと、あーちゃんは「なぁに」と目を細めながら言った。

「もしかしたら今週、ちょっとダンジョンに来るの遅くなっちゃうかもしれない」

　あーちゃんはぱっと振り向いた。

「どうして？」

「ちょっと学校のイベントの手伝いをさせられることになっちゃって。ほら、この前べとべとちゃんが外に出た時に学校で色々あってさ」

「がっこう……」

　呟つぶやくようなあーちゃんの声。その小さな声に胸がちくりと痛む。

「そうなんだよ。クリスマス会ってのがあってね、そのツリーをべとべとちゃんが倒しちゃったんだ。僕がなかなか捕まえられなかったのが原因だから、ちょっと申し訳なくて。その責任取ってちょっとお手伝いすることになったんだ」

　べとべとちゃんが外界になんか変な影響を与えていたのは……まぁ言わなくてもいいだろう。余計なことを言ってあーちゃんを心配させるのもなんだ。

　言い訳をしているわけじゃないんだけど、ちょっと早口になってしまった。

「おにいちゃん、またここに来てくれるよね？　もう遠くに行ったりしないよね？」

　あーちゃんは小さくそう言った。

「当然だよ。というかちょっと遅くなるくらいでよほどのことがない限り基本毎日来るし、一週間くらいで頼まれた手伝いは終わるから、そうしたらもうソッコーで来るよ！」

「そっか……」

　相変わらず寂しそうな返事。

　この前言っていたように、あーちゃんは新しい学校に馴な染じめなくて僕の書いた手紙を読んでプレッシャーを感じていた。あーちゃんは現実の世界のことを忌き諱きしているといってもいいくらいだ。

　そのせいもあって、僕はあーちゃんの前ではあまり学校のことを話さないようにしていた。そうやってあーちゃんにプレッシャーを与えるのは僕の本意じゃないからだ。

　それでも今回は確実に学校のイベントのためにここに来る時間は遅くなってしまう。もしかしたら来られない日もあるかもしれない。

　その時にあーちゃんに噓うそをつくのはいやだから本当のことを言ったけど、もしかしたら失敗だったのだろうか。

「もしダンジョンにもっと変な奴やつらが来るようになったらお手伝い休ませてもらうよ。心配しないで。絶対に僕はあーちゃんを優先する」

　その言葉で不安を取り除けるかどうか分からないけど、それでも僕はそう言うしかなかった。

「……ありがとう、おにいちゃん」

　あーちゃんはにこやかな笑みを浮かべている。よかった。

　ほっとすると同時にずきりと首元が痛んだ。この前絆ばん創そう膏こうを貼ったあの痕あとだ。

　触れてみたけど、もう痛みはなかった。さっきスイラビで真ま緒おに見られてからたまに鈍い痛みがするんだよな。どうしたんだろう。

　一瞬脳裏に不安がよぎる。だけど目の前にいる幸せそうなあーちゃんの顔を見ると、そんなの些さ細さいなことだと思えて不安も消えた。

　僕にはあーちゃんがいればそれでいいのだ。
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　目覚ましを三個かけたのでかろうじて朝四時に起きることができた。

　開校記念日で祝日の今日は朝からオープニング用の映像撮影をすることになっている。

　眠い目を擦こすりながら朝食のパンを食べて寮から出ると、由ゆ美みが入口に立っていた。

「おはよー、とーる。ねむいねー」

　そう言って由美はふわあとあくびをする。なんたってまだ朝四時半だ。いつもなら布団の中ですやすや寝ている。

「おはよう、由美。あれ、真緒は？」

　真緒もこの時間に僕の寮の前で待ち合わせのはずだったのだけど姿が見当たらない。

「なんかまおまお、先に撮影現場に行ってるって。こっちまおまおの家から結構遠いらしくて」

「あ、そうなんだ。じゃあもう僕達たちもいこっか」

「うん！　ふわぁ。それじゃあいこーいこー！」

　由美はもう一度小さくあくびをすると、スイッチが入ったかのように元気に腕を振って歩き出した。

　僕もそれについて歩く。

　今日の撮影は町外れの雑木林だ。といってもこれは僕がどうしても撮りたいと言った場所だ。雑木林の中には木々の隙間から朝日が漏れ出るスポットがあって、それが本当に綺き麗れいなのだ。

　僕はその光景を、幼い頃あーちゃんと一緒によく見に行っていた。そんな思い出の場所だ。由ゆ美みには言っていないけど、僕がこの町でトップクラスに好きな場所だ。

　一時間ほど歩いたところで、ふと由美が立ち止まった。

　立ち止まった由美の視線は、進行方向にある建物に向けられていた。

　そこは何てことない寂れたアパート。

　そのアパートを見て、思わず僕も立ち止まる。

　この道を通るのは久しぶりだから、ここを見るのも久しぶりだ。

　たぶん、数年ぶりだろう。

「あっ、ごめんね止まっちゃって。何か懐かしいなぁって思って。とーる、あんまりここ好きじゃなかったよね」

「気にしないで。……もう大丈夫」

　ここは昔、僕が家族で住んでいたアパートだ。僕とあーちゃんと、それと母さんと父さん。家族四人で暮らしていた。












「そうなの？　ずっととーるここに来たがってなかったから、てっきりあんまり思い出したくないところだと思ってた」

「うん。もう全然気にしてない」

　確かに僕はちょっと前までここを通ることができなかった。

　ここを通ると、あーちゃんと一緒に暮らしていた日々を思い出して辛つらくなってしまったから。だけど、今ならもう大丈夫。あーちゃんはいる。僕の家の押し入れの中のダンジョンに。

「ねぇ、とーる。ちょっと昔のことお話ししていい？」

　由ゆ美みはこちらに向き直り、僕の目を見つめた。

「いいよ。なに？」

「五年前くらいかな。とーるのお父さんお母さん達たちと連絡が取れなくなっちゃって、その後とーると亜あ紀きちゃんが急にどこかに行っちゃった時のこと覚えてる？」

「うん。覚えてる」

　五年前、僕の両親が突如失踪した。

　なんとなくその兆候はあった。両親は二人とも人がいいから、いろんな人にお金をタカられていたんだ。後から聞いたら、少なくない借金もあったらしい。

　あーちゃんと僕はそれから数日経たって、二人で一緒に家出した。といっても、もう家には誰もいないのだから、家出というのが正しいのかも分からない。僕達に帰る家なんかなかった。

「小学校の周りとか、家の近くとか探したんだけどとーる見つからなくて。私ね、その時とーるにもう会えないのかもって思っちゃって、本当に怖かったんだぁ」

　由美はそう言って、目を伏せた。

　僕とあーちゃんはその後、これから向かう雑木林の奥にある廃はい墟きよでこっそり暮らしていた。多分僕は、子供ながら大人に保護されたら別々に暮らさなくちゃいけないということを分かっていたのだろう。

　多分その頃僕達はなんかの映画でそうなる兄妹きようだいの話を見たのだ。そして事実、僕とあーちゃんはその後別々の施設に引き取られた。離ればなれになってしまったのだ。

「そうだったのか。初めて聞いた。何か心配かけちゃったみたいだね」

「ううん。昔のことだから気にしないで。それに結局とーるも亜紀ちゃんも見つかって、亜紀ちゃんは別の県に行っちゃったけど、二人とも無事だったし。……でもあの時は本当に安心したんだよ」

　由美はどこか遠くを眺めるようにそう言った。

　由美は一呼吸する。そして、

「ねぇ。とーるはもう遠くに行ったりしないよね？」

　心臓が鳴った。

　それは、昨日あーちゃんに言われた言葉そのままだった。

　もし僕が、あーちゃんとこの世界を選ぶことを強いられたら。

　その時僕は──

「行かないよ」

　僕はそれ以上考えるのをやめ、そう言った。そんなこと起こりえない。

「ねぇ、それじゃあ亜あ紀きちゃんは──」

　由ゆ美みはそこまで言って、

「ううん。やっぱ何でもない。はやくいこ！　まおまお待ちくたびれちゃうよ！」

　僕の手を引いて歩き出した。




　町外れ、雑木林の前の道路で真ま緒おと合流し、三人で雑木林の中に入った。

　ちょうど朝日が昇ってくる頃に僕のお気に入りのスポットにたどり着く。

「確かにここは綺き麗れいだな。オープニングムービーの冒頭とかで使えそうだ」

　慣れない手つきでカメラを持ちながら、真緒がそう言った。

「ねぇ、とーる。この近くに廃はい墟きよがあるって知ってた？　なんかね、肝試しとかによく使われるところらしいんだけど、そっちも撮っとかない？」

「知ってるよ。そこは……」

　そこまで言って、言葉を止めた。

「どしたのとーる？」

　そういえば由美にはそこは僕とあーちゃんが家出をしている時、ずっと二人で過ごしていた廃墟だということを言っていなかった。

　僕達たちが保護されたのは町に出てご飯を調達しようとした時だから、それまで僕達がどこにいたのかは誰も知らない。

　僕とあーちゃん二人の秘密。当時の僕には、それがあーちゃんと僕を繫つなぐ絆きずなみたいに思っていたのだ。

　今でもなんとなく、それは僕とあーちゃんを繫ぐ絆である気がして言い出すことができなかった。

「いいね。行こう。僕もそういうところ好きなんだ」

「そっか、よかった！　それじゃあいこー」

　一方で真緒はちょっとだけ躊ちゆう躇ちよしているようで、その場から動こうとしない。

「私はちょっとお手洗いに行きたいから二人で先に行っていてくれないかな」

　真緒は照れくさそうにそう言った。

「とか言って本当は怖いんじゃないの？　大丈夫だよ、まおまお。お化けなんて出ないよ！」

　由ゆ美みはそう言ってちょっと悪い笑みを浮かべる。いつも真ま緒おに顔を真っ赤にさせられてばかりだから、からかいたかったのかもしれない。

「ふむ。本当に私も行ってもいいのかな。ゆみゆみ、吊つり橋ばし効果というものを知っているか。恐怖というものは人との距離を詰める際に非常に有効なんだ。そこに私がいても邪魔なだけじゃないのか」

「へっ……？　吊り橋効果……？」

　その後、何か二人はこそこそ話をしていた。由美はしきりに「うう、違うから！　そうじゃないから！　本当に私はいい映像撮りたいだけだから！」と言っていた。何を話し合ってるんだ。

「それじゃあすぐに追いつくから、先に行っていてくれ」

　僕はなぜか顔を真っ赤にした由美と一緒に廃はい墟きよへ向かった。よく分からないけど、やっぱり真緒には勝てなかったんだね……。
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　目に入ってきた廃墟はあの時から全く変わっていない。何だか懐かしくて嬉うれしくなった。

「わぁ。な、なんかちょっと怖いね。お化けとか出たりしないかな」

　一方で由美はめちゃくちゃ怖がっていた。さっきあれだけ真緒を煽あおってたのに。手の平返し早すぎ！

「由美、さっきお化けなんか出ないっていってたよね」

「し、しってるよ！　だけど、ほら。なんかお化けが出なくてもお化けじゃないものは出るかもしれないじゃん……」

「お化けじゃないものって？」

「えっと、幽霊とか？」

「幽霊はお化けじゃないのかよ……」

「幽霊は違うよ！　人のなんか怨おん念ねん的なやつで恐ろしいんだよ。呪われるんだよ。昨日テレビでやってた……」

　そう言って由美はふるふる震えている。なんで自分がこんなにも恐こわがりなのに真緒を煽ったし。この姿真緒に見せてやりてぇ。

　夜も明けて間もないせいか、まだ廃墟の中は薄暗い。足元がよく見えないので、僕はスマホのライトをつけた。

　その時、どこからかガサリと音が鳴る。

「ひゃっ！」

　由ゆ美みが飛び跳ねた。

「ネズミだ」

　チュー、と甲高い声で鳴くネズミが僕達たちの前を数匹通り過ぎた。そのネズミを、ちょうど僕のライトが照らしていた。

「うぎゃー!!」

　由美はそのネズミを見て、大声を上げてその場から逃げるように走って行く。

「ちょ、ちょっと由美。待って！」

「ネズミ怖い！　うぎゃあああ!!」

　お前はドラえもんか！

　由美は女の子とは思えない全力の叫び声を上げている。

　由美の体を摑つかもうとするも、失敗。パニックになった由美は廃はい墟きよの奥の方へ走っていく。ネズミも幽霊も駄目なのによくここに来る気になったな！

　というかまずい。由美の姿がどんどん遠くなっていく。追いかけなきゃ。

　僕はライトで目の前を照らしながら由美を追いかける。いつものんびりしてるのに、マラソン大会でも下から数えた方が早いってのに、こんな時だけ俊敏だ。足元を気にしていたら全く追いつける気がしない。

　もう、由美のばか！

　──その時、かつりと何かが足に当たった。その小さいながらも質量を感じる感触に思わず足を止め、足元をライトで照らす。

「っ……!?　これは!?」

　あり得ないものがそこに落ちていた。

　僕の足に当たったそれは、ライトの光を反射して妖あやしく煌きらめいている。

　血のような赤に染まった刀身に、漆黒の柄、そして足元から伝わる仄ほのかな熱気。

　見み紛まごうはずもない。

　それは、いつかダンジョンにやってきた狐きつね面めんが持っていたナイフだった。

「これは、あの時のナイフ……」

　あの時のことを思い出してぞくりと背筋が粟あわ立った。

　あれは夢なんかじゃなかった。

　確かにあの時のナイフが目の前にある。

「でも、どうしてこんなところに」

　思考が追いつかない。

　その時、上の階からガスンと硬質なものが砕ける音。

「わ、わー！」

　由ゆ美みの声がする。まさか。あの時の狐きつね面めんが!?

　僕は即座に階段を上り、声のする方へ走った。

「と、とーる！」

　そこに狐面の姿はない。

　代わりにベランダの外側にぶら下がっている由美がいた。

　由美は両手でかろうじて鉄柵を摑つかんでいるも、ずりずりと次第にその手も下がっていき、今にも離れそうだった。

　周辺には崩れたコンクリートの縁の破片が転がっている。

　由美のことだ。きっとネズミから逃げていたらここにたどり着いて、ベランダにもたれかかった時にその縁が崩れてしまったのだろう。

　クソ、最悪だ。

　ここは三階。下に落ちたら怪け我がは免れない。打ち所が悪ければもしかしたら──

「由美！　今行く！」

　考えるより先に体が動いた。

　そう叫んで、僕は由美のいるベランダへ走った。

　由美の片手が鉄柵から離れる。

　か細い声が由美の口から漏れた。

「うう……！　もう、だめ……」

　その瞬間、その体がふらりと風で揺れる。

　片手も離れた。

「由美！」

　手を伸ばす。

　指先が由美の上着の端に引っかかった。

　途端にずきりと首元が痛む。その痛みは耳元まで突き抜けるほど鋭かったけど、そんなものに構っている場合じゃない。

　僕は小指と薬指に挟んだ由美の服の端を全力で引いた。

　ビリッという音と共に、由美の体が宙を舞った。

「うおっ！」

　想像以上にすんなりと由美を引き上げることができた。その想定外の力に、思わずのけぞった。

　なんだ、何が起こっている。

　わけも分からずに尻餅をつく。

「わっ、わっ！」

　一瞬宙に浮いた由美は、そのまま僕の背後にふわりと落ちた。

　着地を失敗したのか、こてんと転ぶ音と「あいた」という由ゆ美みの声。

　それは由美の無事を示す証あかしだ。

　──よかった。

　体からどっと力が抜けた。

　本当に危なかった。一瞬でも遅れていたら由美は下に落ちていただろう。そうしたらどうなっていたのか、考えたくもない。

　汗で濡ぬれたシャツからひんやりとした感触がした。

　それにしても、さっき由美を引っ張り上げた時の力は一体……。

「とーる……」

　思考を遮さえぎるように、由美の声が後ろから響いた。

「ごめんなさい。私、私……」

　由美の声に鼻をすする音が混じっている。

　そりゃそうだ。あんな体験をして泣かない方がおかしい。

「由美、大丈夫か」

　仰あお向むけのまま僕はそう言った。

「うん、大丈夫。ごめん、とーる」

「心配かけやがって。本当に慌てたぞ」

「ごめん。……ありがとう、とーる」

　そう返した由美の声にはまだ小さな嗚咽おえつが混じっていたけど、それでも少し落ち着いたようだ。しきりにそうやって謝ってくるのが逆に気まずい。

「そんな気にしなくてもいいって。気にするなよ。由美が無事ならそれでいいよ」

　偽らない本音だった。

「……とーるはいつも私を助けてくれるよね」

　由美はぽつりとそう漏らした。

「むかし私がクラスの男の子にからかわれて、それで放課後に教室で泣いてた時のこと覚えてるかな。その時とーる、その男の子に『女の子を泣かしてんじゃねぇ！』って言って、その男の子と喧けん嘩かになって……」

　覚えている。当時から発育のよかった由美は、小学生の男子からしたらからかいの対象だった。小学生特有のヒーローじみた万能感からそんな行動をしたことがある。

「とーる、結局その男の子にボコボコにされちゃったけど、それでも嬉うれしかったんだ」

　そうなのだ。ムキになったそいつの反撃にあって、それはもうボコボコにされた。僕の幼よう稚ちなヒロイズムはそこで現実に叩たたきのめされたのだ。

　たぶんその男子も由美の気を引きたかっただけなのだろう。結局それからそいつは後から来た先生にそれはもう怒られたし、そのせいかクラスの女子からめちゃくちゃ嫌われてしまったので今思えば少し可哀かわい想そうなことをした気もする。まぁ僕も殴られたしそこら辺はチャラだ。

　後悔はしてないけど、正直ちょっと恥ずかしい過去ではある。

「そんなこともあったっけ」

　恥ずかしさからそうやって知らないふりをしてしまう。

「うん。……とーるはね、いつもそうやって自分のことなんかお構いなしに、誰かのことを助けてあげられる。私、とーるのそういうところ、本当にすごいと思う」

「違うって。そんなに大したもんじゃないよ」

　本当にそうだ。僕は自分が後悔しないよう、ただそれだけのために行動しているだけだ。それは誰かのためでもある前に、自分のためでもある。

　それは多分、今だって──

　かつりと廃はい墟きよの地面を踏む音。由ゆ美みの声が近付いてくる。

「ううん。違わないよ。透とおるはいつだって、ヒーローみたいに私を助けてくれる。私、そんなとーるのこと──」

　由美の姿が視界に映った。

　その由美は上着が破れ、ピンク色のブラジャーが丸出しになっていた。たわわが視界一面に広がっている。

「ゆ、由美。なんというか、ごめん。服が……」

「へっ？　へぷち」

　由美は小さくくしゃみをして、視線を自分の体に移した。袖から完全に破れた上着がぷらんとしていて、上半身が露あらわになっている。

「ぎゃ、わ────!!」

　由美はそう言って自分のお腹なかを隠しうずくまった。いやいや、もっと別に隠すところあるでしょ！

「由美、ちょっと落ち着いて」

「みないで──────!!」

　由美はお腹を隠しているので胸の方は完全に見えている。色々間違っている気もするけど、直視することができない。

　由美は顔を真っ赤にして目をぐるぐるさせている。

　叫び声を上げる由美は次第に「かひゅー」と過呼吸気味になって、ふらふらと体をゆらし始める。

「ぴぎゅう」

　由美はそんな断末魔にも似た言葉を呟つぶやいて、ぱたりとその場にうつぶせで倒れた。

　多分、極限状態の緊張感が急になくなったせいだと思う。それがどこかで見た格闘家の負け姿みたいだったのも、更に悲愴感を助長していた。ゆみぼのさん……。












　いたたまれなくなり、僕は自分の上着をそっと由ゆ美みに掛けた。

　この気の毒な少女にどうか祝福を……。





　22．






「透とおる君、一体これはどういう状況なんだい」

　途方に暮れていると、後ろから真ま緒おの声が響いた。

　振り返ると真緒は倒れている由美にかぶせた上着をちょっとだけずらし、ため息をついた。すぐさま冷めた視線が僕に向けられる。

「ちょっと待って。真緒、なんか勘違いしてない？」

「いや、状況を正確に認識しているよ。まさか透君が人ひと気けのない廃はい墟きよでこんな大胆な行動に出るだなんて……」

「絶対勘違いしてる！」

「ゆみゆみも透君に剝むかれるのなら本望だろうが……。ゆみゆみの気持ちを大事に思うのならもっと順序を踏まえて行動してあげたらどうだい」

「意味わかんないよ！」

「……本当に君は鈍感だね。この愚ぐ鈍どん唐とう変へん木ぼくが。ここまで来ると哀れみすら覚えるぞ。阿あ呆ほうの中の阿呆だな君は」

　何な故ぜかめちゃくちゃ罵ば倒とうされてる。由ゆ美みの危機を救ったのに……。

「ということはゆみゆみを性のはけ口程度にしか考えていないのか君は……。呆あきれるよ」

「いやいや、ちょっと待って。説明させてくれ」

「仕方ないな。ゆみゆみの貞操を守るためだ。透とおる君、ゆみゆみの代わりに私の胸を揉もませてあげるからそれで我慢しなさい」

「へっ!?」

　思わず僕は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「なあに、減るもんじゃない。ここは一つ、私の胸を揉むことで溜りゆう飲いんを下げてくれないだろうか。ゆみゆみに比べれば貧相かもしれないが、それでも人並み以上はあると自負している。物足りないかもしれないが我慢してくれ。さぁ、どうぞどうぞ」

　真ま緒おはそう言って上着を脱ぎ出そうとする。肩口から真緒の白い肌が見えた。

「ちょっとまって。おい、だからやめて！　脱ぐのやめて！」

　そんな真緒を慌てて止めた。

　こいつなにやってんの！　痴女かよ！　前々から思っていたけどこいつの常識ちょっとおかしいぞ！

「なんだい、やはり私のものではなくゆみゆみの大きな胸を揉みたいというのか……。この強欲唐変木性欲大魔王が」

　なんだかどんどん真緒の僕に対する印象が悪くなっていく気がする……。早いとこ訂正しないと。

「だからそうじゃなくて、由美がそこから落ちそうになって、それを助けただけだって」

　僕はそう言ってベランダの壊れた箇所を指さした。

「なんで落ちそうになったのを助けたのにゆみゆみの上半身が剝むかれているんだい」

「服を摑つかんで思いっきり引き上げたから破れちゃったんだよ。本当にギリギリだったんだぞ。指先がかかるくらいのタイミングで、一瞬でも遅れたら下に落ちてたんだよ」

　真緒は何故か驚嘆したような表情を浮かべる。

「透君。君は落ちそうになったゆみゆみの服を指先だけで摑み、引き上げたと。そして引き上げる際の力で由美の服が破れたと、そう言っているのかい」

「ああ、そうだけど。たぶん火事場の馬鹿力だと思うよ。ほら、人間危機に瀕ひんしたらとんでもない力が出るってよくいうじゃないか。それがどうしたってんだよ」

　僕の言葉に、真緒は俯うつむいて、

「……もう時間は残されてないみたいだね」

　小さな声で何か言っていた。

「ん？　どうしたの」

「いや、なんでもない。透とおる君がゆみゆみを襲おうとしていなかったことは分かった。取とり敢あえず下りよう」

　真ま緒おは由ゆ美みを軽々と背負って入口に向かって歩いていく。あの細い体のどこにあんな力があるんだ。

　僕は真緒の前に立ってスマホのライトで前の道を照らした。

　そこでふと気付いた。ここは狐きつね面めんの持っていたナイフを見つけた場所だ。由美の件ですっかり頭から抜け落ちていた。確かこの辺りで見つけたはずだ。そのはずだった。

「あれ……？」

　そこにナイフはなかった。あたりを照らしてみても、影も形もない。この短時間で一体どこに。

　その時、照らす廃はい墟きよの先で小さな光が見えた気がした。その微かすかな光の根元には、どこかで見たような光景が──

「ほら、何やってるんだ透君。早く先に進んでくれたまえ」

「ああ、ごめん」

　真緒の言葉に一瞬視線を外した。すぐに元の場所に視線を戻したけど、そこに光はなかった。

　……見間違えか。

　そのまま僕は真緒と一緒に廃墟の入口まで歩いていった。
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　それから数日後、映像の撮影自体はなんとか終えることができた。

　ただ、それだけで終わりではない。まだ編集作業が残っている。

　今日はその編集作業のために、由美の家にやってきた。

　僕と真緒が家の前で待っていると、窓から「もーいーよー！」という由美の声が響く。

「おじゃまします」

　真緒と二人でそう言って家の中に入る。

　由美の両親は現在出張中らしく、家の中から家族の声はしない。

「いらっしゃいませ！　こっちこっち！」

　代わりに由美の明るい声が響いた。由美に案内され、階段を上っていく。

　二階にはいくつか部屋があったけど、その中の一つは「ゆみの部屋！！！！！！」と由美の名前と六つのエクスクラメーションマークが書かれた札がつけられている。

　たぶん。いや間違いなくここが由美の部屋だろう。めちゃくちゃ分かりやすい。

「ちょっと汚いかもしれないけど……。あんまりごそごそ漁あさらないでね……！」

　そう言って由ゆ美みは部屋の扉を開けた。

　部屋に入ると、いくつかゆるキャラのぬいぐるみが目に入ってくる。それはベッドの上だったり、棚の中段だったりと各所にある。机が一つとベッドが一つの八畳ほどの部屋は、女の子特有の甘い香りに包まれていた。

「ここがゆみゆみの部屋か」

「わっ、ちょっと、じろじろ見ないでまおまお……」

　舐なめ回すように部屋を見つめる真ま緒おの服の裾すそを、由美は恥ずかしそうにぐいぐい引っ張った。僕も見渡そうかと思ったけど、何だか恥ずかしかったのでぬいぐるみの一つをじっと見つめていた。

「おっと、こうしている場合ではない。早いところ編集作業をしよう」

　真緒は鞄かばんの中から学校で灯とう香か先生から借りたパソコンを取り出した。由美も「そうだね！」と元気に言って、机の上にあるデスクトップ型のパソコンを起動する。二台のパソコンの起動音が部屋に響いた。

「つっても僕も由美もほとんど動画の編集なんてしたことないんだけど、大丈夫かな」

「私も知識があるくらいで実際に編集はしたことは無い」

　真緒はそう言ってちょっとぎこちない手つきで動画編集用のソフトを起動している。真緒は頻ひん繁ぱんに〝知識はある〟とはいうものの、実践したことがないことが多すぎる。一体どんな環境で育ったらそんな偏ったものになるんだろう。動画編集の方法を知っているけど、実際にやったことがないなんて、あんまり考えにくい。謎だ。

「先生から編集用ソフトのＣＤも借りてきているから、今からゆみゆみのパソコンにも入れる。導入諸もろ々もろもあるから少し待っていてくれ」

「まおまおすごいなー」

　由美は感心した様子でそう言っている。真緒の手つきはぎこちないものの、それでも十数分程度でソフトのインストールは完了した。

「それじゃあ私は前半部分を作成するから、ゆみゆみと透とおる君は後半部分の動画を作成してくれ。操作方法などはこの説明書に書いてあるが、分からないことがあったら私に聞いてくれ」

　真緒は映像データの入ったカメラやノートパソコンをカチャカチャいじり始める。おお、頼もしい。

「とーる、私達たちもがんばろうね！」

　むふー、と気合いの入った様子で、由美は顔の前で拳こぶしを握っていた。
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　それから数時間、黙々と僕達たちは動画の編集をしていた。最初は操作方法がよく分からなくて真ま緒おに色々聞いたりしていたけど、動画編集をしていない片方が説明書を読んだりと役割分担が進み、だんだんと勝手が分かってきたので真緒への質問も少しずつ減っていった。

　由ゆ美みはしきりにふわふわと画面いっぱいに花びらを舞わせるメルヘンチックな編集をしたがったり、真緒は真緒で片隅にスイーツの写真を執しつ拗ように入れようとするのでそれを抑えつつ、少しずつ動画の編集は進んでいく。

　それでもなかなか終わらず、夜遅くになっても完成度は七割といったところだった。流石さすがに由美の顔にも疲労の色が浮かんでいる。僕も流石に疲れてきた。

　真緒はというと、全く疲れた様子もなく、黙々と作業をやっていた。タフだ。

「わたし、ちょっと外の空気吸ってくる……」

　由美は眠たそうにそう言うと、よろりと椅子から立ち上がった。

「由美、ちょっと休んでいいぞ。ここの編集は僕がやっとくよ」

「ありがとう。目が覚めたらきっと私戻ってくるから。それまで待っててね……。絶対帰ってくるから……」

　由美はそんなフラグみたいなことを言いながら、よろよろと部屋から出て行った。

「ゆみゆみ、だいぶ疲れているようだな」

　真緒が画面から目を離さずにぽつりとそう言った。ちらりと時計を見ると、もう二十三時をまわっていた。十時間近くやっていたんだからそりゃ疲れる。

「真緒は全く疲れていないみたいだね」

「ああ。もう少しで終わりだからな」

「マジか」

　真緒の画面を見ると、もう動画が流れていた。多分最終チェックをしているのだろう。それっぽい感じの映像が、それっぽい感じの音楽とそれっぽい感じの編集と共に流れていた。

「よし、もう殆ほとんど大丈夫そうだな」

　真緒は満足そうに呟つぶやいた。

　僕と由美の分ももう少しで終わりそうだけど、それでももうちょっとだけはかかる。

　これ、本当に終わるのか？

「透とおる君達の方はどうだい」

　真緒はそう言ってこちらのデスクトップパソコンの画面に目をやった。

「こっちはもう少しかかりそうだよ」

「だがもう少しで終わりそうじゃないか。これなら後は二人に任せてもよさそうだ。……まったく私も、最後に楽しい経験をさせて貰もらったな」

　真ま緒おはそう言って目を細めた。

「最後もなにも、まだまだだよ。もしかしたら修正しなくちゃいけない点も灯とう香か先生から指摘されるかもだし、灯香先生のことだからまた別の仕事振ってくるかもしれない。僕と真緒は一応クリスマス委員のお手伝いってことになっているんだからな」

「ああ、そうだったな。……すまなかった。色々とな」

　真緒はどこか寂しげに、珍しくそうやって素直に謝った。

「なんだよ、真緒らしくないな。疲れてるんじゃないの」

「……かもしれないな。うん。今日はもう帰るよ。動画だが、私の作った分はそっちのパソコンに入れておくから後で結合させておいてくれ。やり方は……まぁ大丈夫だろう。説明書にも書いてある」

　真緒がそう言って、ＵＳＢを由美のパソコンに入れる。手慣れた手つきで動画ファイルを由美のパソコンに移していた。その間にも真緒は帰り支度を進めている。

　ポン、と移動が終わった音がパソコンから響いたところで、由美が部屋に戻ってきた。

「よし、がんばろー！」

　夜風に当たって目が覚めたのか、さっきよりも少し高いテンションだった。ただやはり疲れは抜けていないらしく、顔には僅わずかに疲労の色が見える。

「あれ？　まおまお帰っちゃうの？」

　すっかり帰り支度を終えた真緒を見て、由美はそう言った。

「ああ、私の分はさっき終わった。透とおる君と比べて私の家はここから遠いから、先に帰らせて貰もらうよ」

「そうなんだ……。寂しいな」

　由美はそう言って俯うつむいた。

「ゆみゆみ、ちょっとこっちにおいで」

　真緒は由美を呼んで何かこそこそ話している。

　小さい声だったから内容はよく分からなかったけど『唐とう変へん木ぼく』『お風呂』『豊満なゆみゆみのボディ』『アピールチャンス』『がんばれ』みたいな単語が微かすかに聞こえた気がした。由美は顔を赤くしていたけど、その由美に対して真緒はまたなんか言っている。

「ううう、まおまお……。ありがとう」

「ああ、じゃあ私は帰る。透君、ゆみゆみ、それじゃあ」

　真緒は少し俯いて、一呼吸置いた。

「さようなら」

　真緒は少しだけ寂しそうな笑顔でそう言うと、部屋から出て行った。

　部屋には僕と由美だけが残され、沈黙が部屋を包んだ。

「そ、それじゃあ残りの編集やろ！　うおー、がんばるぞお！」

　風呂上がりのせいか、顔を真っ赤にした由ゆ美みはそうやって無駄に元気なかけ声を上げた。僕もつられて「おー！　やってやるぞ！」と声を出す。

　僕と由美は拳こぶしを天に掲げ、「やるぞー！」と叫んだ。そしてハイタッチ。パチーンという音が部屋に響いた。

　完全なる深夜テンションであった。
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「うあー、今度こそおわったー！」

　それからの編集作業は深夜のハイテンションも相まって一時間ほどで終わった。

　編集作業が終わった瞬間にもハイタッチ。ぺんぺんぺーんと三回ほどして、由美は僕の手を握った。力強い握手だ。

「やった、やったねとーる！　私達たちやりとげたよ！」

「ああ、由美！　僕達はやり遂げた！　ばんざーい！」

　握った手をぶんぶん振って二人で喜んだ。長かった……。ようやく終わった。

「もうこんな時間か……」

　時計を見ると、ちょうど〇時を指し示していた。

　まずいな。うちの寮は入浴時間が決まってて、〇時を回ると浴室が閉まってしまうのだ。この時間に開いてる銭湯、あったかなぁ。

「風呂どうしよっかなぁ」

　何気なくそう呟つぶやいた。

　その時ふと横を見ると、由美は何な故ぜか真っ赤な顔でもじもじとしていた。

　しばらく由美は「お風呂、チャンス、うぐう」と小さく独り言を呟いていた。なんだよもう。

　僕が鞄かばんに取り出した荷物を入れようとすると、由美は何か吹っ切れたかのように、

「と、とーりゅ。つかれてるなら、わ、私の家のおふりょ入ってきてもよろしくてよ！」

　なんかお嬢様のような口調でそう言った。

「お、おう。それは助かるかもしれない」

「そうでしょ！　えっと、はいバスタオルあげる！」

「ありがとう」

「とーるお風呂の場所分からないよね！　私が案内してあげる！　こっち！」

「は、はい」

　何故かお風呂の場所を案内するだけなのに、あわあわとテンパりながら僕を先導して階段を下りていく由ゆ美み。もうなんか完全に様子がおかしい。

「ここだから、お風呂入っておいで！」

「はい」

「じゃあゆっくり入りなね！　とてもゆっくりするんだよ！」

「お、おう」

　僕は由美の勢いに流されるがまま、風呂場に入った。そこには先に風呂に入った由美の下着が普通に脱ぎ捨てられていたので、僕は思わず目を逸そらす。

　そういえばここ、いくら由美とはいえ女の子の家のお風呂じゃないか。

　そう思うと何だか緊張してきた。

　さっさと体洗って帰ろう。

　服を脱ぎ、浴室に入る。寮の大浴場と比べたら小さいけど、それでも普通の家からしたら大きな浴槽が目に飛び込んでくる。ちょっと前に由美が入ったせいだろうか、床は濡ぬれていた。

「なんか慣れないなぁ」

　ぼそりとそう呟つぶやくと、狭い浴室でその声が反響した。

　取とり敢あえず僕はシャワーで体を流す。シャンプーを手に一滴出すと、いつも学校で由美から漂ってくる香りがした。うう、何かダメだ。とっとと体洗って出ないと。

　僕が頭を洗っていると、浴室の横からごそごそと音が鳴っている。

「誰だ！」

　返事はなかった。

　代わりに、がらりと浴室の戸が開く音。

　そして、声が響いた。

「とととととーりゅ！　お湯加減いかがでしょうか」

「なになに！　え？　由美？　どうしたの!?　僕入ってるよ!?」

　わけの分からない事態に、そんな普通の返しをしてしまった。

　ちょうど頭を洗っていたので、目を開くことができない。

　だけど由美の声と、その荒い息は確かに僕の横から聞こえている。

「とーるがんばったから。その、まおまおが。えっと、がんばった人にはお風呂でお背中をお流しするのがまおまおの住んでた国の礼儀だとお聞きしたので……！　その、変な意味じゃなくて、まおまおの国流の、動画作成がんばったお礼なのだ！」

　言ってることやら語尾がもうめちゃくちゃだ。キャラがめっちゃふわふわしてる。というか絶対噓うそだ。真ま緒おのヤロウ、また適当なことを言いやがって。

　だけど僕の脳はそんな状況に全くついていけていない。

　だから僕は「あ、それじゃあお願いするよ」と返事をしてしまった。その言葉を吐いた後、顔が熱くなった。なんか今、とんでもないことになってないか!?

「じゃあ、せ、背中流しますね」

　そう言って由ゆ美みの方からどすん、ガシャンと音がした。それと同時に何か硬いものが僕の背中に当たり、からんと音を立てて下に落ちた。

「痛い！　なになに？　何やってるの由美！」

「ご、ごめんなひゃい。だって目隠ししてるからよく分からなくて転んじゃった」

　どうやら由美は目隠しをしているらしい。ちょっとほっとした。

　にしてもこういうところは由美っぽい。変なところで律儀だ。

「ううう。いてて」

　そう言って、由美の方から立ち上がる音がする。

　そしてすぐにその小さな声は、再度鳴り響いたどすんという、誰かがすっころんだ音でかき消された。

「いたー！」

「おい、大丈夫か！」

「わ、わ、ちょっととーる待って！　目隠し取れちゃった！　ちょっと見ないで！　うわ！　わ、私も見ちゃだめー！」

「由美、落ち着いて！」












　僕も完全に動揺してたけど、取とり敢あえずそんなことを言った。

　声だけで由ゆ美みの動揺は聞き取れたし、僕の声もどうしようもないほど震えていた。

　ばたばたとタイルの上をまさぐる音。もう音だけしかない世界だけど、それが逆に想像をかき立てて、もうなんかわけが分からない。

「私は何も見てない、私は何も見てない……」

　ぶつぶつとそんな由美の声。

　ぎゅっと、もう一度律儀にタオルを結ぶ音が聞こえた。

「うう。もう這はってく……。とーる目開けないで……」

「はい」

　そう返事をするしかなかった。僕は元々瞑つぶっていた目を更にぎゅっと閉じた。

　ひたひたとタイルを触りながら由美が近付いてくる音がする。次第にその音は僕のすぐ背中まで近付いて……柔らかな何かが僕の腰に触れた。

「ぴゃあ！」

　由美がびっくりしてのけぞった。

「今度はどうしたんだ」

「急にとーるがいたからびっくりしちゃった」

「そりゃいるよ……」

　由美はのそのそと僕の背に回り、恐らく手に持っていたであろうタオルで僕の背中をごしごしとこすり始める。わけが分からない。頭がフットーしそうだよぉ。

「ちから加減どうでしょうか」

「ちょうどいいです」

「それはよかったです」

　なんともピントの外れたぎこちない会話。

　背後から伝わる荒い息が背中に当たってもやもやした気持ちになる。

　その後由美はしばらく無言で僕の背中をこすっていた。特に石せつ鹼けんをつけるわけでもなく、ただ同じところをずっと。

　流石さすがにちょっとひりひりしてくる。

　そのことを由美に伝えようとした時、

「ねぇ、とーる。今日は帰っちゃうの……？」

　由美の方からそんな言葉が飛んできた。

　僕はしばらく考え、

「うん。そうだね、今日は風呂から出たらもう帰るよ」

「そっか……」

　そんな声が背後から響く。その声は何だか少しだけ名残惜しそうにも聞こえたけど、多分僕の気のせいなのだろう。

「もう疲れたからここに泊まっちゃいたいけど。……でもやっぱり帰らなくちゃ」

　そう言うと、由ゆ美みは声のトーンを上げ。

「べ、別に泊まっても大丈夫じゃないかな!?　だ、だって今日ほら、ママもパパも出張でいないし……。て、そうじゃなくて！　えっと、とーるもこの時間から帰ったら危ないかもだよ！　なんか変な人が来て、とーる誘拐されちゃうかも！　だからその、変な意味じゃなくて、危険が危ないから。だから、えっと、泊まっていってもいいよ!?」

　まくしたてるようにそう言った。

　思わず圧倒されて「は、はい」と答えそうになってしまう。確かに今から帰るのは結構面倒臭いけど、だけど──

　そこで脳裏にあーちゃんの姿がよぎった。

　そういえばもう日付が変わっちゃったから、昨日はあーちゃんに会いに行けなかったことになる。あーちゃんと再会してから会わなかった日はない。ダンジョンに行かなかったのはこれが初めてのことだった。

　あーちゃんが恋しい。

「ありがたいけど、今日は帰るよ」

「どうして？」

「妹の様子を見ておきたいから。ほら、ずっと編集作業してて帰れなかったからさ、多分妹も心配してると思うんだ。だから、うん。今日はあーちゃんの様子見に帰るよ」

　途端に、由美の言葉の調子が変わった。

「とーる、ねぇ。亜あ紀きちゃんは……。その……、元気にしてるの？」

　注意深く言葉を選ぶように、由美はちょっとずつ言葉を句切ってそう言った。

「うん。あーちゃんは元気だよ！　久しぶりに会ったばかりのころはお互いあんまり距離の取り方が分かんなくてぎくしゃくしてたけど、最近はいい感じ！　それがどうしたの？」

　いつものように僕がそう言うと、背中をこする由美の手が止まった。

「そっか。……ううん、なんでもない」

　そして、そう小さく漏らした。

「どうしたんだよ。へんなの」

「そうだね。……はい、背中流し終わり！」

　由美がそう言うと、背中に当たっていたタオルが離れた。ちょっとこすられすぎてひりひりするけど、そんなことを言うほど僕は野や暮ぼじゃない。

「じゃあ私先に出てるね。えっと、とーるは五分後くらいに出てきてね！　それまでぜったいに目開けちゃダメだよ！」

「わかったって」

「ぜったいにぜったいだよ！」

「ああ、大丈夫だって」

　僕がそう言うと、由ゆ美みがタイルを這はいながら外に向かっていくぺたぺたという音がする。

　がらりと戸の開く音。そして、ぴしゃりと閉じる音と共に呟つぶやくような声がした。

「とーるのばか」

　静寂を取り戻した浴室の中、そんな由美の言葉だけが浴室に響いていた。
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　家に帰ったら既に深夜の二時を回っていた。

「流石さすがにあーちゃんもう寝てるだろうなぁ」

　そんなことを呟いて、ダンジョンの中に入る。

　──血の臭いがした。

　ダンジョンがざわめいている。この感じは、以前味わったことがある。

　あの狐きつね面めんが来た時のそれだ。

　僕は駆ける。いつもの道を通り、広場へ向かう。数分で僕は広場にたどり着く。

　広場に敷き詰められたカラフルな草はところどころ抉えぐれていて、中央にある樹の周りにモンスターが集まっている。

　胸がざわつく。

　そのざわつきは、そこに近付いていくにつれて大きくなっていった。

　まさか──。いや、大丈夫だったはずだ。ダンジョンの構造を作り替え、うまく防衛できるようにしてきたじゃないか。そうやって、うまく回ってきたじゃないか。

　うそだ、噓うそだ！

「おにい、ちゃん」

　モンスター達たちの中央にはあーちゃんがいた。あーちゃんは樹の根っこで震えながらうずくまっている。

　そんなあーちゃんの頰ほおや膝ひざには擦り傷があった。

「あーちゃん！」

　思わず声が大きくなった。どうして。何な故ぜ。誰が。あーちゃんを。こんな目に。

　あーちゃんは僕に抱きついてくる。

「おにいちゃん、怖かった……」

　僕の胸の中にいるあーちゃんの肩は震えていた。白いワンピースの肩かた紐ひもは、あーちゃんの血で微かすかに赤く染まっている。

「あーちゃん。こ、これ、どうしたの……」

　声がうまく出てこなかった。

「さっきこの前の狐きつねのお面被かぶった人が来て……。みんながんばってくれたんだけど、やられちゃって……」

　辺りにはモンスターの死し骸がいが転がっている。みんなあの焼けたような傷跡が目立った。

「狐のお面の人がわたしのとこにも来て、殺されちゃうかもって思ったんだけど、どしどしくんが助けてくれて。それで、どしどしくんが、死んじゃった……」

　あーちゃんの側そばに、どしどしくんの死体があった。あーちゃんを庇かばい続けたのだろう。体にはいくつもの焼け焦げたような傷がある。

　あーちゃんの瞳ひとみから大粒の涙がこぼれた。

　認識が甘かった。恐らくあの甲かつ冑ちゆうの奴やつらは偵てい察さつで、狐きつね面めんが本命だったのだ。

　僕はその偵察の弱さに油断して、中途半端な防壁を作って安心していた。その油断のせいで、あーちゃんはこんな怪け我がを負ってしまったんだ。

　クソ。ふざけるな。

　感情がコントロールできない。その苛いら立だちはこのダンジョンを荒らす狐面だけでなく、自分にも向けられる。

　僕が遅れていなければもっと何かできていたはずだ。クソ、なんで僕はこんな日に──

　きらりと、どしどしくんの死体の横で何かが光った。

　大樹からこぼれる光の粒を反射した、銀色の物体に目をやった。

　そこには見覚えのあるものがあった。

「これは……？　校章バッジ？」

　それは僕の通っている高校の校章が描かれたバッジだ。割れて半分ほどになっているけど、それでも毎日見ているから見間違えることはない。僕の通っている校章バッジは学年によって色が違っている。この赤色の縁は、二年生。つまり僕と同学年の生徒のものに他ならない。

　どうしてそんなものがここに……？　僕のバッジは制服につけたままだし、落としたなんてことはない。

「……どしどしくんが最後に体当たりして狐のお面被った人ひるませたの。たぶん、その時に落ちたもの……？」

　あーちゃんが涙声混じりにそう言った。

　信じたくないが、もしかしてやってきた奴は僕の高校の、それも同学年の人物なのか!?　でも、一体誰が……？　僕と関係のある人物？　まさか……!?

　僕は校章バッジの裏を見た。そこには、Ｂという英字が書かれている。バッジの裏に自分の所属しているクラスが書かれている。

　Ｂ組。それは僕が所属しているクラスだった。

　疑惑が確信に変わりつつある。

　バッジの横にもう一つ落とし物があった。

　目をこらさないと気付かないくらい小さな手がかり。だけどそれは、僕の推測を確信に変えるのに十分なものだった。

　──それは長い黒髪だった。

　たぶん一メートル近くある。それは勿もち論ろん僕のものでも、あーちゃんのものでもない。

　僕の通っている学校で。しかも同じクラスで、こんなに長い髪の人物は一人しかいない。

　噓うそであると信じたかった。だけど間違いない。

　世界が崩れるような感覚。目の前が揺れる。それでも、僕は現実を直視せざるを得ない。




　もしかして、狐きつね面めんの正体って──
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　眠れなかった。いや、あんなことがあって眠れるはずがなかった。狐面が来るのを見張るため、徹夜でダンジョンの中で夜を明かした。

　何かの間違いであって欲しかった。僕の推測なんか全部間違いであって欲しかった。それならダンジョンを荒らした犯人は分からないままだけど、それでも僕の現実の日常に変化は生じない。

　何かの間違いであってくれ。

　僕はそう願いながら、朝七時に家を出て学校に向かった。本当はあーちゃんの側そばにいたかったけど、それでも僕は学校に向かった。

　……確かめなくちゃいけないことがある。

　昨日のあーちゃんの泣き顔がフラッシュバックした。




　教室に入ると来ている人は数人だけだった。僕は自分の席に座って、じっと待った。

　しばらくすると教室に生徒達たちが入ってくる。僕は注意深くクラスメイトの様子を探る。

「と、とーる、おはよ！」

　始業の二分前に由ゆ美みが教室に入ってきた。由美の顔は少しだけ赤く染まっている。もしかしたら昨日のことが影響しているのかもしれない。だけど、正直僕からしたらそれどころではなかった。

「おはよう、由美」

　平淡な返事をして由美を見ると、由美は息を切らせながら汗をぬぐっていた。

「寝坊しそうになっちゃった！　あぶなかったぁ」

　たぶん、昨日色々あったせいだろう。由美の顔には疲れがにじみ出ているようだ。

　僕はというと眠気は全くない。こうやって由美と会話をしている間も、昨日のあーちゃんの姿を思い出すだけで胸が張り裂けそうになる。

「とーるどうしたの？　なんか眉み間けんにしわ寄ってるよ」

　その由美の言葉に僕はなにも答えられなかった。由美の顔を見ることができない。

「はーい、おはよーございます！　みんなそろってるみたいだね～」

　僕が俯うつむいていると、灯とう香か先生がそう言っていつものように眠たそうに教室へ入ってきた。「じゃあ、号令して～」という間延びした声が教室の中に響き渡る。

　これもいつものことだ。

　──いや、違う。いつも通りなんかじゃない。

　さっき灯香先生は何て言った！

『みんなそろっている』だと!?

　教室にはまだ真ま緒おの姿はない。みんなそろってるはずがない。

「灯香先生、まだそろってません」

　思わずそんな言葉が口から漏れた。

「へ？　だれだれ～？　誰来てないのぉ」

「誰って……。真緒ですよ。まだ全員そろっていないじゃないですか」

「ま……お……？」

　灯香先生はきょとんとした顔で僕を見つめている。しばらく「うーん」と唸うなりながら腕を組んで考えるような仕草をしている。

「椎しい名なくん、まお、って誰のこと？」

「だから、祀まつ尾お真緒ですよ。僕の隣の席の転校生。黒髪で美人で、僕と一緒に代理でクリスマス委員をすることになった……。ってなんで僕がこんなこと言ってるんですか。先生も知ってるでしょ」

　その言葉に顎あごに手を当てて考え込む灯香先生。そして、続く言葉は僕の想定していたものとは全く違っていた。

「椎しい名なくんの隣はずっと空席でしょ？　それに、クリスマス委員の代理だって、私は由ゆ美みちゃんと椎名くんの二人に頼んだはずなんだけど……」

　ぞくりと背筋に冷たいものが走った。

　クラス中を見渡す。誰もが皆、まるで僕がおかしなことを言っているかのような視線を向けている。

　由美ですら不思議そうな表情で僕のことを見つめていた。

「ゆ、由美。昨日僕達たちは三人でクリスマス会のオープニング動画作ったよな!?　それくらい覚えてるよな！」

　僕のその言葉に、由美は首を横に振った。

「とーる、なに言ってるの……？　昨日は二人で一生懸命動画の編集したじゃない。だから私、今日寝坊しそうになっちゃったんだよ」

「でも、僕の隣の席は……！」

　僕はふらつく体で隣の席の引き出しを開ける。その中には何冊か教科書が残されていた。

「ほら、これ！　真ま緒おの教科書ですよ！」

「あれ～？　誰ですかもう、空いてる席に教科書置いていった人は～！」

　駄目だ、何を言っても無駄だ。

　間違いない。クラスメイトも、灯とう香か先生も、由美ですら、真緒のことを覚えていない。

　わけの分からない事態に、視界が揺れた。思わず地面に膝ひざをついた。

「とーる、大丈夫!?」

　由美の声が何だか遠くの方から聞こえているみたいだ。

　クラスメイトの喧けん噪そうも、灯香先生の声も、ここではないどこかの出来事みたいで現実味がない。

「椎名君……。今日は無理しなくていいから保健室に行ってきなさい」

「とーる、昨日夜遅くまでがんばってたから、疲れてるんだよ。一緒に保険室いこ」

　そしてクラスメイト達のひそひそ声。

（なんだあいつ、おかしいんじゃねぇの）

「ち、違う！　僕はおかしくなんかない！」

　そんな声に、僕は思わず声を荒らげる。大声を出したせいで、視界の揺れが更に大きくなった。首元の鈍い痛みも再発する。

　教室はいつの間にか静まりかえっていた。

　その静けさで我に返る。針のように突き刺さるような視線の洪水。

「……すみません。確かにちょっと疲れてるみたいです。保健室行ってきます」

　僕はそう言って、立ち上がる。ふらふらとよろける足で教室を出た。

（どうしたんだろ椎名君）（さぁ。つーか普段おとなしい奴やつが大声出すとこええよな）（たしかにー）

　背後からの小さな声が、妙に鮮明に聞こえた。耳が痛い。首だって、痛みがやまない。

　僕は小さな声の濁流から逃げるように保健室へ向かった。
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　保健室の先生に事情を説明し、僕はベッドに横になる。ぎしり、と硬い保健室のベッドから軋きしむような音が鳴った。真っ白な保健室の天井が眩まぶしい。

「じゃあゆっくりしていなさいね」

　そう言って保健の先生は保健室から出て行った。

「一体何が起こってるんだ」

　先生が保健室から出て行ったところで、僕は小さな声で呟つぶやく。呟いたところでその答えは返ってこない。

　落ち着いてさっき起こったことを整理しよう。

　といっても起こったことはただ一つ。

　誰も真ま緒おを覚えていないこと。ただそれだけだ。

　それだけなのに、全く意味が分からない。それに僕が真緒のことを覚えているのも、分からない点の一つだ。

　僕は狂ってしまったのか……？

　いや、そんなはずはない。確かに僕には真緒の記憶がある。隣の席に教科書があったのも事実だ。間違いないはずなのに。それなのに、確証が持てない。

　思わずため息が漏れる。

　ため息をつくとすぐに、僕はそれに気付いた。

　こつ、こつという廊下を誰かが歩く音。カーテンの向こうから響く小さな音を僕は明瞭に聞き分けることができた。

　扉は開いていないはずだけど……どうもさっきから妙に五感が鋭い。さっきだって保健室の先生の呼吸音ですら耳を澄ませば聞きとれそうだった。

　がらりと保健室の扉が開いた。

「とーる、だいじょうぶ……？」

　すぐにカーテンの向こうから由ゆ美みの声が響いた。時計を見ると、もう昼休みになっていた。いつの間にこんなに経たったんだ。

「だいぶ良くなったよ。心配かけてごめん」

　噓うそだ。寝不足の影響が今頃でたのか、視界はふらふらするし、首元のずきずきとした痛みも未いまだに続いている。それでも平静を装ってそう言った。

　……いや、言ってしまった。

　どうして僕はこんな時まで正直になれないのだろう。

「よかった。さっきは心配したよ」

　カーテンの向こうで顔は見えなかったけど、由ゆ美みがほっとしているのが分かった。

「そういえば由美、作った動画どうした？」

　話を逸そらすために、僕は取とり敢あえず昨日作った動画の話題を振った。

「昨日の動画ね！　……そうだ！」

　由美はそう言って目の前にあるカーテンを開いた。

　開かれたカーテンの先にいる由美は、ピンク色の紙袋を抱えていた。その中から、灯とう香か先生から借りたパソコンがちらりと見える。

「これから先生にパソコンを返しに行くついでに、オープニング動画提出しようと思ってたの。出す前にちょっとだけ見てみようよ」

　由美はそう言って紙袋からパソコンを取り出すと、電源を入れた。

　デスクトップにある動画ファイルをクリックすると、僕達たちの作った映像が流れだした。

　その動画の冒頭は真ま緒おがやった編集だけど、僕が編集したことになっているのだろう。

「うんうん、だいじょうぶそうだね」

　由美は流れる動画を見ながら、満足そうにそう言った。

　特に失敗した点も見当たらず、順調に動画のシークバーは進んでいく。

　動画が中盤に差しかかった。そこで僕は、それを見つけた。

「ちょっと由美！　止めて！」

　保健室に響く僕の大きな声に反応して、由美は慌てて停止ボタンを押す。

「ど、どうしたのとーる。なんか間違えた部分あった？」

「ちょっとだけ戻して！」

　由美は素直に僕の指示に従って動画を数秒ほど巻き戻す。

　前半部分の終わり。真緒が担当した最後の部分にそれはあった。

　あの時由美が落ちそうになった廃はい墟きよ。そこへ最初に入った時に撮ったほんの数秒の映像。

　そこに、真緒の姿があった。

　確かその時真緒はお手洗いに行くと言って僕達の後から来たはずなので、そこに映っているのはおかしい。だけど、そこには確かに真緒の姿が見える。

　粗い画像だが、何な故ぜか僕には補完されたようにくっきり見える。

　真緒は手に赤いナイフを持っていた。その視線の先に、薄く煌きらめく扉のようなものが見えた気がした。

「なんで真緒がここに……」

「ホントだ。まおまお映ってるね」

　その言葉に僕は思わず由ゆ美みの顔を見つめた。

「由美、真ま緒おのこと覚えてるの!?」

　由美は「あれ？」と言って、首をかしげていた。

「これ、まおまおだ。なんで私、まおまおのこと忘れてたんだろ……」

　由美は不思議そうにそう言っていた。それはまるで、本当に真緒のことをただ忘れていただけみたいだった。

　僕が狂ったわけじゃなかった。相も変わらず意味の分からない状況だけど、少しだけ心が軽くなった。

　そして同時に、目的も達成した。それは想定していた方法とは違ったけど、それでもこれで十分だろう。

　──帰ろう。

　あとはダンジョンに行けば、きっと答えが分かる。漠ばく然ぜんとしているけど、確かな予感がした。

「由美、動画は問題なさそうだから提出は任せた。今日はもう早退するよ」

　しきりに「なんで……？」と言って首をかしげている由美に僕は声をかけた。

「そ、そう？　えっと、何か頭がおかしくなりそうだけど……。うん、わかった。とーる、お大事にね」

「うん、じゃあ」

　ふと、保健室の救急セットが目に入った。

　そういえばあーちゃん、昨日酷ひどい怪け我がしてたな。家に消毒薬とかないし、保健室から借りていこう。

　僕がその救急セットに手を伸ばそうとすると、

「とーる、さっき転んだ時怪我しちゃったの？」

　由美の声が後ろから響いた。

　その時僕は恐らく慌てていたのだろう。早く帰ってあーちゃんの手当てをしたかった。

　それだけじゃない。……なんとなく狐きつね面めんはすぐにやってくる気がしていた。

　だから、僕は焦って言わなくてもいいことを言ってしまった。

「ううん。そうじゃなくてあーちゃんが怪我したから借りていこうかなって。家に消毒液なんてないからさ。まずかったかな」

　僕のその言葉に、由美の表情が固まっていく。

　しばしの沈黙の後、由美は口を開いた。

「ねぇとーる、亜あ紀きちゃんはもういないんだよ」

　その由美の声は小さかったけど、確かな力強さがあった。

　でも、僕はそれが意味していることが理解できなかった。

　それでも由ゆ美みは間違っている。ただそれだけは確かだ。

「違うって、あーちゃんはいるんだよ。ちゃんと押し入れの中にいて、生きてるんだ。今変な奴やつにやられて怪け我がしてるから、だから僕が手当てをしてあげないと」

「そうじゃなくて……！」

　由美は語気を強め、

「亜あ紀きちゃんはもう死んだの！　とーるだって、お葬式に参加したでしょ！」

　顔を真っ赤にしてそう言った。思わずその勢いに気け圧おされた。

「私、とーるが吹っ切れるまで待とうと思ってた。亜紀ちゃんのことだって、すぐは駄目かもしれないけど、いつか現実をちゃんと見れるようになるって、そう思ってた。だけどこのままじゃとーる……」

　由美は縋すがるような目で僕を見つめた。

「ねぇお願い。ちゃんと現実を見て。このままじゃとーる、おかしくなっちゃうよ！」

「見てるよ」

　自分でもぞっとするくらい冷たい言葉が出た。

「僕はずっと現実を見てる。おかしくなってなんかない。間違っているのは由美の方だ」

「ちがう……。とーるは亜紀ちゃんが死んだのを受け入れられてないだけだよ！　現実逃避をしてるの！　ねぇ、分かってよ！　現実を見てよ！」

　由美は涙声でそう言った。だけど、その由美の言葉に僕はなにも返さない。返したくもなかった。

　僕はしっかり現実を見ている。そうやって、里さと子こさんに寮で言われたようなことはもう聞きたくもない。

「帰る」

　由美の返事を待たずに僕は保健室を出た。

　背後から由美のすすり泣く声が聞こえたけど、僕は後ろを振り返らなかった。
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　それから僕はダンジョンに引きこもった。

　僕の横であーちゃんはすやすや寝ている。

　その体にはもう傷は残っていない。数日前に僕がダンジョンに入ると、あーちゃんの傷は綺き麗れいさっぱり消えていた。

「あーちゃん」

　僕が小さくそう呼びかけると、あーちゃんはむにゃむにゃと寝言で反応した。もうすっかり良くなっているようだ。

　……さてと、そろそろ行こう。

　僕は音を立てずにあーちゃんの横を離れた。

　先日から妙に感覚が鋭くなっている。それは五感だけにとどまらず、第六感にも何らかの影響を与えているようだ。

　僕の向かう先は、幾いく重えにも罠わなを仕掛けたエリアの目の前。そこで僕は待った。

　空間に光る扉のようなものが現れ、そこから誰かが入ってくる。その姿は見覚えがある。

　ぶかぶかの黒いローブ。頭まですっぽり覆った狐きつね面めん。手に持つのは深紅の刀身のナイフ。

「久しぶりだね」

　僕はやってきた狐面に対してそんな言葉を投げかける。死角から声をかけたせいか、狐面はぴくりと小さく体を揺らした。

　それでも言葉は漏らさない。代わりにナイフを僕に向けて構えた。

「取とり敢あえず話を聞きたいんだけど……。どうやらそっちはあんまり話し合いをする様子じゃないね」

　相変わらず返答はない。

　言葉の代わりに、狐面の足元が爆はぜた。

　鋭いナイフが僕の目の前に現れる。

　以前だったらなすすべなくやられていたであろうそのナイフの軌道を、僕の目はしっかり捉とらえていた。

　体をひねり、ナイフをかわす。

　遅れて地面が爆ぜた音と、ナイフの風切り音が耳をつんざいた。

　初撃を外した狐面は体を翻し、再度僕の方を向いて数歩後ずさる。

　面を被かぶっているから表情は読み取れないけど、その態度から動揺が読み取れる。

　首が痛い。体が熱い。

　それでも五感だけは冴さえている。

　自分が自分じゃないような感覚だ。

「話し合いはやっぱりダメか。なら、実力行使をさせてもらうよ」

　昂たかぶる感情を鎮めるために、あえて冷静を装った言葉を狐面に投げかける。

　やはり反応はない。言葉の代わりに狐面の姿が消えた。

　高速で動く狐面の黒いローブが視界の端に映った。

　そのローブに向けて拳こぶしを放つ。

　ぼふりと暖の簾れんを押したような軽い音。

　捉えたローブは脱ぎ捨てられたもので、その先に狐面の姿はなかった。

　小さな呼吸音が僕の左から聞こえる。すぐにその方向に視線を向けた。

　視線の先、脇腹近くには深紅のナイフ。

　そのナイフが僕の脇腹を貫いた──かに思われた。

　ガイン、という金属音。ナイフが体に刺さった感触はない。

「なっ……」

　初めて狐きつね面めんから声が漏れた。

　以前のように、ボイスチェンジャーで変換されたようなくぐもった声。

　大きく僕から距離を取る狐面の姿を確認する。

　ローブを脱ぎ捨てた狐面の姿は黒いスカートに黒いブラウス。

　それは僕の通っている高校の制服だ。

「やっぱりお前は……」

　僕の言葉を待たずに、狐面は再度飛びかかるようにこちらに突っ込んでくる。

　音を置き去りにしたはずの狐面の姿が、まるでスローモーションのように見えた。

　突っ込んでくる狐面の軌道に沿って、僕は拳こぶしを振るう。

　めきり、という硬質な感触が腕に伝わる。僕の拳は狐面の顔を捉とらえていた。

「ガハッ！」

　狐面の叫び声と共にその体が弾はじかれた。

　宙を舞う狐面。空中で体勢を立て直しながら、何か小さく言葉を呟つぶやいている。その言葉はいつかやってきた甲かつ冑ちゆう達たちの言葉のように、僕には理解できない言語のものだ。

　次の瞬間、狐面の周囲に漆黒の球体がいくつも浮かび上がる。

「　　　」

　狐面が何か言葉を発した。発したはずなのにそれは全く耳に残らない不思議な言語。

　同時に、漆黒の球体が弾けた。暗黒のもやが広がる。

「　　　　　」

　そのもやの中、再び聞こえるこの世界にはない言語。無数の黒球の気配が眼前に広がる。

　瞬間、轟ごう音おんが響き渡る。

　常人なら蒸発してしまうような熱波。

　全てを凍りつかせるような冷気。

　矛盾するその二つが同時に体を貫いた。

　だけど──

　僕の体には傷一つついていなかった。

　ただ、自分の体が自分のものではない。そんな感覚だけしか残されていない。

「その姿……！」

　黒球の衝撃で舞い散ったもやが晴れ、僕の姿を視認した狐面は小さくそう言った。

　僕はその言葉を聞いて、自分の体を見た。

　爬は虫ちゆう類るいのような長い爪つめ。皮ひ膚ふは赤い鱗うろこのようなもので覆われている。さっき狐面に刺されて破れた脇腹からも、その鱗うろこは見えていた。

　その鱗も爪つめも、僕が目をやるとすぐに消えて元に戻った。

　狐きつね面めんは僕からもの凄すごい速さで距離を取った。追わなくちゃ。

　そう思った刹那、背後に違和感を覚えた。

　ちらりと後ろを振り返ると、背中からは翼のようなものが生えている。それはまるで翼竜の両翼。業ごう火かのような赤をまとったその翼の使い方が、僕の脳内に流れ込んできていた。

　翼を動かすと、ふわりと体が宙に舞った。これならどこにだって飛んでいけそうだ。

「　　　　　　」

　前方の狐面は再度認識できない言葉で詠唱を始めた。

　意識が朦もう朧ろうとしている。得体の知れない感情が僕の体を支配していた。

「ガアアアアアアア！」

　その言葉を吐き終わる前に、僕は獣じみた咆ほう哮こうと共に狐面に突っ込んだ。

　その咆哮は自分の口から出たものとは思えない。

　狐面に音速でぶち当たる。鈍い衝撃が右腕の芯に伝わった。

　狐面の顔が弾はじかれその体が飛んだ。

「ぐう」という狐面の声。

　そんな声が轟ごう音おんの中微かすかに聞こえた。

　狐面はダンジョンの壁面で止まるまで地面を擦こすって転がっていった。

　地面におりると、背中の翼が消失するのを感じた。

　僕は起き上がってこない狐面の元へ歩いて行く。

　その道中。割れた狐きつねの面が落ちていた。僕はそれを拾い上げ、また歩を進めた。

　意識は朦朧としている。得体の知れない感情を抑えきれない。

「さぁ、どういうことか説明してもらおうか」

　言葉は濁っていた。自分で発して、それが自分のものと分からないくらいに。

　倒れているその姿を見下ろす。その先には狐面が──

　いや、もうその顔には狐の面はついていなかった。

「早くしろ、真ま緒お」

　僕の視線の先にいる真緒に、僕は吐き捨てるようにそう言った。
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「透とおる君、君私のことを覚えているのかい」

　真緒は驚いたような表情でそう呟つぶやいた。

　さっき生じた体の変化は、元々何もなかったかのようにすっかり消えていた。翼も鱗もないし、得体の知れない感情が渦巻いていた思考も随分とクリアになっている。

　さっき起こったことはどれも普通じゃ考えられないことだった。だけど、そんなことはどうでいい。

　そんなことよりも、目を向けなくちゃいけないものが目の前にある。

「ああ、しっかり覚えてる。とにかく全部説明しろ。僕が納得いくまでだ」

「拒否する、と言ったら」

「その時は仕方ないけど」

　殺さなくちゃいけない。

　そんな言葉が自然に口から出た。発した後、自分でもぞくっとしてしまうくらい温度のない言葉だった。

　僕の脅しが効いたのか、真ま緒おは表情を歪ゆがませる。そして観念したように、はぁと小さいため息をついた。

「──少しだけ昔の話をしようか。それは多分、私からしたら数十年前のことだが、君達たちからしたらどれほど昔のことかは分からない。こことは時間の流れも、次元も違う場所の話だからね」

　その世界は、とても平和な世界だった。

　魔法と不思議に満ちあふれた、そんな幻想フアンタジーのような世界。

　平和で幸せで、それでちょっとだけ退屈な世界。

　そんな世界をもっと豊かにするために、とある魔法使いはあるものを作り上げた。

　それは魔法を増幅し、奇跡を起こし、時には死人さえ蘇よみがえらせる。

　世界を変えると言われたその小さな樹木は『世界樹』と名付けられた。

「どういう原理で作られたのか、今となっては分からない。それは私が生まれるずっと前に作られたものだったから」

　真緒は続けた。

　次第にその世界樹を巡って争いが起き始めた。

　その世界樹が再現不可能なものだと知った人々は、それを求めて醜い争いを続けた。

　魔法を増幅し、奇跡を起こし、死人を蘇らせ、そして世界樹は何千何億の人々を殺した。

　そんな争いが、百年もの間繰り広げられた。

　崩壊は一瞬だった。

　世界樹は暴走し、真緒のいた世界は激変した。

　人は天に落ち、海は沸わき立ち、極ごつ寒かんの灼しやく熱ねつが大地を覆った。世界樹によって世界の法則そのものが塗り替えられてしまったのだ。

　それでもどうにか生き残った人達が世界樹を滅ぼしたが、もう遅かった。

　僅わずかに生き延びた人はいたものの、それでも真緒の世界は死んでしまったのだ。

　だが、そこで問題は終わらなかった。

　真ま緒おの説明によると、世界樹は滅びる最中、いくつもの種子を撒まいたらしい。

　その種子は次元を超え、異なる世界に飛んでいった。

　その世界樹はとあるものを苗なえ床どことして、異なる世界の裏側で発現する。

　その苗床とは──

「苗床となるのは、後悔を持って死んだ人間だ。今回は君の妹になる。君も知っているだろう。世界樹から繫つながっている管が、苗床の証あかしだ。妹さんに生えた羽は世界樹の種子のなりかけだ」

　僕は何も言えなかった。ただ僕は真緒の言葉を聞くことしかできなかった。

　発現した世界樹はその裏側に迷宮……つまりダンジョンを創つくり出し、苗床と共に成長していく。

　いつか表の世界に崩壊の因子をばらまくために。

　今回で言うところの、べとべとちゃんの脱走が、ほぼそれに近いという。

「あの時世界が滅びなかったのは殆ほとんど奇跡と言っていい。あのスライム一匹だって、君達たちの世界の法則を容易たやすくねじ曲げるほどの力を秘めていたんだ。本当に偶然、それが全て発はつ揮きされなかっただけだ」

　身に覚えがあった。べとべとちゃんが外に出た時、確かにその周囲でおかしな出来事が起こっていた。

　パチンコの当たり。信号機。ビニール袋。そして校庭のクリスマスツリー。

　様々な事象の確率を変動させているようなあの現象。

　それが、まさか──

「私達はそうやって発現した世界が滅びないよう、次元を渡って世界樹を滅ぼし続けている」

　そうして真緒がやってきたのがこの世界だ。

　真緒はいつものように世界を渡り、いつものように世界樹を見つけ、いつものようにそれを妨害する者を排除し、いつものように成長しきる前の世界樹を滅ぼす。

　そんなルーティンを行う予定だった。

　だったのだ。

　だがこうやって、僕に阻まれた。

「いつも通りがいつまでも続くとは思っていなかった。だけど、まさか今だなんて、想像もしていなかったよ」

　真緒の話す、ここまでの経緯だ。

　そんな空想上の物語の、作り上げたようなあらすじ。

　僕が守ろうと思っていたものは、世界を崩壊させる最悪の兵器だった。

　だけど、僕はそれでも。

「あの世界樹は、君の妹は、確実に世界を終わらせてしまう。厄災を振りまき、破滅をもたらす。透とおる君、それでも君はあの子を守るのかい」

「ああ。守るよ」

　僕はまっすぐにそう言った。

　僕の言葉に、真ま緒おはさっきと同じようにふぅと小さくため息をついた。

「君なら多分、そう言うと思っていた。……だけど、それは叶かなわない」

「……なんでだよ」

「理由は二つ、かな。一つ目の理由は君の体の変化だ」

「僕の体……？」

　真緒のその言葉に思い当たる節があった。先程生じた体の変化。爬は虫ちゆう類るいのような爪つめに、赤色の鱗うろこ。そして、自在に動かせる翼。

　すぐに元に戻ったから、そんなことよりも確かめなくちゃいけないことが目の前にあったから。だから僕は自分の変化を意識の外に追いやっていた。

「透君の体の変化は、あの時私が君の首を切り落とした時から始まっている。……あの時私は確かに君を殺した。だけど、すぐに側そばにやってきた苗なえ床どこの種子が君の首に付着した。そして、君の死は〝なかったこと〟になった」

　鈍い痛みを放つ首元に手をやる。その手の先に、角栓を抜いたような小さな穴。

　切り取られたはずの首は、今も確かに僕の体に繫つながっている。

「私はそれからしばらく君を観察していた。時にはここに魔法で作った私兵を送り込み、時には外の世界で君の様子を窺うかがった。君がどう変化していくのか。それを知ることは今後の私達たちの指針に、影響を与えかねないからね。私は、そうやって観察と解析を続けた。だが、結論から言ってそれは失敗だった」

　真緒は温度のない瞳ひとみで僕を見つめ、

「君はもう、半分ほど世界樹の生み出す怪物モンスターになりかけている。このままここにいたら君は数日ももたずに完全に自我を失うだろう」

　そう言った。

「うそ」

　振り返るとそこには、青ざめた顔をしたあーちゃんがいた。
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「あーちゃん、どうしてここに……」

　動揺していた。だから僕はそんな間抜けなことを言ってしまった。

　そんなの決まっている。あーちゃんは真ま緒おの話を聞いていたんだ。

「さっきの話、ずっときいてた」

　その言葉を絞り出したあーちゃんの足は微かすかに震えている。

「苗なえ床どこの君も話を聞いていてくれるなら早い。このダンジョンの空気を吸い続けたら透とおる君はすぐに自我を持たない怪物になってしまう。恐らく、数日中に。その兆候はもう現れている。妹さん、君も見ただろう」

　真緒の言葉に、あーちゃんは何も応えない。

　その沈黙が雄弁に語っている。

　あーちゃんはさっきの僕の姿を見たのだ。

「たとえ僕がどうなろうとも関係ない。僕はここであーちゃんを守る」

　声がかすれる。僕の言葉も震えていた。

「君の覚悟には感服するよ。だが、たとえそうしたとしても君はここを守ることは出来ない」

「っ……！　なんで……」

　縋すがるような言葉で、僕は真緒を問い詰める。

　僕の言葉に、真緒は悲しそうな顔で、

「私が、最後の試金石だった。私で無理ならば、もう取れる手は残されていない。今回の侵攻が失敗した際に最終手段を取ることは、ここに来る前から決められていた」

「最終手段!?　なんだよそれ」

「最後の魔法だよ。極大の、封印魔法。この世界樹をダンジョンごとここでは無いどこかに転移させ、断絶した最果ての空間へ、光も音も無い闇の世界へ永久に封じ込める。そんな最終手段さ。たとえ今ここで私を殺したとしても、この魔法は止めることは出来ない。不可逆的で、不可避の……そんな最後の手段さ」

　絶望的な真緒の一言。

　真緒の視線にも、心音にも乱れはない。

　その言葉が噓うそではないことだけは分かった。

「透君、君の取れる選択肢は二つだ。このダンジョンに残り、自我を失ったあげく妹さんと一緒に死に絶えるか。それとも現実に戻って生き長らえるか。……少なくとも私は、後者を選んで欲しいと思っている」

　そこまで言ったところで真緒は唇を嚙かみしめ、言葉を止めた。

　言葉がやむと同時に、真緒の後ろに光の扉が現れる。

「封印が展開されるのは今から一週間後。だけど、封印が始まる前に君は心も体も怪物モンスターになってしまうだろう。幸い君の変化を加速させている因子が世界樹そのものであることは分かっている。このダンジョンから出れば変化も収まる。もしかしたら、いつかは元の人間に戻ることが出来るかもしれない。だから、」

「それでも僕は、あーちゃんと一緒にいる」

　真ま緒おの言葉を遮さえぎって、僕はそう言った。

「君ならきっと、そう言うと思っていたよ。私には君に何も強制出来ない。強制する力も無い」

　真緒は光の扉に手をかざす。

　真緒の姿が薄れていく。

「力の無い私にはお願いすることしか出来ない。だが、君はこのままここにいたら間違いなく後悔するはずだ」

「後悔なんかしない」

「……そうか。なら、私から言えることはもう何も無い。せめて、君が無事に外に出れるよう願っているよ」

　真緒はそう言って、光の扉の中に消えていった。僕はそれを追おうとはしなかった。

　追ったところで意味はない。僕はもう、ここから出る気はない。ここにいることが僕の幸せなのだ。




　──本当にそうなのか？




「さっきの話ほんとなのかな」

　静まりかえったダンジョンで、僕の思考を遮るようにあーちゃんはそう言った。

　小さな言葉とは裏腹に、あーちゃんの瞳ひとみはまっすぐ僕を見据えている。

　だめだ。もう僕はあーちゃんに噓うそをつくことはできない。

「……真緒の言っていたことは恐らく全部本当だと思う。だけどね、僕は気にしてないよ。あーちゃんと一緒にいられれば、それ以外は何もいらないんだ。ホントだよ！」

　噓じゃない。偽りのない本心だ。

　ただ、それでも──

「おにいちゃんは、ここにいるとおにいちゃんじゃなくなっちゃうの？」

　心臓が跳ねた。

　速くなる鼓動を強引に抑えようと、深呼吸をする。

　クソ、何で動揺してんだ僕は。

　あーちゃんといられるなら、そんなこと気になんないだろう。

　なに一丁前に動揺してやがるんだ。

「そうかもしれないけど、そこは本当かどうか分からないよ。でも心配しないで大丈夫だよ。僕はこれからもずっとあーちゃんのこと大好きなんだから！」

　僕は意識的に明るい声でそう言った。

　あーちゃんは僕の言葉を聞いて、少しだけ安心したのか、表情を緩ませた。

　あーちゃんは外に出ることができない。

　だから多分、封印どうのこうのはどうでもいいのだろう。それどころかあーちゃんは自分が元の世界でどうなったのかも、別に気にしていないのかもしれない。

　だけど、僕の話になったら別だ。僕が僕じゃなくなった時、あーちゃんは何を思うのだろうか。

「だから気にしないで。僕はずっとここにいるから」

　その言葉に、あーちゃんは一瞬不安そうな顔をする。

　だけど、すぐにくるりと表情を変えて「うん。わかった」と小さくそう言った。あーちゃんは無理に笑ったような表情で、僕を見つめていた。

　だけど、きっと大丈夫。

　だってあーちゃんと一緒にいることができるんだ。そんなに幸せなのに、僕が僕でなくなるはずがあるわけないじゃないか。

　大丈夫。大丈夫だ。

　これまでもうまくやってきたじゃないか。

　きっとこれからだって──




　首元の鈍い痛みに気付かない振りをして、僕は自分にそう言い聞かせた。
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　それから僕の変化は少しずつ進行していった。

　僕の五感はどんどん鋭くなっていった。

　最初は数十メートル先の音が聞こえていたくらいだった聴力は、今では数キロ先のハリの音すら聞き分けられるくらいだ。

　意識が途切れている瞬間があることに気付いた。

　その時間は日を増すごとに増えていった。

　その時の自分は、果たして本当に僕なのだろうか。そんなことを思うと、いてもたってもいられなくなった。

　気を抜くと自分を失ってしまいそうだったので、僕はその日から眠ることをやめた。どういうわけか疲れはあまり感じなかったけど、それでも精神的な疲労はたまっていった。

　あーちゃんはそんな僕を心配してくれた。

　僕は「大丈夫だから。ほら、げんき！」と、から元気な返事をして、あーちゃんのいないところで一人、自分を失うほどの強烈な衝動と闘った。

　今までは起きている時はどうにか抑えられていたモンスター化も、次第に通常時にも浸食していった。

　時折、僕は自分が人間であることがそもそも間違っているのかもしれないという考えに至ることもあった。そのたびに、あーちゃんのことを思い出し自分が椎しい名な透とおるであることを言い聞かせた。

　夜が怖かった。

　あーちゃんが寝静まった時、僕は言葉にはできない恐怖に駆られた。

　自分という存在が少しずつ消えていく。その消えた部分に得体の知れない何かが埋まっていって、次第に僕の体を満たしていく。

　自分が塗り替えられていくような感覚。

　その感覚が常に僕の頭をうすぼんやりと覆っていた。

　泣き叫びたかったけど、そうしたらあーちゃんが心配してしまうから。だから僕は歯を食いしばって堪こたえた。

　たった数日しか経たっていないのに、僕の限界は近かった。

「おにいちゃん、ちょっと寝たら？　わたし、ずっと見ててあげるから」

　そんな僕を見かねてか、あーちゃんからそんな提案があった。

　たぶん、僕の態度からもうほとんどバレているのだろう。だけど、あーちゃんはそれ以上何も言わない。

　気を使ってくれているのが何だか情けなかった。僕はあーちゃんのおにいちゃんなのに。

　うん。でも。

　あーちゃんがいればきっと、僕は僕でなくなることはない。

　そんな根拠のない考えが僕の中にあった。

「そうだね。ちょっと疲れちゃった。少しだけ寝るよ」

　そう言って、僕は横になった。

　二日も眠っていないせいか、僕はすぐに意識を失った。




「ガアアアアアアアアアアァァァァ！！！！」




　轟とどろくような叫び声。

　僕の記憶は、そこから再開した。

　その叫び声が自分の口から出ていることに、数瞬の後気付いた。

　僕は普通にあーちゃんと一緒に広場で寝ていたはずだ。それなのに、何な故ぜ今こうして叫んでいるのだ。

　何が起こったのかも分からない。

　自分の体が自分のものじゃないみたいだ。

　意識だけが曖あい昧まいに存在しているのに、その意識を体に反映させることは叶かなわない。心が真っ黒に染まっているみたいだ。

　あーちゃんの声が聞こえた。……気がする。

　あーちゃんの言葉すら、僕の意識の外で響いているみたいで現実味がない。

「おにいちゃん！　おにいちゃんやめて！」

　あーちゃんの手が僕の前足に触れた。

　その手の柔らかさに、僕の意識が次第に覚かく醒せいしていく。

「アー、ちャン」

　太くなった声帯のせいか、発した言葉はやけにくぐもっていた。

「おにいちゃん。わたしだよ、分かる？」

　あーちゃんは僕の前足を握ってそう言った。

　僕の体はこの前真ま緒おと戦った時よりも、ずっとモンスターじみていた。体中が赤い鱗うろこで覆われているだけでなく、その体も以前より遥はるかに巨大化している。視線の高さからして、恐らく十メートルは下らないだろう。視界の端に映るその翼の大きさも、以前と比較にならない。

　広場の側壁に焼け焦げたような痕あと。記憶は曖昧だが、なんとなく覚えている。それは僕が吐いた炎のブレスによってついたものだろう。

　途端に体から力が抜ける。

　尻餅をつくと、ズンという音と共に地面が揺れた。

　シュルシュルという音と共に、僕の体が少しずつ縮んでいく。

「おにいちゃん、よかった……」

　あーちゃんが縋すがりつくように僕の足を摑つかんでいた。

「なんで……。僕は一体……」

　僕はその場で小さく呻うめいた。

「おにいちゃん、寝てたら急に叫びだしたの。それで、体がドラゴンみたいになって、大きくなって。それで……」

　僕はそのまま空を舞い、咆ほう哮こうと共に火炎を吐いたらしい。その記憶はほとんどない。そんなことを自分がやったなんて、信じられなかった。

　周囲のモンスター達たちが怯おびえるように僕を見つめている。

　その瞳ひとみが、いつも異変しか起こっていないこのダンジョンでも特に異常な事態であることを暗に示しているみたいで心が痛くなる。

　……首が痛い。その痛みは、この前真緒と出会ってからずっとやんでいない。

　真緒の言う通りなのかもしれない。

　このままじゃ、僕は。僕でなくなる。

　そう思うと、途端に体が震えた。

　あーちゃんのことを思って覆い隠していた恐怖心が体の外に湧わき出て、体を揺らす。手足の感覚がなく、体に力が入らない。

「おにいちゃん、やっぱり……」

　あーちゃんは小さくそう呟つぶやいた。

　だめだ。そうじゃない。僕はここにいなくちゃいけないんだ。

　だけどもう無理だ。

　僕が僕だからあーちゃんと一緒にいたいのに。

　僕が僕じゃなくなったら、今まで抱いていた気持ちは本当に僕の感情になるのか。

　それは全く別の誰かが抱いた、他人の感情ではないのか。

　僕の思いは、果たして本当にそこに残っているのか。

　怖い。怖い。怖いよ。助けて。誰か。

「あーちゃん」

　あーちゃんの手を握ろうとした。だけど、自分の手が爬は虫ちゆう類るいみたいになっているのが目に入り、その手を止めた。

　その手を、あーちゃんは見ていた。

　限界だった。

「もういやだ」

　僕はぽつりとそう呟いた。

　……しばしの沈黙の後。

　あーちゃんが発した言葉は、僕の予想外のものだった。

「……鬱陶しいです」

　あーちゃんは俯うつむいたまま、静かな声でそう言った。

「あーちゃん……？」

「なれなれしくそう呼ばないで。わたし、ずっとおにいちゃんにそう言われるの嫌だったの。昔のことを思い出しちゃうから」

　俯いているので、あーちゃんの表情は読み取れない。

「あーちゃん、噓うそだよね？」

「うそじゃない。わたしはずっと、おにいちゃんのこと……むかつくって思ってた。そっちは楽しそうに学校生活送ってるのに、学校でうまくやれない私の気持ちを分かってくれないし、それなのに自分の気持ちを押しつける。おにいちゃんのそういうとこ、昔からわたし……大嫌いだった」

　視界が揺れる。

「あーちゃん、ごめん。昔のことは謝るから」

「今だって、おにいちゃんは自分のことしか考えてない。ここに残ろうとしているのだって……。昔わたしを傷つけたから、だから、その罪滅ぼしをしようって勝手にそう思ってるだけ。わたしはそんなこと頼んでなんかないのに、勝手に傷ついて」

　やめてくれ。

　頼むあーちゃん。あーちゃんはそんなこと言わないでくれ。

「わたしのためとか言って、頼んでもない自己犠牲。……本当にめいわく」

「あーちゃん、違うんだ。さっき弱音を吐いちゃったのは謝る。だから──」

「もう迷惑なの。わたしは一人でいたいの。だからおにいちゃんでてって」

「あーちゃん」

「うるさい！　でてって！」

　あーちゃんは激高した。

　それと共に、近くにいたモンスターがこっちに寄ってきて、僕の体を摑つかんだ。

「ちょっと、なんだよ。やめろよ！」

「うしくん！　おにいちゃんあっちにやって！」

　あーちゃんの指示と共に、僕の首根っこを摑んだうしくんがもの凄すごい勢いで僕を引っ張って走った。さっきモンスター化した反動か、体に力が入らない。うしくんに反抗することもできない。

　広場側面の穴に入り、薄暗いダンジョンの中を猛烈な勢いで進んでいく。

　そしてその先には──

　見慣れた押し入れの扉があった。

　うしくんはぽいっと僕をその扉の奥へ放ほうり投げた。

　僕は部屋の中をごろりと転がって、本棚に頭をぶつけた。

「いてぇ！」

　頭をさすって前方を向く。押し入れの扉は閉じている。

　クソ、何やってんだ。早くもう一度ダンジョンに入ってちゃんと説明をしないと。

　あーちゃんに分かってもらえるよう、説明を──

　でもどうやって？

　今戻っても、あーちゃんに何を言えばいいのか全く分からなかった。

　なぜなら僕は、あの時確かに諦めの言葉を吐いてしまった。そんな僕が何を言えばいいのか。

「少し頭を冷やそう」

　外に出て、冷静になってもう一度あーちゃんに会いに行こう。

　そう思って、部屋を出る。

　部屋を出るとすぐ横に里さと子こさんの姿があった。

「あんた、どこ行ってたんだい」

「ずっと押し入れの中にいましたよ」

　僕のその言葉に、里子さんは大げさにため息をついた。

「ここ数日学校を休んでたことをとやかく言うつもりはないよ。私だって、学生の頃はよく学校をサボったもんさ。そういうのは、若い頃の病気みたいなもんだと思ってるよ」

「……ありがとうございます」

　何に礼を言ったのかも分からない。そんなことよりも一人になりたかった。僕はまだ、あーちゃんに何を言えばいいのか分かっていない。

「まぁいい。それよりあんた、これ持っていきな」

　里子さんはそう言って、廊下に重なっている畳まれたダンボールを指さした。

「なんですかこれ」

「引っ越し用のダンボールだよ。早くこれに荷物を詰めな」

「は!?」

　突然の言葉に、思わずそんな一言が漏れた。

「最近あんたと会えてなかったから言えなかったけど、この寮取り壊されるんだよ。随分前に造られたものだから耐震強度が不足しているんだとよ。はん。世知辛いもんだよ」

「じゃ、じゃあ。僕はこの家から出て行かなくちゃいけないんですか」

「そうだ。まぁ、代わりの寮は既に買い取っているから、そこに引っ越すことになるだけだ。何も問題はないだろう」

　違う。問題は大ありだ。

　もしここを失ってしまったら、僕はもうあーちゃんに会うことができない。

　そんなのダメだ。

　僕はあーちゃんと一緒にいなくちゃいけない。

　早く戻らなくちゃ。僕がいなくてはならない場所へ。

「引っ越しは順次進めていくから早いとこ荷造り始めな……っておいあんた！　どこ行くんだい！」

　僕は里子さんの言葉を無視して急いで部屋に戻る。

　早く押し入れの中に行かなくちゃ。

　焦る気持ちのまま、僕は押し入れの扉を開いた。

　そこにはゲーム機と数本のゲームソフトと予備の制服。そして、数冊の参考書。

　押し入れの中には普通だけど、普通じゃない光景が広がっていた。

「な、なんで？　ダンジョンは……!?　あーちゃんは!?」

　何度見ても、そこは普通の押し入れだった。

　ダンジョンなんて、影も形もない。

「全部、僕の妄想だったのか……？　いや違う。だって、あーちゃんはここにいて、あーちゃんは……」

　押し入れの中に顔を突っ込んだ。

　だけど、やはりそこにはダンジョンに繫つながる道なんてなかった。

　体から力が抜ける。

　その場に立っていることもできずに、崩れ落ちた。

　……その時少しだけほっとしている自分がいた。

　もしかしたらもうこれで、僕は自我を失わなくて済むのかも。

　次の瞬間その安あん堵どは自己嫌悪に変わる。

　何を考えているんだ。僕は『あのダンジョン』であーちゃんと一緒に暮らさなくちゃいけないんだ。

　だって、

『この世界じゃないどこかを見つけたら、ずっとそこで一緒に暮らそう』

　……いつか廃はい墟きよで僕とあーちゃんはそんな約束をした。

　でも、現実はそう甘くなくて。そもそもそんな世界なんて存在しないと決めつけて、以前の僕はその約束を忘れた振りをした。

　あーちゃんの気持ちを考えずに手紙を送って。……せめてこの現実で小さな繫がりを維持できればいいなんて、そう考えていた。

　つまり僕は二人で夢見た妄想の世界から目を背け、現実に逃避したのだ。

　僕はそのことについて償いをしたかった。

　でも、その償いも失敗した。

　言い訳をすることはもうできない。

　押し入れの扉も、もうダンジョンへ繫がってはいない。

　僕は二度とあーちゃんに会うことはできないんだ。

　そもそも僕は、そうやってあーちゃんに償いをすべきだったのだろうか。それこそ僕の身勝手な自己満足だったんじゃないか。

　あの時あーちゃんは封印されたダンジョンの中、一人で生きていくことを受け入れているみたいだった。

　あーちゃんは結局のところ、僕の助けなんて求めてはいなかったんだ。

　それなら、僕にできることは何もない。

　でも。だとしたら。




　僕は、どうすればいいんだ。
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　その日、僕は泥のように眠ったけど、モンスターになることはなかった。

　やはり真ま緒おの言っていたことは正しいのだ。まだ首の痛みは引いていないけど、それでもダンジョンの中にいる時と比べたら幾分その痛みは和らいでいる。

　きっとこのまま現実で普通に過ごしていれば、この痛みもいつかは消えてしまうのだろう。なんとなくだけどそんな確信があった。

　その後部屋にやってきた里さと子こさんに何かうるさく言われた気がするけど、何一つ覚えていない。

　全てがどうでもよかった。

　僕はその日から布団の中に引きこもった。

　どれくらいの時間が経たったのだろう。

　今がいつなのかも分からない。

「終業日なんだから、今日くらいは学校に行ったらどうだい」

　里子さんの言葉に、僕は何も答えない。そんな言葉をいくつか投げかけていた里子さんだったけど、反応のない僕を見て、諦めたようにため息をついた。

「……引っ越しだけど、遅くともクリスマスまでには終わらせないといけないからね。ダメだったら荷物全部捨てて引っ張っていくからね」

　そうやって里子さんが最後に残した言葉だけが、妙に頭に残っていた。

　別に里子さんの言うことを聞く必要はない。

　僕はここで寮と共に瓦が礫れきの下敷きになって死ぬのだ。

　もうどうだっていい。

　あーちゃんに二度と会えないことを、僕はもう気付いている。

　そんな現実を見ないよう、布団にくるまった。

　何も聞きたくない。何も考えたくない。

　あーちゃんのいない世界に、意味なんてない。

　このまま死んでしまった方が、いっそ──

　部屋にスマホの着信音が響き渡った。

　僕はそれを無視した。気付かない振りをした。だけど、その音はいつまで経っても鳴りやまない。

　渋々僕は布団を出て、スマホの画面を見た。そこには『結ゆう実み由ゆ美み』の文字があった。

　僕は鳴りやむまでその電話を放置した。そして、しばらくして着信がやむ。

　ピオン、とメール受信音が響いた。

　そのメールは由ゆ美みからのものだった。『とーる、外見て』とだけ書かれている。

　反射的に窓から外を見た。

　寮の前には、制服を着た由美の姿があった。

　手に持つスマホが着信の音を鳴らす。

　僕は観念して、電話に出た。

「ねぇ、とーる。ちょっとだけでいいからお話しよ」

　由美はそう言って、僕の部屋に向かって手を振っていた。
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「とーる、元気だった？」

　寝間着のまま寮の外に出ると、由美は硬い笑顔でそう言った。

「……普通だよ」

　取とり敢あえずそう返したけど、その言葉には何の感情も込めることはできない。

　ぽっかり心に穴が開いたみたいで、何もかもが色あせているみたいだ。

「とーる。あの動画、灯とう香か先生にちゃんと出したよ。『いいオープニングだ！　椎しい名な君に頼んで正解だった！』って灯香先生、とーるのことすごい褒ほめてた」

「そっか」

　由美のその言葉にも、全く感情は動かない。だから僕はそうやって素っ気なく返事をすることしかできなかった。

　僕のその言葉に、由美は少しだけ悲しげな顔をした。

「ねぇ、とーる。あっちで座ってお話しよ」

　由美は寮の隣にある公園を指さした。

　そこは砂場と滑り台とベンチが二つあるだけの公園で、最近マンションがそこに建つみたいな噂うわさもあるくらい寂れたところだ。

　僕は由美に促うながされるままに、ふらふらとした足取りでその公園のベンチまで歩いて行く。

「とーる。この前のこと、ごめんね」

　歩きながら、由美はぽつりとそう言った。

「とーるの気持ち考えないで、私、一人で勝手に亜あ紀きちゃんのことをとやかく言っちゃって。傷つけちゃったよね……」

　由美は僕の顔を見ずにそう言っている。その肩は、微かすかに震えていた。

　由美の言うことはもっともだ。

　僕はあーちゃんが死んだことを認められなかった。

　それはあーちゃんが事故で死んでしまったからだろうか。その事故の相手も共に死んで、怒りをぶつける相手がいなかったせいだろうか。それとも、あーちゃんの遺体が消え去ってしまったせいだろうか。そんなあーちゃんが世界樹の苗なえ床どことして生き返って、僕の押し入れの中に現れたせいだろうか。

　……分からない。

　いずれにしろ僕は逃避した。

　失ってしまったことを認められずに、いつまでもあーちゃんに縋すがりついて。忘れられないのに忘れた振りをして。愚直にあの時果たせなかった約束を守り続けて。

　それで無意識のうちに周囲を傷つけていたのだ。

　あーちゃんに拒絶されて、僕は初めてそんな自分を客観視できていた。

　僕は、あーちゃんとずっと一緒にいたかった。

　──それが叶かなわないことだと分かっていても。

「いいよ。由ゆ美みは悪くない。全部、僕が悪かったんだ」

　それは本心から出た言葉だ。僕の言葉を聞いた由美の肩の震えが収まった。

　このままあーちゃんを求めていても、その先はどん詰まりなのだろう。

　そうやって、どん詰まりに向かっていく僕に、由美は手をさしのべてくれた。

　その優しさに、いつも救われてきた。今もまた僕は救われたと感じてしまっている。

　由美は振り返って、まっすぐ僕の目を見た。笑っているような、泣いているような……そんな顔をしていた。

「ねぇ。とーるはもう、どこかに行っちゃわないよね」

　由美は僕の服を震える手で摑つかんで、そう言った。

「行かないよ。……いや、もうどこにも行けないよ」

　諦てい観かんにも似たその言葉は、果たして誰に向けたものだったのだろうか。分からない。

　だけど、もう僕はどこにも行けない。どこかに行く理由もない。

　それならば、もう全てを諦めて、この世界で生きていくのも悪くないのかもしれない。

　僕はこの世界が嫌いじゃない。

　こんなどうしようもない僕をいつまでも見捨てないでいてくれる人が、何人もいる。

　里さと子こさんだって、灯とう香か先生だって、由美だって。

　……叔母さんだって、僕が養子の申し出を受ければ、きっと一緒に暮らしてくれるはずだ。そうやって、この世界で暮らすのも、きっと悪いことじゃない。

　だけど僕は、それでも──。

　あの世界が忘れられなかった。

　あーちゃんと過ごしたあの押し入れの中の日々。極ごく彩さい色しきに煌きらめく思い出は、今でも鮮明に脳裏に焼きついている。

　たとえあーちゃんに拒絶されたとしても、あの日々の輝きだけは色あせない。

　それだけは、確かなことだった。




　公園に入り、あたりを見渡した。案の定誰もいない。

　由ゆ美みと僕は入口近くにあるベンチに向かって歩いて行く。

　赤あか錆さびの目立つベンチに座るとギィと金属が軋きしむ音がした。随分老朽化しているみたいだ。

　続いて由美もそこに座った。

　由美が腰を下ろした瞬間、ベキンと鈍い音が響き、ベンチの脚が折れた。

「ひゃあ！」

　僕は異音と同時に腰を上げたけど、由美は勢いそのままにベンチと一緒に倒れた。

「由美、大丈夫か!?」

　仰あお向むけに倒れた由美は恥ずかしそうに顔を真っ赤にして、

「えっと、とーる？　これはね、ベンチが老朽化していたからこうなったんだと思うよ！　私が重かったからとかじゃ絶対ないからね！　ぜんぶこのベンチが悪いんだよ！　ねぇとーる、そうだからね!?　勘違いしちゃだめだよ!?」

　必死にそうやって言い訳をしていた。

「くく……」

「ど、どうしたのとーる……？」

「あははははは！」

　めちゃくちゃ笑った。

　何でこんなタイミングでベンチが壊れるんだよ。

　よりによって、今かよ。面白すぎるだろ。

　こんなに笑ったの、いつ以来だろうか。久しく笑っていなかった気がする。

「と、とーる！　何で笑ってるの!?　ねぇ、私が重かったからじゃないって信じてくれてるよね!?」

「いや、ごめんごめん。何か由美の言い訳が可お笑かしくてさ」

「ちょっと！　言い訳じゃないよ！　真実だよ！　もう、ねぇとーるってば！　信じてよ！」

「分かった分かった。──ほら、由美」

　僕は転んだままぶーぶーいっている由美に手を伸ばした。

　由美は一転してしおらしくなり、素直に僕の手を取った。

「ありがとう……。とーる、やっぱり優しいね」

「だからそんなことない……」

　僕の言葉を無視して由美は不意打ちのように近付いてきた。

　そして──















「私、とーるのこと好き」




　柔らかな感触。

　その言葉に何も返すことはできなかった。

　僕の口は、由ゆ美みの唇でふさがれていたから。

　突然のことで僕は固まってしまった。ただただ、由美の顔の熱さがくすぐったかった。

　しばらくして、由美は顔を離す。深紅に染まった頰ほおが視界に映った。

「優しいとーるも、ヒーローみたいに格好良く誰かを助けるとーるも好き。とーるの鈍感なところも、とーるの弱いところも、全部大好き」

　由美は起き上がり、真っ赤な顔で僕を見つめている。たぶん、僕の顔も同じように赤く染まっているのだろう。耳まで熱い。

　思わず目を逸そらしそうになるも、惹ひきつけられるように視線はその場にとどまった。

「……とーるは明日が何の日か知ってる？」

「えっと、分からない……」

　僕はしどろもどろになりながらも、なんとかそう答えた。

「明日はねクリスマスイヴだよ。これから学校でクリスマス会が開かれるの。……そこで私達たちの作ったオープニングムービーも流れるんだよ。私、とーると一緒に見たいよ」

　由美は僕の手を握ったままそう言った。

　家で昼夜関係なく布団の中にいたので気付かなかった。

　明日はクリスマスイヴだ。そしてその日は同時に、ダンジョンの封印が始まり、もう二度とあーちゃんと会えなくなる日でもある。

「とーる。明日のクリスマス会、一緒に行こう」

　そう言う由美はやはり、まっすぐに僕の目を見ていた。
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　昨日は眠れなかった。

「明日の今と同じ時間、またここに来るから」

　そう言い残した由美は、僕の返答を待たずにぱたぱたとその場を走り去っていった。

　寝不足ではっきりしない意識の中、気付けば時刻は夕方になっていた。

　もう由美に会いに行く時間だ。着替えなくちゃ。

　着替えて、クリスマス会に行って、それで──




　本当にこれでいいのか？




　そんな疑問が脳裏をよぎる。

　──いや、いいんだ。

　あーちゃんだって、僕が来るのを望んでいないじゃないか。

　あれだけ拒絶されて、迷惑だと言われ、一人がいいと望んでいた。

　このままあーちゃんのことを忘れて、ここで生きていくのがあーちゃんの望みじゃないのか。

　それに、そもそもダンジョンへ行く方法もない。

　それならいっそ、僕のことを好きと言ってくれた由ゆ美みと一緒に過ごすのも、一つの正解なんだ。きっとそうだ。

　そうやって、僕は自分に言い聞かせた。

　クリスマス会は例年なら、制服で行くことになっていた。

　ただ、部屋の端に掛かっている制服はぼろぼろだった。そりゃそうだ。ダンジョンであんなことがあったんだ。所々破れ、ズボンに至っては最も早はや原型もとどめていない。

「これは、もう着れないかもな」

　そこで僕はふとあることに気付いた。

　確か押し入れの中に予備の制服があったはずだ。そこは今までダンジョンだったけど、今では普通の押し入れに戻っている。その制服を着ればいい。

　押し入れの扉を開ける時、僅わずかに期待してしまう。

　立て付けの悪い押し入れの扉を開くと、ぎぃ、耳に残る音が鳴った。

　そこは普通の押し入れ。

　それは普通のことなんだけど、やはり落ち込んでいる自分がいる。

　だけど、もう忘れなくちゃいけない。これが普通なんだ。

　奥にある制服に手を伸ばした、その時。

　僕はあるものに気付いた。

「これは……？」

　そこには、見慣れたスケッチブックがあった。

「あーちゃんのスケッチブックだ」

　押し入れの中のダンジョンで、いつもあーちゃんが何か描いていたスケッチブック。

　それは僕達たちがいつか廃はい墟きよで暮らしていた時に、空想上の世界を夢想し、その空想上の世界を一緒に描き記したもの。

　何な故ぜかそのスケッチブックが押し入れの中にあった。

　僕は制服と一緒にスケッチブックを押し入れから取り出した。

　一枚ページをめくると、そこにはお世辞にもうまいとはいえないモンスターが描かれていた。これは見覚えがある。

　僕が昔、あーちゃんと一緒に廃はい墟きよで暮らしていた時のものだ。両親が蒸発し、家を捨てた僕達たちが暮らしていた二人だけの場所。そんな廃墟で確かに見た光景が、そのスケッチブックの中に広がっていた。

「懐かしいなぁ」

　一枚一枚ページをめくっていく。見覚えのある絵がそこにはあった。

　十枚ほどめくって懐かしんでいると、急に絵柄が変わった。

　それは絵日記のようで、初めてあーちゃんがダンジョンにやってきた日のことが綴つづられていた。

　そしてある日、あーちゃんは一匹のモンスターに出会った。あーちゃんはそのモンスターに『べとべとちゃん』と名付けた。

　次第にモンスターの数が増えていったこと。みんなみんな大事な友達だと、そのスケッチブックには記されていた。それは幸せな時間だったのだろう。

　あるページにたどり着いたところで、ページをめくる僕の手が止まる。

『おにいちゃんに会った』

　それはきっと、僕があーちゃんと初めて出会ったあの日のことだ。

　よほどびっくりしたのだろう。エクスクラメーションマークが三つもついている。

『びっくりして、変な態度とっちゃった……』

　翌日の日記にはそんなことが書かれていた。

　それからも、僕とあーちゃんの日々がスケッチブックの中に書かれていた。

　変わってしまったかもしれない僕が怖くて、うまく会話ができないこと。べとべとちゃんがダンジョンの外に逃げてしまったこと。僕がべとべとちゃんを連れ戻してきてくれて、本当に安心したこと。そして、僕と仲直りをしたこと。

　その後、甲かつ冑ちゆうを着た奴やつらがダンジョンにやってきて、僕と一緒に工夫してそれをやっつけたこと。それが、本当に楽しかったこと。僕とあーちゃんの思い出が、そこには確かに綴られていた。

　……そして、真ま緒おのやってきた日を最後に、絵日記は終わっている。

　あの日から僕はずっとあーちゃんの側そばにいたから、だからきっと絵日記を書いている暇はなかったのだ。

　それから僕は空白のページをめくる。

　そしてスケッチブックの最後のページにたどり着いた。

　そのページはあーちゃんが昔見せてくれなかったページ。

　そこには──




『おにいちゃんとずっとずっと、いっしょにいられますように』




　幼い字でそんなことが書かれていた。

　それは幼い頃のあーちゃんの字。

　僕があの時ずっと見せてもらえなかったスケッチブックの最後のページには、あーちゃんの小さな願いが書かれていた。

　──僕にはやらなくちゃいけないことがあった。

　果たさなくちゃいけないことを、今やっと思い出した。

　──だけどそれは、もう後の祭りで。

　どうしようもないほど手遅れだった。

　僕とあーちゃんが夢見たあの世界はもう二度と取り戻せない。

　向かうべき先が分かっても、そこへたどり着く道はもう存在しない。

　だからもう、あーちゃんに会うことは二度とないんだ。

「あーちゃん」

　押し入れに呼びかけても、返事はない。

　そうやって僕はいつも、失ってしまってからその大切さに気付く。

　それならいっそ、今更こんなことに気付きたくなかった。

　そんな後悔も絶望も、今になっては全て意味のないことじゃないか。




　時刻は夕暮れ時。西の空はきっと、綺き麗れいな朱色に染まっているのだろう。

　だけど、窓から見える東の空はもうすっかり漆黒で。

　薄暗い部屋の中、僕はうわ言のようにあーちゃんの名前を呼び続けた。





　＊






「とーる？　大丈夫？」

　横を見ると、由ゆ美みが心配そうな顔で僕を見つめていた。

「ああ、ごめん。ぼーっとしてた」

「もうちょっとで学校だから、着いたらちょっと休もっか？」

「……ありがとう」

　目の前にはもう学校が見えていた。

　待ち合わせ時間には、窓から見える公園の前に由美の姿があった。

　僕は光に引き寄せられる羽虫のように部屋から出て、こうして由美と一緒に学校への道を歩いてきた。

　正直、道中のことはほとんど覚えていない。

　由ゆ美みが何か言っていた気がするのだけど、それでも頭の中は部屋で見つけたスケッチブックのことでいっぱいだった。

　校門を通ると、そこはカラフルにデコレーションされた校舎と、いくつかの出店が見えた。クリスマスツリーも、以前見たものからサイズダウンしていたけど、それでも校庭の隅にひっそりと立っている。

　そろそろクリスマス会も始まるのか、グラウンドには人だかりが目立った。

　そうやって辺りを見渡していると、どこからか声がする。

「おーい！」

　声のする方を見ると、灯とう香か先生が手を振っている。

　横にいる由美も手を振り返していた。

「椎しい名な君来たんだね。もう体調は大丈夫なの？」

「……はい」

　たぶん、里さと子こさんがそう言ってくれたのだろう。僕は体調不良で学校を休んでいることになっているらしい。

「そっかそっか～。よかったよかった。来学期からは体調には気をつけて、ちゃんと学校に来るんだよ」

　そう言って、灯香先生は満足そうに頷いている。

「先生、こんばんは！」

「こんばんは、由美ちゃん。今日は椎名君と二人で回るの？　青春ねぇ～」

　由美はその言葉に、「もぉ先生、からかわないでよぉ」と小さく返している。

　その光景は確かに僕の前で起こっていることだけど、それでもどうしてか現実味が湧わいてこなかった。

　スケッチブックを見つけてから、目の前の出来事に全てフィルターがかかっているみたいだ。

「あ、そうだ。これ忘れないうちに渡しとくね」

　灯香先生はそう言って、由美に紙袋を手渡していた。

「わぁ、ありがとうございます！　先生さすが。はやいですね！」

「もっと感謝をするのだ～。っと、それじゃあ先生は色々顔を出さなくちゃいけないとこがあるからもう行くわね。由美ちゃんもクリスマスイブだからってあんまりハメを外しすぎずに適度に外すのよ～」

「もー！　先生！」

「あはは。それじゃあ楽しんできなね、由美ちゃん。それと椎名君も」

　そう言い残して灯とう香か先生は校舎の方へのんびり歩いて行ってしまう。

「灯香先生、適当なんだから……」

　そう言うと、由ゆ美みはごそごそと紙袋の中から何かを取り出し、

「はいとーる。これあげる」

「これは……？」

　由美はケースに入ったＣＤ－Ｒを手渡してきた。

「オープニングの映像だよ。できがいいってみんなから評判だったから、先生がＣＤ－Ｒに焼いてくれたの。頑張った思い出だから大事にしなって。とーるの分もあるから、あげる」

「あり、がとう」

　その時、小さな引っかかりを感じた。

　それがなんなのかは分からないけど、由美からＣＤ－Ｒを受け取ってからもその違和感は消えなかった。

　何か見落としている。でも一体何を──

「ほら、とーる。始まるよ」

　思考を遮さえぎるように響いた由美の言葉に顔を上げると、校舎のイルミネーションが光を灯ともした。

「何が始まるの？」

「なにって、クリスマス会だよ！」

　校庭にある仮設ステージ上のスクリーンに映像が流れ出す。

「ほら、私達たちが作ったオープニング。始まった！」

　朝焼けのグラウンド、夕暮れの商店街、活気づいた町並みに、夕闇の公園。

　それは間違いなく、僕達の作ったオープニングムービーだった。

　僕と由美と、そして真ま緒おが作った、この冬の思い出がスクリーンに広がっていた。

　そしてその映像は後半に入り、ある場所を映し出す。

　それは見慣れた、懐かしい光景。

　それを見て、さっきから感じていた違和感が氷解した。

　……そうか。

　見落としていたもの。僕が向かうべき場所。そして、そこへの行き方。

　間違っているかもしれないけど、分の悪い賭けかもしれないけど。

　賭けてみるには十分すぎる、一つの推測にたどり着いた。

　オープニングが終わると、拍手が湧わいた。

　その拍手はしばらく響き渡り、キィンというスピーカーからのノイズに遮られる。

『それでは、クリスマス会を始めます。皆様楽しんでください！』

　スピーカーからクリスマス委員の声が響いた。

　その声と共に、再度ぱちぱちと拍手の音。

　横を見ると由ゆ美みも「わー！」と言いながら小さく拍手している。

「じゃあとーる、お店まわろっか！　ほらあっち、わたあめ売ってるよ！」

　委員のパフォーマンスも終わると、由美は笑顔でそう言った。

　由美のその言葉に、僕は首を横に振る。

　目の前の由美の顔が途端に曇った。

「どうして……？」

　僕は一歩だけ後ろに下がって、小さく呟つぶやく由美に返事をする。

「行かなくちゃ。やらなくちゃいけないことを思い出したんだ」

「じゃあ、そのやらなくちゃいけないことやったら、一緒にまわろ。それまでずっと待ってるから」

「今日はたぶんもう会えない」

「そ、それじゃあ明日は？　一緒にお片付けしよう。それがだめならあさってでも、しあさってでもいいから、だから──」

　由美は泣きそうな顔で僕を見つめている。その表情が、心に突き刺さる。

「多分明日も。……もしかしたら明後日あさつても明明後日しあさつても、会えないかもしれない」

「……会えないって。とーるどっかに行っちゃうの？」

「──昔、約束したんだ」

「約束？」

　きっと由美とこの世界で暮らしていても、僕は幸せになれるのだろう。

　押し入れの中にあったダンジョンのことなんか忘れて、一緒にスイラビに行って。これから始まるクリスマス会だって、とても楽しいものなのだ。

　僕も由美のことは好きだ。由美だって僕のことを好きだと言ってくれている。

　由美の告白を受け入れればきっと、この世界で変わらずに生きることができる。

　それは一つの幸せなのだろうけど。

　だけど僕は。それでも僕は。

「ああ、約束したんだ。『もしここではないどこかで幸せに暮らせる場所があるなら、そんな夢みたいな世界があるなら、その時は一緒に行こう。二人でずっとそこで暮らそう』って。もう手遅れかもしれないけど。だけどその約束、果たさなきゃ」

　たぶん、僕にしかできないことだから。

「だから僕はあーちゃんに会いに行く」

「だめ！　だめだよとーる！」

　由美はそう言って僕の手を摑つかんだ。

　もしかしたら僕が死にに行くのと勘違いしているのかもしれない。

　まぁそう思っても仕方ない。それに、たぶん由ゆ美み達たちからしたら今から僕がやろうとしていることも大差はない。

　由美には僕が失ってしまった妹に囚とらわれ、間違った道に進もうとしている愚かな人間に見えているのだろう。

　きっとそれを止めることは正しくて、どうしようもないほど正解の選択なのだ。

　だけど僕は、間違い続けることでしかたどり着けない、あの極ごく彩さい色しきの光に満ちあふれた世界を知っている。

　僕は由美の手を払った。由美は縋すがるような瞳ひとみで僕を見つめる。

「ごめん由美」

　だけど、もう行かなくちゃ。

「とーる！」

　由美の叫びに、僕は答えなかった。

　返事の代わりに、僕はただ駆けた。

　いつかあーちゃんと過ごした、あの場所へ──




　きっと、僕以外の誰もこんな選択はしないだろう。

　それくらい間違った選択を、僕は今から取ろうとしている。

　そんな不正解の中の不正解。

　失ってしまった願いの先。

　どん詰まりの先のどん詰まりへ進む、破滅的で、愚かで、救いようのない選択。

　だけどそれは、あの時の僕が。あの時のあーちゃんが。

　そして今の僕が──




　共に抱いた、確かな願いだ。
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　風を切って駆ける。もう迷いはなかった。

　あーちゃんに会うには、ダンジョンに行かなくちゃいけない。

　ダンジョンへ繫つながる道は一つではない。それは分かっていた。

　もしダンジョンへ繫がる道が一つなら、真ま緒おがダンジョンにやってくることはできない。

　どこか別の入口があるはずだ。

　そしてその入口の目星はもうついていた。

　さっき見たあの時のクリスマス会のオープニング映像。ヒントはその中にあった。

　あの時保健室の中で由ゆ美みと一緒に映像を見た時、僕は確かに見た。あの時押し入れの中に現れた、光の扉を。

　粗い映像だったので、それが本当に正しいかどうかは分からない。

　だけど手がかりのない今、僕の取れる選択はそれしかない。




　ダンジョンに入れなくなって随分経たったけど、それでもモンスターになりかけた僕の肉体は全く衰おとろえていない。音より速く、街を駆けた。

　数分も経たずに、僕は廃はい墟きよにたどり着いた。

　さて、賭けにでるか。

　廃墟に入ると、そこは不気味なほど静まりかえっていた。確か、真緒が映っていたのはあっちの方だった。薄暗い廃墟の中、あの時の記憶を頼りに進み続けた。

　そして僕は、映像に映っていた場所にたどり着く。

　目をこらしてみないと気付かないけど、微かすかに扉のようなものが見えた。……気がする。

　縋すがるようにそのうすぼんやりとした光の扉に近付いていく。

　その時、薄暗い廃墟の前方から声が響いた。

「……君はやっぱり来るんだね」

　その声はやはり、聞き慣れたものだ。

　もしかしたらとは思っていた。いや、やはりと言った方がいいだろうか。

　視線の先に、真緒がいた。

「せっかく君の妹さんが君をダンジョンの外に追い出してくれたのに……。君はその妹さんの決心を無駄にする気なのかい」

「ああ、そうだよ」

　僕は迷いなくそう言った。

「……それなら私は、この先に君を通すわけにはいかないな」

　真ま緒おは不敵に笑ってそう言った。その言葉にも迷いはない。

「……なぁ、真緒。なんで真緒はこうまでして僕をダンジョンから遠ざけようとするんだ」

　ずっと、不自然だと思っていた。

　以前真緒は僕を殺そうとした。いや、実際一度殺している。そのことについて真緒を恨む気持ちはない。

　だけどそんな僕を引き留めるために、真緒は今ここにいる。あの時殺そうとした僕をだ。

　たぶん、こうやって真緒と会うのは最後になるから。

　だから、僕はその理由を知っておきたかった。

「それは……。そうだな、今日は偶然にも空が青かったから、かな」

　僕の言葉に、真緒はいつもの調子でそう答えた。

「そんなわけないだろ」

「それじゃあ私がゆみゆみのように君を愛してやまないからだとか、そんな君と最後にいちゃいちゃしたいからだとか、そんな感じでいいかい」

「ふざけないでくれよ」

「どうしてふざけていると思うんだい」

　真緒は表情を崩さぬまま、僕に問いかけてくる。

「だって……」

　言葉に詰まった。そうに決まっていると僕が思ったから。

　そんな薄弱な返ししか浮かばなかった。

「それじゃあ透とおる君は、私達たちの世界は世界樹のせいで最も早はや滅びる寸前で、再建の望みもなく、私達に出来ることはもう、他の世界にばらまかれた世界樹を滅ぼすことしか残されていなくて、その世界で蓄積した記憶と皆の命を贄にえとして世界を渡り、自分の命を削って、仲間の命が消えゆくのを見て見ぬ振りをしながら、それは仕方ないことだからと言い訳をして、それが償いだからと正当化して、誰も私のことを覚えていない世界を救い続けていると言えば君は納得するのかな」

　いつの間にか真緒の表情から笑みが消えていた。

「そんないつものように通り過ぎるだけの世界でたった一人私のことを忘れないでいてくれた人が現れて、だけどその人は私達みたいに過去に囚とらわれていて、囚われた過去と共に心中しようとしているから、せめてそんな人がこの世界で生きていて欲しかったから、最後にその人と一緒にこの空を見たかったから、だからこうやってこの場にいると言ったら君は納得するのかな」

　真緒はそこまで言って、一呼吸する。

　乾いた空気が喉のどに張りついたように、言葉が出てこない。

　そんな僕を尻しり目めに、真ま緒おは小さく呟つぶやく。

「納得しないだろ君は」

　真緒の目を見ると、全てを諦めたような、そんな顔をしていた。

　そして、その言葉は悲しいほど正しかった。

「それは全て私側の都合だ。君を殺そうとしたのも、思い直して君を救おうとしているのも、全て私の都合だ。そんな思想を君に分かって貰もらおうとなんか思っていない。そして、君がここを通ろうとしているのも、私とは全く関係ない君の都合のためだ」

　そうだ。僕は真緒が何を思っていようが、この先へ進むことをやめはしない。

　僕はあーちゃんに会いに行くのだ。たとえ何があったとしても。

「だから私は、私の願いを叶かなえるために、君をここから先に通すわけにはいかない」

　そう言うと、真緒は鞄かばんから深紅のナイフを取り出した。

「これは完全に私のエゴだ。君の都合なんてこれっぽっちも考慮していない、身勝手な行いだ。それでも私は、君を失いたくはないんだ」

　ナイフを僕に向けて構える。

　その言葉の節々から、真緒の決意がにじみ出ていた。

　都合は違っても、僕と真緒は同じものを追い求めているのだろう。

　僕達たちはどん詰まりと分かっていても、その道を進むことしかできない。

　そんな愚かで、どこまでも間違っている僕達だからこそ、その気持ちが分かる。

　僕はそんな一人の友人の決意に、答えなければならない。

　その時、真緒の構えが僅わずかに緩む。

　そして、

「最後に一つだけお願いを言わせてくれ。この先に進むのなんかやめて、一緒にスイラビに行こう。もう私がこの世界に留まっていられる時間は少ない。だから最後に──」

　真緒はそう言って、僕を見つめた。

　その表情はミステリアスで不敵で、誰よりも大人びた真緒のものではなくて。

　それはまるで普通の女の子のような──

　だけど、僕は。

「真緒、ごめん。それはできない」

「そうか。透とおる君ならそう言うとは思っていたよ」

「……僕も多分、真緒と同じような生き方しかできないんだと思う。過去に縋すがって、いつかの過ちの償いをするためにしか生きられない」

　僕達の会話に結論が出ることはない。

　僕達は同類だけど、その向かう先が同じわけではないからだ。

　それならどこかでぶつかってしまうのもまた、避けられないのだろう。

　だから僕も、自分の都合を通すために前へ進む。

　体が変質していくのを感じる。

　思考は冴さえていた。以前までこうなった時に感じていたどす黒い感情を、今は感じない。

　僕はゆっくり歩を進める。

　真ま緒おが震える手で、深紅のナイフを僕に向けた。

「それでも僕はあーちゃんに会いに行く」

　咆ほう哮こうが、響いた。





　＊






「勝てないとは思っていたけど、まさか足止めすら出来ないだなんて。自分が情けないよ」

　倒れた真緒は悔しげに拳こぶしを握りしめている。

　決着は一瞬だった。植え付けられた種子のせいか、真緒の行動は全てスローモーションのように見えた。そんな真緒を押さえつけるのは容易たやすいことだった。

「なぁ、透とおる君。本当に行くのか」

　地面に押しつけられたまま、真緒はそう言った。

「うん、行くよ」

「後悔はしないのか」

「しないよ」

　今度は迷いなく、そう言うことができた。

「その結果、自分という存在が消えてしまったとしてもか」

「ああ。もう決めたことだ」

「そうか……」

　真緒は小さくそう漏らした。それと同時に、真緒の体から力が抜けた。

　僕は最後に、懐に入れていたとあるものを取り出して、真緒の横に置いた。

「最後だから。……これ受け取ってくれ。あの時の完成品、まだ見れてなかったろ」

　それはあの時真緒と由ゆ美みと三人で作った映像が詰め込まれたＣＤ－Ｒだ。

　きっともう誰も真緒のことを覚えていないけど、それでも真緒と一緒に過ごした時間は、確かにこの中にある。

「……ありがとう、透君」

「いいよ。僕にはこれくらいしかできない」

　僕の言葉に、真緒は笑った。

　それはいつもの真緒のように、含みのある、不敵な笑顔だった。

「透とおる君。私は君のこと、結構好きだったよ」

　僕を見上げ、そう言った。

「ありがとう。でも、ごめん」

「知ってたよ。……本当に君は唐とう変へん木ぼくだ」

　真ま緒おは泣きそうな顔で笑った。

「さよなら、透君」

　そんな真緒の言葉に僕は何も言うことができなかった。

　前だけを向いて、僕は眼前にある薄く光る扉に入った。
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　扉から出ると、懐かしい光景が広がっていた。

　茶色の岩壁に囲まれた洞窟。いくつもある分かれ道に、遠くから聞こえるモンスターの雄お叫たけび。

　そこは見慣れた、僕の押し入れの中にあったダンジョンだった。

　その光景を見て思わず泣きそうになってしまう。

「なに感動してんだ。まだスタート地点に立っただけだろ」

　自分にそう言い聞かせ、中央の広間に向かって走る。

　その目の前には、オレンジ色のバリア床や、紫色の毒沼。各所に散らばった色とりどりの宝箱には、真緒が生み出した人工生命体が着ていた装備が詰め込まれているのだろう。

　幾いく重えにも張り巡らされた分かれ道は、どこが出口に繫つながっているのか今でも思い出せる。

　どれも全て、僕とあーちゃんが積み上げてきた大切な思い出だ。

　次第に視界が明るくなっていく。

　前方から漏れ出る淡い光は、世界樹が放っているものだろう。

　真緒はあの樹は世界を滅ぼすものだと言っていた。

　それでも僕は、世界樹のことを嫌いになれなかった。

　あれが世界を滅ぼす最悪の兵器なのだとしても、それでも僕は、あの樹のおかげでもう一度あーちゃんと会うことができた。

　それがたとえ世界の摂理に反していたとしても。

　いつかは終わる、儚はかない夢だとしても。

　失ってしまった過去の残ざん滓しだとしても。

　それは僕にとって、一番大切なものだったから。




　強い光の向こうに、洞窟の出口があった。

　そしてその奥にそびえ立つ世界樹の横に、あーちゃんの姿が見えた。

「あーちゃん！」

　叫び、手を伸ばす。しかし僕の伸ばした手が出口から外に出ることはなかった。

　バチリ！

　強烈な衝撃と共に、僕の手は見えない膜のようなものに弾はじかれた。

「来ないで！」

　あーちゃんの叫び声。

　眼前を見ると、世界樹の横にいたはずのあーちゃんがこっちに駆けてきている。

　先程見えない膜に弾かれた手を見ると、焼け焦げたような痕あとになっていた。

「あーちゃん今行く！　待ってて！」

　僕のその言葉に、あーちゃんは首を振った。

「だめ。おにいちゃんこっちに来ないで！」

　目をこらしてようやく見えるその無色透明の膜は洞窟の出口全てを覆っていた。

　その膜は、少しずつこちら側に広がってきている。

　もう一度触れてみるが、さっきと同じように電気が流れるような衝撃と、弾けるような音が響く。膜に触れた手から焦げるような臭いがする。

「おにいちゃんやめて！」

　透明の壁の向こうで、あーちゃんはそう言った。

「あーちゃん、これなに!?　そっちに行けないよ！」

「……たぶん、あの人の言ってた封印……だと思う。わたしも外に出られない」

　あーちゃんの指先が赤く染まっている。たぶん、僕と同じように封印の膜に触れたのだろう。

　僕も触れたから分かるが、あの透明の膜は生なま半はん可かな力では破ることはできない。

　だけど、僕はそんなことで諦めるわけにはいかなかった。

「あーちゃん、ちょっと待ってて。この膜壊してそっちに行くから」

　既に僕は、意識して体を変質することができるようになっていた。僕のモンスター化はここに来てから更に加速した。

　力を込めるだけで、僕の体から鱗うろこが浮き出てきた。さっき焼け焦げた僕の手も鱗に覆われて、その傷はすっかり目立たなくなっている。

　僕はもう一度、目の前の膜に触れる。

　バチバチ！　と放電するような音。モンスター化しているせいかさっきみたいに弾かれることはなかったけど、腕全体に強烈な力がかかって思わずのけぞりそうになる。

　それでも僕は、力いっぱい眼前の見えない膜を押し続けた。

「やめてってば！　もうだめなの、おにいちゃんがどれだけ頑張っても、もう無理なの。だからやめて！」

　あーちゃんの必死の叫びに、僕は何も答えない。

　ただ僕は眼前の膜を押した。押して駄目だと分かると、僕はその膜を殴り、蹴けり、爪つめで切りつける。

　そのたびに火花が散り、あーちゃんの表情は曇っていった。

「なんでやめてくれないの……」

　悲痛な叫び。

　その時、あーちゃんの視線が僕の背後に移る。

「べとべとちゃん！」

　後ろを向くと金色のスライム、べとべとちゃんがいた。そのべとべとちゃんはぷるぷる震えながら、模様のようなその瞳ひとみで僕を見つめている。

　いつもあーちゃんの肩の上に乗っているのに、どうしてこんなところに……。

　よく見ると、中央の広場にはあーちゃんしかいない。べとべとちゃんはもとより、番人のように広場の出口にいるうしくんの姿もない。

　もしかしたらモンスターもまた、封印の外に追いやられてしまったのだろうか。

　だとしたらあーちゃんは封印された世界で、たった一人生き続けなければならない。

「べとべとちゃんお願い。おにいちゃんをここから外に連れて行って！」

「ぷよ！」

　あーちゃんの叫びに呼応するように、べとべとちゃんはぷよりと跳ねた。

　同時に、べとべとちゃんの体がぐねりと蠢うごめき、大きくなっていく。巨大化するとともに、その体の形状も変化していく。

　べとべとちゃんは、十秒も経たたずにその姿を別種のものに変異させた。

　爬は虫ちゆう類るいのような腕。大きな翼。透明な鱗うろこ。体はスライムの時のまま透けているが、その姿はまるで空想上のドラゴンのようで──

　モンスターになった僕の姿そのものだった。

　あーちゃんの願いに呼応したのか、それとも元々こうやって変異する力を秘めていたのか。それは分からない。

　だけどそんなのは今更どうでもいい。

　眼前の龍りゆうは僕を見下ろし、雄お叫たけびを上げる。その声も、モンスター化した僕そっくりだった。

　雄叫びと共に、べとべとちゃんは炎を吐いた。狭い壁に張りついて炎をよける。

　僕を通り越して透明な膜に当たった炎はパシュリと音を立てて消えた。ただその炎の熱気だけがその空間に残った。

　ドラゴンの姿をしているべとべとちゃんの目は、僕をしっかり見据えている。

「べとべとちゃん、ホントお前は最後までこうやって僕を困らせてくれるな。あの時服の中に押し込んだのを根に持ってるのか？」

　その問いかけにべとべとちゃんは当然答えることはない。

　その代わりに、翼をはためかせ、僕めがけて突っ込んできた。

　足に力を込める。そのまま地面を蹴けると、轟ごう音おんと共に地面が抉えぐれた。

　僕はべとべとちゃんの横を通り抜けて背後に回る。

　僕のその行動に驚いたのだろう。べとべとちゃんは巨体を器用に動かし、その場で旋回する。しかしその翼の先が封印の膜に当たり、弾はじける音と共に翼から火花が散った。

「べとべとちゃん！」

　呻うめくような叫び声に、あーちゃんが涙声でべとべとちゃんの名前を呼んだ。

　べとべとちゃんは後ろを振り返らずに「ガウウ」と小さな鳴き声で返した。

「ごめんなさい、べとべとちゃん。だけどお願い……。おにいちゃんを、助けて」

「ガウ」

　同意するような鳴き声。

　きっとあーちゃんの願いを受け入れたのだろう。

　姿形は変わっても、べとべとちゃんとの付き合いはこのダンジョンのモンスターの中でも一番長い。僕はこいつの気持ちが、ほんの少しだけ分かる。

　べとべとちゃんはもう、自分はあーちゃんに触れることができないと気付いている。

　もう一緒にいられないなら。あーちゃんと共に過ごすことが叶かなわないなら。それなら最後に大好きなあーちゃんの望みを叶えてあげたい。

　きっと、べとべとちゃんはそう思っているのだろう。

　本当にこいつはあーちゃんのことが大好きなのだろう。

　べとべとちゃんは僕の姿を睨にらみつけ、飛び込むような姿勢をとる。

　それに反応するように、僕も全身に力を込める。

　ゴキゴキと骨格から変化していく感覚。その感覚と共に、視界が上がっていく。

　以前は寝ていた時にこの変化が起こっていたせいか、これを体験するのは初めてだ。

　体から力が湧わき出てくる。

　べとべとちゃんの口が開き、叫び声が響く。

　その前に、黄金の龍りゆうが僕に向かって飛び込んできた。

　僕はべとべとちゃんの体当たりを体で受け止めた。

「グガアアアアアアアアア!!」

　眼前の龍から咆ほう哮こうが響く。

　その叫びは最初にダンジョンに入った時に聞いたデトロイトメタルおじさんの叫びなんかとは比べものにならない。

　同時に、べとべとちゃんの口の前に真っ赤に染まった光の球が現れる。

　目の前に展開される、驚異的な熱量。思わず手を振り払い、距離を取った。

　町一つ滅ぼすこともできるようなエネルギーが、べとべとちゃんの眼前にある球体に集約しているようだ。

　もしこいつが外の世界に出てしまったらそれこそ真ま緒おの言う通り、世界は崩壊してしまうのかもしれない。

　べとべとちゃんが息を吸うと、周囲の空気が薄くなる。

　その吸い込んだ息を、べとべとちゃんは吐き出した。

　熱球が飛んでくる。

「クソ！」

　懸命に体を動かし、その熱球の軌道から体を逸そらす。

「があッ！」

　よけきれず、片翼にその熱球が衝突した。

　想像を絶する炎熱。遅れて激痛が全身に走った。あまりの痛みに思わず声が漏れる。

　熱球は僕の片翼を貫通し、封印の膜にぶち当たって爆はぜた。轟ごう音おんと業ごう火かが背後で広がる。

「きゃあっ！」

　その衝撃は封印の膜の向こうまで伝わったのか、あーちゃんの叫び声が響いた。

「あーちゃん！」

　僕は痛みを意識の外に追いやり、振り返る。

　あーちゃんは封印の膜の後ろで尻餅をついている。

　──よかった。

　その時僕はあることに気付いた。

「これ、開いてる……？」

　目をこらさなければ見えない封印の膜。

　出口全てを覆っているその膜で熱球が当たった部分だけ、小さく穴が開いていた。

　だけどその穴も、数秒も経たたずに元に戻った。

　……！

　これは、もしかしたら……！

「どうして……」

　封印の向こうで、あーちゃんが小さく何か言っていた。

　その言葉は次第に大きくなっていく。

「なんでおにいちゃんはこっちに来るの！　わたし、頼んでなんかないのに！　迷惑って言ったでしょ！　もうやめてよ、一人にさせて！」

「じゃあ、なんで僕の押し入れにあーちゃんのスケッチブックがあったんだよ！」

　僕はあーちゃんに向かって、初めて声を荒らげた。

「……っ！　し、しらない！　そんなものしらないもん！」

　あーちゃんは顔を真っ赤にして反論している。

　だけど、僕は確信している。

　スケッチブックが押し入れの中にあったのは、あーちゃんがあの時僕とした約束を諦めきれていなかったからだ。

「あの時ずっと一緒にいるって約束した！　たとえあーちゃんがどこに行ったとしても、世界中の誰もがあーちゃんを否定したとしても、それでも僕はあーちゃんの側そばにいる！　あーちゃんだって、それを願っていたはずだ！」

　ここではないどこか、誰も知らない世界。

　そこで、二人で仲良く幸せに暮らす。

　その約束は、今だって色あせていないはずだ。

　そんな端から見たら本当に不幸で、それでいて僕達たちからしたら本物の幸せを、あーちゃんは覚えているはずだ。

　僕の言葉に、あーちゃんはぐっと唇を嚙かみしめた。

「……おにいちゃんがそう思ってても、今のわたしはおにいちゃんに来て欲しいなんて思ってない」

　次にあーちゃんから震えるような言葉が漏れた。

　その言葉に噓うそはないだろう。

　あーちゃんは僕の幸せを願っていてくれる。

　そうじゃなければ、あの時僕をダンジョンの外に出したりなんかしないだろう。

　それはある意味で正しいことだ。

　だけど間違っている。

　僕の望むものは、あーちゃんの考えているものと、ちょっとだけ違う。

「なぁ、あーちゃん。覚えてるかな。ほんの二ヶ月くらい前、僕とあーちゃんが叔母さんの養子になるってことになって。それで、久しぶりに僕達が会うことになったこと」

「それは……。覚えてるけど」

　あーちゃんは僕の言葉の真意が分からないのか、訝いぶかしげな顔でそう言った。

「僕はあーちゃんに会えることが、本当に嬉うれしかったんだ。……でもその日は結局あーちゃんに会えなかった。その後すぐにあーちゃんが事故に遭って死んじゃったってことを聞いたよ。僕はその時、世界から全ての色が消えてしまったような気がしたんだ。そんな色あせた世界じゃ何をやってもつまらなくて、消えたくて、死にたくて。もうこんな世界なんて消えてしまえばいいのにって、ずっと思って現実から目を背けてた」

　あーちゃんは黙って僕の言葉を聞いている。

「そんな時、僕はここであーちゃんにもう一度出会ったんだよ」

　あーちゃんがいる。ただそれだけで、僕の世界は輝きを取り戻した。

「それからは毎日が幸せだったよ。あーちゃんとダンジョンで暮らして、一緒にモンスターを可愛かわいがったり、ダンジョンの構造を作り替えて一緒に罠わなを作ったり。そんな日々は、僕の人生で、あの時廃はい墟きよで一緒に暮らしていた時と同じくらい幸せだった」

「だけど、ここにいたらおにいちゃんが不幸になっちゃう……」

「あーちゃん、違うんだ。僕が一番望むことは、あーちゃんと一緒にいることなんだ。それは自分が自分じゃなくなってしまうことよりも、ずっとずっと重要なことなんだ」

　どん詰まりの先にある幸福。

　僕の願ったものは、ただそれだけだった。

「だから、行くよ」

　あーちゃんの返答を待たずに、べとべとちゃんに背を向けたまま、僕は両手で封印の膜を摑つかむ。

　さっきよりも遥はるかに強い衝撃と激痛が全身を貫いた。

　それでも僕はその手を離さない。

　全身に力を込める。

　べとべとちゃんができたんだから、きっと僕にだってできるはずだ。

　口の前に熱球が現れるが、すぐに蒸発して消える。

　クソ、もう一回だ。

「なんで……。なんでおにいちゃんはそうやって自分じゃなくて、わたしのことを考えてくれるの」

　あーちゃんの嘆きにも似た言葉。だけどその言葉に反応している余裕はない。

　手が焼け焦げる。さっきからもう、指の感覚はない。

　だけど、諦めちゃいけない。

　もう後悔するのは嫌だから。

　だから、この壁を破ってあーちゃんに会わなくちゃいけないんだ。

　再度力を込める。

　現れた熱球は再度揺らぎ、形を崩していく。

　頼む、今だけでいい。

　あーちゃんの下に行く力を──

「ぷよ！」

　聞き慣れた鳴き声が響いた。

　僕の肩に、一匹の生物がぴょこんと飛び乗った。

　それは、いつものべとべとちゃんだ。

　その姿はいつの間にか、元の軟体状のスライムに戻っていた。

　べとべとちゃんが僕の体に触れると、熱球が元の形を取り戻した。

　その熱量はさっきと比べものにならないほど大きくなっていく。

　それは因果を覆くつがえす確率変動。

　世界を崩壊させるモンスターの特性。

　そんな最悪の因子だけど。誰かの不幸の上に成り立っている道なんだろうけど。

　今の僕にとってそれは、たった一つ残された蜘く蛛もの糸だ。

　咆ほう哮こうと共に、熱球を吐きだした。

　世界が終わるような熱を持った業ごう火かが封印の膜に直撃した。

　世界が終わるような地響きの最中、熱球のぶつかった部分に向かって全力で飛んだ。

　眼前にある封印の膜にはさっきより大きな穴。

　僕は体を縮め、その穴に飛び込んだ。

「ぐぅ！」

　ガリガリと体の端が封印の膜に触れて削られる。

　羽は削そがれ、前足は裂け、鱗うろこは剝はがれ落ちる。

　それでも僕は力の限り前に進んだ。

　迷いはない。

　なぜならこの先に、僕の求めた確かな幸せがあるんだから。

　目の前にあーちゃんの姿が見えた。

　僕は手を伸ばす。

　だけど、届かない。

　もうちょっと。あとちょっとなのに。そのほんのちょっとが、遠い。

　封印の穴の端は、容よう赦しやなく僕の体を削っていく。

　呼吸ができない。逃れようのない死が僕の体を包んでいく。

　あーちゃん、ごめん。

　約束、守れなかった。




　──体が引っ張られる。

　僕の体が、少しずつだけど前に進んでいた。

　顔を上げると、目の前にあーちゃんがいた。

　涙でくしゃくしゃになった顔で、あーちゃんが僕の手を引いている。

　するりと封印の膜を抜け、その向こうに落ちた。

　体はずきずき痛むけど、それでもそんなの気にならなかった。

　あーちゃんが僕の手を握っている。

「……さっきあーちゃんは聞いたよね。何で僕はこうするのかって」

　うまく言葉が出てこない。だけど、懸命に声を絞り出した。

　あーちゃんは泣いていた。大粒の涙が手の甲にこぼれている。

「だって僕はあーちゃんのおにいちゃんじゃないか。理由なんてそれで十分だろ」

　そう言って、震える手であーちゃんの手を握り返す。

　たどり着いた場所には、確かな幸福があった。





　34．






「おにいちゃん、ほんとにいいの？」

「何言ってるんだよ。もちろんいいに決まってるだろ」

「だけどおにいちゃん、このままだとドラゴンになっちゃうんだよ。おにいちゃんじゃなくなっちゃうんだよ」

「そうだね。……うん、多分そうだと思う」

　僕の意識は少しずつ薄れていっている。

　あーちゃんの手前どうにか持ちこたえているけど、それでもそのうち僕の自我は消えてしまうのだろう。なんとなく、それが分かった。

「ホントにそれでもいいの？」

「いいよ。それに、今ならなんとなく分かるんだ。多分僕は僕じゃなくなる。きっと、それは避けられない。それでもモンスターになった僕もあーちゃんのこと、変わらずに大好きなままだと思う」

　このダンジョンにいた全てのモンスターがそうだったように、僕もまた、あーちゃんのことが大好きな一匹のモンスターになるのだ。

　この世界であーちゃんとずっと一緒に暮らせるなら、それも悪くない。

「それにべとべとちゃんもいる。もし僕が前みたいに暴走したら、きっとこいつが僕を止めてくれると思う」

「ぷよ！」

　べとべとちゃんはあーちゃんの肩の上でぷよんと跳ねて柔らかな鳴き声を上げる。

　こいつも幸せそうだ。連れてきてよかった。

「そっか……。ありがとう、おにいちゃん」

　あーちゃんはそう言って、久しぶりに小さく笑った。

　僕はそんなあーちゃんを抱きしめ、頭を撫なでた。

　僕の手はもうすっかりモンスター化してしまっていたけど、それを気にするのはやめた。

　ちょっとざらざらするかもしれないけど、撫でる手は止めない。

　あーちゃんはこのダンジョンにいた摩ま訶か不ふ思し議ぎなモンスターを全て受け入れていたんだ。

　そんなあーちゃんなら、きっとモンスターになってしまった僕だって受け入れてくれるはずだ。

「おにいちゃん、おにいちゃん」

　あーちゃんは僕の胸の中で小さく呟つぶやいた。

「なに、あーちゃん」

「おにいちゃんがいる」

　僕の体をぺたぺた触っている。

「ちょ、ちょっとあーちゃん。くすぐったいよ」

「おにいちゃんだ」

　えへへと小さくあーちゃんは笑った。

　それが嬉うれしくて、僕はあーちゃんをもっと強く抱きしめる。

「むぎゅう。おにいちゃん、くるしいよ」

　あーちゃんはいつかのようにそう言った。

　──地面が揺れる。

　その揺れは、この世界を丸ごと動かしているようだった。

　きっとこれからこの世界は僕達たちの知らない場所に向かうのだろう。












　もう二度と元の世界へ戻ってくることはできない。

　そんな片道の旅路だって、あーちゃんとなら寂しくはなかった。

　だけど、あーちゃんは僕の手をふりほどく。

　不意の行動で呆あつ気けにとられている僕から、あーちゃんは少し距離を取った。

「おにいちゃん。最後に会えて、わたし幸せだったよ」

「あーちゃん、どうしたの？」

　あーちゃんは僕の言葉に答えることなく、背中の羽をはためかせた。

「今ならまだまにあうかな。……べとべとちゃん、ちょっと手伝って」

　べとべとちゃんは「ぷよ！」と跳ねる。その姿はすぐにドラゴンのものに変わった。

「どうしたんだよ、あーちゃん。なにやってるの」

「おにいちゃんがあの時の約束を覚えていてくれたの、嬉うれしかったよ。ホントはずっとおにいちゃんと一緒にいたいけど。おにいちゃんとずっと一緒にどこかに行くのも、幸せなことだと思う」

　あーちゃんの言葉とは裏腹に、べとべとちゃんの眼前に球体が現れる。

　あーちゃんがべとべとちゃんに手をかざすと、その球体は赤から青に色が変わっていく。

「だけどね、わたし、ずっとおにいちゃんに助けられてばっかりだった。私のわがままも、私の願いも、おにいちゃんは全部叶かなえようとしてくれた。だけどそうやっておにいちゃんに甘えてるだけじゃ、子供のままのわたしじゃだめなんだと思う。だから、さよならしなくちゃ」

　封印の膜に向かってべとべとちゃんから熱波を放つ青の球体が放たれた。

　地面の揺れを遥はるかに凌りよう駕がする衝撃が耳をつんざく。

「ガア！」

　一瞬目を瞑つぶった隙に、べとべとちゃんが飛び込んできた。

　体を摑つかまれる。そのまま勢いよく、膜の向こうに投げつけられた。

「な！」

　短い叫びが終わる前に、僕は地面に叩たたきつけられる。

「痛っ……なにするんだよ！」

　眼前を見ると、膜が修復されていた。

　その膜は、修復される側そばからみるみる黒の色を帯びていく。

　僕はその膜へ手を伸ばす。触れてもびくともしない。

　さっきとは比べものにならないくらいその封印は厚く、強固になっていた。

「あーちゃん、今行くから。もう一度そっちに行くから！」

　残った力の限りを振り絞って、眼前に火球を生成する。

　火球を放つも、今度は薄黒い膜に小さな穴すら開かなかった。

　代わりに地面の揺れだけが大きくなっていく。

「こっちに来ちゃだめ。さっき言ったとおり、さよならだよおにいちゃん」

「嫌だよ。あーちゃんと別れたくない。あーちゃんだってずっと前に約束したじゃないか」

「……そうだね。でもやっぱりだめ。今度は前みたいに強がりじゃなくて、本当にそう思ってる」

　その言葉を聞いて、僕は力なくその場に崩れた。

「わたしはどうやっても、ここから出られないの。たぶんそれは、わたしはもう死んじゃったから、もうここでしか生きられない。だけど、おにいちゃんは違う。おにいちゃんには、昔わたしがいた世界で生きる未来もある」

　そんな僕を見て、断絶された空間の向こうであーちゃんは小さく、でも確かな言葉でそう言った。

　どん詰まりの先にいたのはあーちゃん一人で。

　そんなあーちゃんに会うために、僕はそのどん詰まりに近付こうとした。

　近付いて、触れることができたのに。それでも、そこにとどまることはできなかった。

「そんな未来なんかないよ。あーちゃんがいなかったら僕はだめなんだ……」

　力なくそう呟つぶやく。

　最後の方は、声はかすれてあーちゃんに届いていたのかも分からない。

　それでもあーちゃんは、やっぱり笑った。

「おにいちゃんならできる」

「できないよ」

「できるの」

「無理だよ」

「無理じゃない。だって──」




『とーる！』『透とおる君！』




　後ろを振り向くと、うすぼんやりと光を放つ光の扉があった。

　その先から、聞き慣れた声が二つ。

　幻なのかもしれない。

　だけどその扉の先には、微かすかに由ゆ美みの姿と、その後ろに真ま緒おの姿が見えた。

　扉は切れかけの蛍光灯みたいにぱちぱちと点灯している。

　そうやって地面の揺らぎと共に、消えたり出たりを不安定に繰り返していた。

「おにいちゃんには、帰れる場所がある」

　かけがえのない非日常と。かけがえのない日常。

　もう一つのかけがえのないものがあった。

　だから僕は、どん詰まりに留まることができなかった。

「だけど、それでもあーちゃんのいない世界で生きていくことなんて考えられない。きっとまた、生きるのが嫌になっちゃう」

　あーちゃんはそんな僕を優しい瞳ひとみで見つめ、

「じゃあ、その時はきっとまた会えるよ。一ヶ月前だって、そうやって再会できたじゃない」

　あーちゃんのその言葉は全く根拠のないものだった。

　それはきっと、僕を現実に戻すために放つ言葉。

　もう二度と会えないなんて、あーちゃんだって分かっているはずだ。

「だってこの前会えたのだって本当に偶然で……」

「会えるよ」

　そんな僕の言葉を、あーちゃんは短い、それでいて力強い言葉で遮さえぎった。

「だけどそれまで、おにいちゃんはあっちで頑張るの。頑張って頑張って、とっても頑張って、それでもダメなら今度はわたしがおにいちゃんを迎えにいく。──だから、さよならはその時までだよ。もしおにいちゃんが頑張って頑張って、疲れちゃったら、その時はここじゃないどこかで一緒に生きて……」

　ここではないどこかで共に生きて、そして──

「それで一緒に死のう」

　あーちゃんは変わらぬ笑顔で、そう言った。

「──でもきっと、おにいちゃんは、もうわたしがいなくても大丈夫」

　後ろから由ゆ美みと真ま緒おの声がした。

　僕は振り向けなかった。だけどその声の先を見て、あーちゃんは静かに笑っている。

　誰かに腕を引っ張られる。

　そのまま僕は点滅する扉の向こう。

　あーちゃんのいない世界に連れて行かれる。

　その最中、僕は確かに見た。

　僕のたった一人の妹は、確かに笑っていて。

　ちょっとだけ寂しそうに、だけどそれでも後悔のない瞳で僕を見つめていた。

　その光景が、僕が最後に見たあーちゃんの姿だった。






エピローグ






　きっと君がこれを読むことは無いのだろう。

　この手紙は世界の狭はざ間まのどこかで、誰にも拾われることなく揺蕩たゆたい続ける。

　きっとそうなるのだろう。

　それでも、私はこの手紙を書こうと思う。

　私はまた、ここでは無いどこかの世界に行き、また世界樹を滅ぼし続けている。

　だから多分、君とはもう会うことはないだろう。

　それでももし、何かがあってこの手紙が君の手に届いても、どうか君はその世界で生き続けて欲しい。

　それが私の願いであり、私のエゴだ。

　君が家に引きこもっている間、私は一度だけ君の妹さんに会いに行ったよ。

　封印の向こう側からだが、君の妹さんと二人だけで話をさせて貰もらった。

　そこで君には帰る場所があると、君の妹さんに告げた。

　灯とう香か教きよう諭ゆだって、君の寮母さん、叔母さん、そしてゆみゆみ。君は見ないようにしていたけど、それでもこの世界には君の帰る場所が確かにあった。

　私のわがままを押し通すために、その事を君の妹にしっかり伝えた。

　君の妹さんは納得していたよ。それでもやはり最後に君と会いたそうにしていた。

　だから君の最後の行動は、無駄じゃなかったはずだ。

　そうやって誰かに気持ちを伝えることは無駄じゃない。

　あの時私の気持ちを君に伝えたのだって、無意味では無かったと今でも思っている。

　最後にゆみゆみを廃はい墟きよに呼んだのも私だ。

　そうすればきっと、君を妹さんの楔くさびから解き放つ事ができると思っていた。

　ゆみゆみはもう私の事は覚えていなかったがね。それでも最後にゆみゆみと会えたのは、本当に良かったよ。

　それにきっと私じゃ、それはできなかったから。

　そうやって自分のエゴで君の希望を奪った私の事を、どうか存分に責めてくれ。

　だが、最近思うのだ。

　もし私の世界が世界樹によって壊れていなくて、その世界に多くの友人や、恋人がいて、家族がいたとしたら。

　そんな世界があったのなら、果たして私はこうやって先のない旅をしていたのだろうかと。

　そんな世界で幸せに暮らせる未来があったのなら、その時はきっと、もっと普通で、退屈で、それでいて幸せな日々を過ごしていたのかもしれない。

　君と会って、そんなことを夢想するようになったよ。

　私の取った行動は私のエゴに塗まみれたものだ。だが、それでも私は君にその選択を取って欲しかった。

　それはたぶん、代償行為なのだろう。

　叶かなえられなかった望みを、私の代わりに叶えて欲しかっただけなのだろう。

　それでも私は、君に前へ進んで欲しかった。

　それはきっと、もう私には出来ないことだから。




　すまない、長くなってしまったな。

　この辺で終わりにしておこうか。

　それではまたいつか、どこかで会えることを願って。




　たった一人の、私の友人へ。





　＊






「とーる、里さと子こさん早く出てこいって言ってるよ。大丈夫なの？」

「取り壊しまでもう少しあるから」

　僕は由ゆ美みを連れて久しぶりに、一ひと月つき前まで住んでいた寮の中に入った。

「もー、とーる。病み上がりなんだから無理しちゃだめだよ」

「大丈夫だって。ほら、早く行くぞ！」




　あーちゃんと最後に会った日から一ヶ月が経たった。

　僕はあの時、真ま緒おと由美によってあーちゃんのいるダンジョンから引き戻された。

　その後僕は半月の間ずっと意識不明だったらしい。

　その後目を覚まして、退院する頃にはすっかり冬休みも終わっていた。

　幸いほとんど授業は進んでいなかったからなんとかなったんだけど、それでも二学期後半からずっと学校をサボっていたこともあって慣れるのには時間がかかった。

　幸い灯とう香か先生や由美の協力もあって、僕はしばらくすると普通に学校生活を送れるようになっていた。

　因ちなみに、目を覚ました時から僕は姿を変えることはできなくなっていた。

　あのクリスマスまでの日々が夢だったかのように、めまぐるしい速さで僕はいつもの日常に戻っていった。

　僕が入院をしている間に、里さと子こさんが僕の部屋のものを詰め込んで引っ越し先に送ってくれた。

　そのことについて何かぐちぐち言われるかと思ったけど、何もなかった。

　ただ一言、

「もう心配かけんなよ」

　とだけ言われ、その言葉に、僕は素直に謝ることができた。

　もうあの時のように、耳を塞ふさいで拒絶したりなんかしなかった。

　その理由は、なんとなく自分でも分かっていた。

　そして今日は以前僕が住んでいた寮の取り壊しの前日だった。

　僕はこの寮が取り壊される前に、やらなくちゃいけないことがあった。




「きゃあ！」

「由ゆ美み、大丈夫か」

「うー、いてて。大丈夫だけど……。もー、こんなの里子さんにバレたら怒られちゃうよ」

「バレないようにとっとと行こう。ほら、カメラ落ちたよ」

「わっ！　ほんとだ。壊れてないかなぁ」

　由美は目の前に落ちたデジカメを拾って、恐る恐るスイッチを入れる。

「ついた！」

　ぱぁっと明るい笑顔をして、由美はぴょんと跳ねる。

　僕はそんな由美を、やれやれ、と言いながら見守っている。

　いつもの日常だった。

「にしても、珍しいよね。とーるがこういうことやろうっていうの。最初は面倒くさがって『このままでいいです』って言うかと思ってたよ」

　由美の言葉はもっともだ。

　いつもの僕ならこんなことはしない。

　だけど、今回は一つだけやりたいことがあった。

「僕だってたまにはやる気になるんだから。いいじゃないか」

　僕のその言葉に由美は「はーい。とーるがそう言うなら」と言って、ぱたぱたとこっちに走ってきた。

　クリスマス会のＯＰ映像が好評だったから、灯とう香か先生からは次の世代に残すために完全版を作ってくれと言われた。

　よくよくＯＰ映像を見てみると、そこかしこにサブリミナル的にスイーツの画像が入っていたりと、なんかおかしな編集があったりしたのだとか。

　まぁそのせいでクリスマス会の露店で甘いものの売り上げが増したらしいんだけど、それでも後世に残すならそこら辺をカットしたらいいんじゃないかなぁと言われた。それに加えて、何か修正したいところがあったらしていいらしい。

　僕はそれを受けた。

　ただそれは、その部分をカットするためではなかった。

　その編集は、これを作ったもう一人の友人の残したものだから。

　灯とう香か先生には申し訳ないんだけど、そこを削るつもりはない。

　ただ一つ、追加したいものがあったんだ。

「私、とーるがあんな編集してたなんて気付かなかったよ」

「僕はしてないよ」

「え？　私もあんな編集してないよ。えっと、それじゃあ誰がやったの？」

　由ゆ美みはキョトンとした顔でそう言った。

　由美はもう忘れているのかもしれないけど、あの編集をした奴やつは確かにいる。

　普段はクールぶってて、だけど甘いもののこととなると我を忘れる。

　そんな身勝手で、それでいて友達思いの、大事な友人が。

　僕以外は誰も覚えていないけど、それでも確かにいたんだ。

　僕はポケットの中にある、誰かの残した手紙を小さく撫なでた。

「さぁ、誰だろうね。幽霊とかじゃない？」

「ひええ、やめて！　こわい！」

　光の入らない寮の廊下で由美のそんな声と、僕の笑い声が響いた。




「ついた」

　僕達たちがたどり着いたところ。

　それは、今まで僕が住んでいた部屋だ。

「わー、とーるの部屋だ。おじゃまします！」

「もう僕の部屋じゃないけどね」

「元とーるの部屋だからいいの。それにしても、なんにもないね」

　部屋を見渡すと、空っぽの部屋。

　机のあったところには埃ほこりが積もっている。

「それで、この部屋を最後に撮るんだね」

　由美はそう言って、デジカメを手渡してくる。

　僕は受け取ったデジカメを動画モードにして、

「……ちょっとだけ違う、かな」

　僕のその言葉に、由美はよく分からないといった顔をしている。

　たぶん、そうだろう。

　商店街だって、公民館だって、廃はい墟きよだってあるのなら。

　それならここだって外せないだろう。

　誰も知らない、だけど僕だけが知っている、大切な場所。

「数秒でもいい。ここの映像、追加したい」

「押し入れ、だけど。ここ撮るの？」

「うん」

　それは小さな部屋の、どこにでもある押し入れ。

　立て付けも悪く、がたがた音の鳴るそんなありふれた扉。

　だけどそれは、僕とあーちゃんの世界を繫つないでいた、そんなかけがえのない通り道だ。

「由ゆ美みはあっちで里さと子こさん来ないか見張ってて。その間に撮っちゃうから」

「……わかった」

　由美が廊下に出たのを見て、しばらくカメラを回した。

　何もない押し入れの映像だけど、その意味なんてきっと僕しか分からないだろうけど。

　それでもこの映像を入れることには、きっと意味がある。

　一分ほど動画を撮り、カメラを止める。

　僕はゆっくり、押し入れに触れる。

　いつかと同じ、懐かしい扉。

　僕は静かにその扉を開いた。

　開いた押し入れの中はやっぱり何もなくて。

　だけどかつてそこはあーちゃんのいるダンジョンへ続いていたんだ。

「……そうだね、あーちゃん。もうちょっとだけ頑張るよ」

　あーちゃんのいない世界。

　それはちょっとだけ退屈で、普通で、代わり映えのない、そんな世界。

　だけどその世界で僕が生きることを、あーちゃんは最後に望んだ。

　だから、もうちょっとだけ頑張ろうと思う。

　そうしないと、いつかあーちゃんと会った時に呆あきれられちゃう。

　だけど、それでもいつか疲れてぼろぼろになってしまったら、その時はまたきっと──




「ごめん、待たせた」

「もう撮影終わったの？」

　廊下で見張りをしている由美に話しかけると、そんな言葉が飛んできた。

「ああ、無事終わったよ。ありがとな」

「そっか。よかった」

　そう言って、由美は手を差し出して、

「ねぇ、とーる。おかえり」

　ただいまは言わなかった。僕は由ゆ美みの言葉に笑みを返し、手を取って歩いていく。

　僕達たちはこの世界で生きていく。

　モンスターもダンジョンもない退屈で普通で、それでいて幸福な世界で生き続ける。

　それは今までも、これからもずっと続けてきたことだ。

　だけど、一瞬でも確かに存在した、ここではないどこかを忘れないことだって、きっとこの世界で生きていくのと同じくらい大事なことだ。

　そのために、こうやってちょっとくらい何かを残していてもいいだろ。

　なあ、あーちゃん。それくらい許してくれよ。




　外に出ると空が青かった。

　この世界の空はあーちゃんのいる場所に繫つながっていないけど。

　だけど空の眩まぶしさだけは、あの日見上げた押し入れの中の景色と同じだった。





　＊






　最後にこっそり、僕は押し入れの中に手紙を置いてきた。

　その中身は、誰にも見せていない。

　きっと届かないだろうけど。

　きっとあのまま瓦が礫れきの中に埋もれてしまうのだろうけど。

　それでもなにかの間違いがあって届くかもしれない。

　だってあの時僕はあーちゃんに会えたんだから、そんな奇跡があってもおかしくはないだろう。




　そうやって親愛なる妹へ届くように、届くあてもない奇跡を祈りながら。

　だけど奇跡だってきっと存在すると、そんなことを願いながら。







　押し入れの中の世界ダンジヨンまで、僕達の世界より──






あとがき









　いきなりですが、皆様は幸せでしょうか。




　恐らくですが「これ以上ないほど幸せ！」と胸を張って言える人はそれほど多くはないのではないかなぁと思います。もし胸を張ってそう言える人がいたとしても、重箱の隅の隅をつついてみたら、やっぱり小さな不幸は湧わき出てくることでしょう。

「プリンが毎日食べられないから幸せじゃない」

「学校が辛つらくて幸せじゃない」

「恋人と別れたので幸せじゃない」

「友達と疎遠になってしまったので幸せじゃない」

「残業時間が月百時間を超えたので幸せじゃない」

「友達だと思っていた人の借金の連帯保証人になってしまい、二千万円の借金を背負ってしまったから幸せじゃない」

「幸せだけど、幸せじゃない」

　などなど、大なり小なりあるとは思いますが、様々な不幸の形が世界には存在しています。そういった不幸の欠片かけらはいつまでも、ずっとずっと、私達たちの側そばに存在し続けるのでしょう。恐らくですが、その欠片を全て取り除くことなんて私達が生きている限りは不可能なのです。

　それでも、たった一つだけ、そう言った不幸を全て取り除く方法があると、私は考えています。それはこの世界からさようならをするという、実に安直ですが、それでいて代替がない手法です。

　頭を悩ます同級生との不和だって、学校や会社で立ち位置を確保するための愛想笑いだって、Facebookに恋人との幸せそうな写真を載っける元恋人だって、抱え込んだ数千万の借金だって、将来に対する得体の知れない不安だって、死んでしまえば全てさよなら。リセットです。

　クリティカルに、全部解決してくれるのはいつだって死なのです。死は救いなのです。そうなのです。

　なんて、怪しい宗教家みたいなことを言ったところで、皆様がこのあとがきを読んでいるとしたらそんな選択は採っていないことは明らかです。さらに言えば、このあとがきを書いている時点で私もそんな選択を採っていないことは明白で、そんな訳でさっきまでのお話の説得力は皆無なのでした。

　しかしながらなぜそうなのでしょうか。この世界からバイバイしてしまえばいいと言うのに、どうしてまだ七十三億もの人間達は生きているのでしょうか。

　恐らく、様々な理由があるでしょう。

「明日はプリンが食べられるから、今日も生きよう」

「明日は学校でいいことがあるかもしれないから、今日も生きよう」

「明日は恋人ができるかもしれないから、今日も生きよう」

「明日は好きな作家の新刊が発売されるから、今日も生きよう」

「明日は幸せかもしれないから、今日も生きよう」

　そんな未来に対するささやかな希望や、周囲にある小さな幸福。そしてここではないどこかへの現実逃避にも似た空想。

　そんな、辛つらく苦しい世界で〝妥協して〟生きていくための、小さな小さな支え。きっとそんなものが積み重なった結果、私達たちはこの世界で生きているのです。

　結局のところ、私をはじめ皆様も、どうにかこうにかしてこの世界で生きていかねばなりません。

　ちなみに私もこれまで生きてきた結果、愛想笑いだけはとても上手になりました。妥協の産物です。

　そうやって一生懸命妥協して、時には潰されそうになりながらも、やっぱり頑張って妥協を繰り返すのです。この世界で生きていく以上、それは避けられないのでしょう。

　この物語の主人公、椎しい名な透とおる君はこの世界で生きていくための大きな支えを失ってしまいます。それでも彼は、そんな不幸に塗まみれた世界の中でいくつもの小さな支えを見つけていきます。

　それは由ゆ美みちゃんだったり、あーちゃんの言葉だったり、彼を支える周囲の人々だったり、ここではないどこかへの想おもいや願いだったりします。そうやって小さな支えを得て、彼はこれからもこの世界で生きていくのです。

　それはやっぱり妥協なのですが、それでもきっと彼はその妥協に塗れた世界で精一杯生きて、幸せを見つけていくのでしょう。少なくとも私は、そうであって欲しいと願っています。




　この物語もまた、皆様が幸せに妥協できるような、そんな小さな支えになれたらいいなぁと私は祈っています。




　さて、そんな話は置いておきまして、謝辞の方を。

　担当編集様、今回は色々とご迷惑をかけてしまい申し訳ありませんでした。今思えば改稿の際に初稿を全て書き直すなんて暴挙を犯した私を見捨てないでいてくれたこと、本当に感謝しています。今後はそんなことがないよう前向きに善処することを検討します。本当に頑張ります……。

　挿絵を描いてくださったｎａｍｏ様、美麗で可愛かわいいイラスト、素晴らしかったです。漫画『まどろみちゃんが行く』『狼少年は今日も噓うそを重ねる』の方もめちゃくちゃ面白いので、そちらの方も個人的に楽しみにしています。まどろみちゃん可愛かわいい……。どうにかして養いたい……。

　相談に乗ってくれたＯ君、アドバイスをくれたＳさん。ありがとうございます。今度ご飯食べに行きましょう。

　そして、校正、流通、デザイン、販売の方々全てに心からの感謝を込めて、これをあとがきとさせて頂きます。




　最後に。皆様が幸福で不幸で、それでいて幸福な人生を送れるよう祈りながら。
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　namo（なも）

　　最近人間ドックで海馬縮小しているといわれましたが原因は運動不足、がんばって走ります…！

















　　カバー・口絵・本文イラスト／namo

　　装丁／中村晋弥(LUCK'A Inc.)
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